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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








惚ほたるのツマサキ。Starline, Stardust, Starry Star's Pedicure (echo part.3)

白雪のカケラ。Looking Back inside The Mirror

そらのかさぶた。puppylove in melodies

あいのうた。Love Forever

らくがき。
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調律「夕凪のループ。」

tuning - YUNAGI LOOPER






　　　　♪




　夕暮れの世界。

　さびれたちいさな遊園地。

　観かん覧らん車しやは廻まわる。

　めぐる。

　やがてくるときを待って、黄昏たそがれる。

　凜りんとして、繰くり返して。そこは、何ど処こにもなく、其そ処こに存在しているが、やはり、何処にもない。此こ処こにあって、其処にない。其処にあって、此処にない。

　ただ、夕暮れがずっとつづいている世界。

　永遠に暮れなずむ空。

　ソラに光。放つ、ヒカリ。

　ソラが、ひとつ、色を失った花を捜さがしている。

　時間のない、世界から取り残された場こ所こ。観覧車のゴンドラの中、待ち人の少年は、やがてこない今日じかんを待っていた。

「ハローハロー、キミは誰だれだい？」

　待ち人の少年が訊たずねる。その表情は、この観覧車にいるときにはめずらしいイタズラな笑え顔がおだ。一度此処を去って再び訪れる、または、再び迷いこむ者はほとんどいない。そのあいだほとんどを少年はひとり。観覧車の下にいる年寄りのゴールデンレトリバーだけが話し相手だけど、ほかに笑いかける相手がなかなかいないんだ。

　けれど、〝それ〟はまた此処にやってきた。

「オレは……ああ、そうだった。今、名前を貸してしまっているんだ。だから、名乗る名前もなくて申もうし訳わけないけど。キミの名前を訊きいていい？」

　けれど、〝それ〟は、何も答えなかった。ゴンドラの中、待ち人の少年が座る向かいの席のあたりで、ゆらゆらとあやふやに在った。ひどく稀き薄はくで今にも消えてしまいそうだ。

「もしかして、キミはあのときの〝キミ〟か？　なるほど……」

　としかし、少年はうなずいた。前にも一度、こういうあやふやな存在に逢あったことがある。それに存在として存在しない〝モノ〟が此処に迷いこんでくるのはめずらしくもない。

　だからこそ、これまで此処は、外部からの干渉も影えい響きようもいっさい受けなかった。ずっと、黄昏れている。

　だが──

「此こ処こはオレがやってきてからずっと、夕暮れのままの世界だったんだ。それが、ほら」

　言って、少年は、観かん覧らん車しやのゴンドラの外に目め線せんを向けた。

　あやふやで稀き薄はくな存在が、ゆらゆらと揺ゆれる。

「夕暮れが終わろうとしているんだ。どうしたんだ？　キミのいた世界で何かが起こっているのか？」

　待ち人の少年は、視線を戻した。真まっ直すぐに、稀薄な存在を見る。

　しかし、目の前の存在は、ただ〝真っ白く〟薄うすくなっていくだけだった。

「……もしかして、キミも関係しているんじゃないのか？　だったら、此処にいるべきじゃない。もう行ったほうがいい。此処もやがて、〝真っ白い〟キミのように、淡く消えてしまう」

　本当の意味で、失われてしまう。

　それは、少年にとっても、目の前に在る〝真っ白い〟稀薄な存在にとっても歓迎すべきことじゃない。

　真っ白い存在がどうして、今、こんな風ふうになってしまっているのか。少年がすべてを理解するには情報が足りなかった。それでも少年は、確かく信しんをもって言える。

「キミは〝キミ〟を捜さがすんだ。きっと、〝誰だれか〟もキミを捜しているはずだから」

　きっと、それが、真っ白い存在が此処へやってきた意味。

　そして、少年が此処に居る意味。

「さあ、扉を開けて」

　少年が言った。

　やがて、観覧車が一番下へと到着する。

　真っ白い存在はゆらゆらと、今にも消えてしまいそうになりながら、それでも観覧車の扉ドアを開いた。

「キミの名前は、──〝モモ〟だったんだ。真っ黒の猫がキミをそう呼んでた」

　少年は小さくつぶやいた。

　すると、ゆっくりと、キラリ。

　ヒカリが射うって。

　光に包まれる。

　そのときにはもう、真っ白い存在は、そこから居なくなっていた。

「これで少しは、時間稼かせぎができたかもしれないけど……」

　観覧車の外。夕ゆう陽ひはやはり、沈みはじめている。

「世界の終わりか……それとも、はじまりか……」

　けれど今は、〝彼女たち〟に託すしかない。

「あいかわらず、オレは此処で外を眺めているしかないんだよな」

　微かすかな憂うれいを口もとに浮かべ、少年は、座席に深く腰かけた。







　その観かん覧らん車しやのゴンドラには、『〇〇〇〇〇一』と番号が入れられていた。
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序奏「黒猫の輪舞曲ロンド。」

overture - Daniel said / momo extra.12 / searching for my flower






　　　　♪




　いつか、真まっ白い花が咲いているのを見た。

　それは、透とうくて、儚はかなくて、触れたら消えてしまいそうだ。

　想おもい出すんだ。

　いつか、また、その花にめぐり逢あえるんじゃないかって。

　でも、本当は知っていた。

　もう、逢えないことくらい。




　世界は、真っ白の影かげを失った。

　同時に、あの黒い光を失った。




　泣いている。

　啼ないている。

「何ど処こに行ったの？」

　捜さがしている。

「何処に居るの？」

　訊たずねている。

「キミは何処？　君は何処？」

「光と影は、何処に行った？」

　捜そう。

　探して。

　ひとつ、愛。

　ふたつ、水。

　みっつ、声。

　よっつ、風。

　いつつ、音。

　むっつ、雪。

　ななつ、恋。

　やっつ、歌。

　ここのつは、光と影かげ。

「ねぇ、探して……。光を探して」

「ねぇ、連れてって……。光を映した影の処ところまで」




　──判わかったよ。




　誰だれかがうなずいた。







　いつか、真まっ黒の猫が、世界を旅していた。

　それは、永ながくて、儚はかなくて、いつ終わるとも知れない旅だった。

　想おもい出す。

　いつか、また、あの真っ白い花にめぐり逢あえるんじゃないだろうかって。

　でも、本当は知っているんだ。

　もう、逢えないことくらい。

　それでも。

「逢いたいよ……」

　それでも、真っ黒の猫は、旅を続ける。

　終わりのない旅。

「ねぇ、モモ……」

　真っ黒の猫は、その〝花〟の名前を呼んだ。

　これは、〝想い出〟をめぐる旅だ。

　真っ白い花が、この世界に残した想いのカケラを拾い集めながら。




　　　　♪




　しとしと。

　歩くリズムにあわせて、雨音が近づいてくる。

　しとしと、しとしと。




　いつか、真っ黒の猫が、世界を旅していた。

　それは、永くて、儚くて、いつ終わるとも知れない旅だった。




　光と影。

　人間の心の中にもそれはある。

　もしかすると、この世界からいなくなってしまった〝モモ〟と〝アン〟のふたりも、人ひ間との心に関係しているかもしない。

　世界が〝心〟を持っているとするならば、心の光と影かげこそ、モモとアンじゃないだろうか。

　そう考えてみる。

　ダニエルには正せい確かくなことは判わからない。仮定の話だ。

　しかし、ダニエルはモモがいなくなってからずっと、世界を旅しながら、モモやアンが関かかわってきた場所、時間、人間たちをめぐってきた。

　モモが残したもの。それはなんだろう。

　だって、何ど処こにもモモの残したものなんてなかった。

　モモは、岐き路ろに立ち迷うひとのもとへ現れる。心が必要とするところへだ。それは、人々の心の中だけの存在だった。モモが残したのは、カタチがあるモノじゃない。

　心にそっと触れた感触だったり、少しだけ背中を押す言葉だったり、ただ、そっと心に寄より添そうだけだった。

　それは目には見えないかもしれない。カタチもないかもしれない。だけど、しっかりと其そ処こに残っているんだ。

　心の中にだけある。




　本当は今、世界は必要としているんだ。

　真っ白い花のような女の子を。







　死神『Ａ』の一〇〇じゆうまん一〇〇とんでひやく号ごう。




　百モ々モという名前の変わり者の──真っ白い死神の女の子。
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　　　　♪




　宮みや崎ざきエコは、最近どっぷりと悩んでいた。




　──主に、恋愛な方面のことでだ。




　十一月。

　季節は、秋と冬の間。コンビニの肉まんがおいしい季節になった。

　エコは、眉み間けんにシワを寄せながら「うぅ〜っ」とちいさくうなる。

「完全に、ヤバくなってきてる」

　困った困った。さてさて、どうしよう。

　今の彼女の様よう子すを高校のクラスメイトに見られたら、

「なんて顔してんのよ!?　カワイイ顔台なしよ？」

　とツッコミをビシバシ四方八方から入れられていたに違いない。が、この場にクラスメイトたちはいないワケで、彼女の眉間のシワは深くなるばかりだった。

「どうせ、かわいくないからいいのっ」

　背もたれのないソファに腰かけ、ちいさくひとりグチる。大きなため息が出そうになった。けれど、エコはとっさに両手で口を塞ふさいで、それを阻そ止しした。ついで、わりと小柄なほうの身体からだをよりちいさく、前のめりに折る。

「どうした？」

　声がした。すぐ傍そばでだ。

　右から聴きこえたその声に反応して、無む意い識しきに神経が全部、聴ちよう覚かくに集中されてしまう。

　ボッ、と火がついたように顔が真まっ赤かになるのが判わかった。耳まで同じ色になるのは時間の問題。それでも、直接、声の主に顔を見られなくてすむなら、いい。

「……なんでもない……」

　エコはつぶやいた。が、前まえ屈かがみなのと直前まで出かかっていたため息のせいで、まるでうめき声のようだった。

「そんなに──病院キライか？」

　声が訊きいてきた。やはり、『うめき声』に聞こえたみたいだ。

「……べつに……そうゆうんじゃなくて」

　じゃあ、なんなんだ。言ってしまえ。言ってしまえ。言ったらいっそ楽になれる。

　え？　ほんとに？　ほんとに楽になれるの？

　繰くり返す自問自答。

　しかしまあ、なんで、今さらこんなに意い識しきしてんの、あたしは……。

〝彼〟の声なんて、毎日毎日飽あきるほど聴きいてきたじゃん。なのに──

　と、




　ぱふっ。




　細身のクセにしっかりとした手が、エコの髪に触れた。

「強引に連れてきて悪かったな」

　声が言った。反省したような、でもやさしい息づかい。

　ボムッ、と爆ばく発はつしたように顔が赤くなっていく。心しん臓ぞうも速くなる。

　そんなエコの気も知らないで、声の主は髪をそっと撫なでて手を離はなした。

　……だから、こういうことをナチュラルにやんないでよぉ。まったくもぅ。

　けど、

　まあ、

　……やっぱりうれしいんだけどね。

　複ふく雑ざつ。

　これを『乙女おとめ心ごころ』といえばかわいくて聞こえはいいけど、実際、ただの『わがまま』かもだ。

　だって、判わかってるんだもん。

　声の主の──彼が、やさしいのはエコに対してだけじゃない。

　みんなに、やさしいんだ。

　エコと彼は今、病院の待合室の背もたれのないソファに並んで座っている。

　体育のバスケのときにはりきりすぎて、ちょっと左手首をひねった。力を入れるとズキンとなるが、エコは右みぎ利ききだし、左手に力を入れることもあんまりないから、特に困らなかった。部活でもやっていたら、また別の話だったかもだけど──

「とりあえず、病院に行って診てもらえよ」

　彼が言った。もちろん、べつに必要ないと返した彼女だった。

「ダメ」

　としかし、彼にケガをしてない右手を引かれ、病院にのこのこやってきてしまった。

「のこのこって……」

　自分で思って、ちょっとおかしくなった。ふーっと息を吐いて、エコはようやく顔をあげた。

「……まだかな……」

　時と計けいを見る。いきなり彼のほうを見られなかった。

　時刻は、午後四時を廻まわっている。

　ケガしたのは、四限の体育のとき。

　昼休みくらいに、彼に『ケガしてもうたー♥』とか間まの抜けたメールをした。直後に、「大丈夫か？」と心配した彼から電話があって、このとき、彼に病院に行くようにと言われたワケだ。でも、そんな痛くもないし、たいした怪け我がじゃないと思って、「ほほーい」と気のない返事をしておいた。

「ま、あとで訊きかれても病院行ったことにしとこう」

　だって、面めん倒どうくさいし。たいしたこともないのに病院なんかにいったら、お医者さんに怒られてしまうかもしれないじゃないか。うんうん、そうそう。

　そんなことを考えながら、のんきに流は行やりの歌を口ずさみつつ家に戻ってみると──玄関の前に、

「病院いくぞ」

　彼が立っていた。完ぺきに考えていたことを読まれて、先さき廻まわりされてた。さすがに付き合いも短くない。もう、出で逢あって三年だ。

　彼の息はちょっと乱れてた。たぶん走ってきたんだろう。

　彼女の通う学校からよりも、彼の学校からのほうが距きよ離りがあるのに。でも、

「いやいやいやいやいやいや、何もそこまでしなくても……？」

　心配してくれるのは、うれしいんだけど、過か保ほ護ごすぎやしない？

　だいたい、あたしのほうが──一歳いつこ上の『おねえさん』なんだぞ？

　あたしは、高校一年生で。

　キミは、中学三年生で。

　判わかってる？　判っているのかぃ、少年よ。てか、キミ受じゆ験けん生せいでしょ？

　こんなところで、こんなことしてていいの？　大志は抱かなくていいのかぃ？

　余裕か、余裕なのか……。

　彼の志望校は、彼女の通う高校だ。このあたりだと、超が付く名門の有名進学校。

「家に一番近い高校だから」

　という勝手な希望だけで、入学できるようなところじゃない。エコは、そりゃあもう、必死ぶっこいて勉強した。脳みそがトロけてしまうんじゃ、ってくらいだ。

　なのに、彼ときたら、この余裕。

「高校に入ったら部活やろうかな」

　とか言っている彼はずっと帰宅部。受験生当時、弓きゆう道どう部ぶに所属していたエコとは勉強に費やせる時間が全然違う。エコの中学の想おもい出で（彼のとは除く）のほとんどが弓道部だった。最初のうちは先せん輩ぱいたちはすごくて、同級生たちもどんどん上達していく中で、エコは自分だけが出遅れていると思っていた。それから、勉強は右みぎ脇わきに置きつつ……、努力を重ねた。三年生のときには、みんなの推すい薦せんで主将をつとめ、全国大会にまで出場した。

　本当にうれしくて、たのしくて、でも、高校に入っても弓道をつづけようとは思わなかった。

　夢だった全国大会に出場できたのと、そのときに感じた「ああ、あたし、ここで満足してるのか」という気持ちが、一番。燃もえつきた……のかも。もったいないと部活の仲間には言われたけれど、超名門校に入った今、部活している余裕を持てるかというと自分に疑問。勉強でいっぱいいっぱい。

　そんなエコの、過去現在の苦労を知っているクセに、──彼は余裕だ。余裕ぶっこいている。余裕をぶっこきなさっている。なんかくやしい。余裕すぎるぞ、キミ。

　……まあ、しょうがないといえば、そうなのかもだけど。

　エコが超名門校に進学しようと決めたきっかけが──彼だ。

　中学三年当時のエコは、自分の学力で無理のないところを第一志望校に選えらんでいた。だから、何気なく会話の中で、何気なく彼の志望校を聞いたとき、度ど肝ぎもを抜かれた。

「──マ・ジ・でッッ!?」

　二度訊ぎきした。

　そこって、超名門の有名進学校なんですけど……!?

　成せい績せきはいいほうだと聞いていたけど、まさか、そんな「当然ですけど何か問題でも？」みたいな顔でさらりと口にできるくらいだったなんて。

　一年先せん輩ぱいだから、先に高校生になってしまうけど、もちろん、当然、あたりまえに、彼と同じ学校に通うんだと思っていたから、さらに、びっくりだった。

「てか、あたし、第一志望、女子校にしてた！」

　なにやってんだか。彼はもちろん男だから、女子校に通えるはずもない。でも、そのくらい、彼女にとって、彼は〝あたりまえ〟の存在だった。いつもいっしょにいるような気がしていて、普通に進学してそこにも彼がいて、という。いやいや、とんだ思いこみだった。

　出で逢あってからは、ほとんど毎日逢っていた。彼が同じ中学校に上がってきてからは、学校でも、彼女の部活が終わってからとか、普通に逢っていた。彼のうちにいったこともある。彼が飼ってるブルーという名前の猫もなついてくれてる。けど、いくら彼と仲がよくてもいっしょに女子校に通うのにはムリがありすぎる。それに気づかないあたり、

　そう、天然。それが宮みや崎ざきエコ。

　自分ではそんなつもりもなく。周囲は、しっかり者と認にん識しきしている、と思ってる。弓きゆう道どう部ぶでは主将で、クラス委員をやることもある。だから。

　それは間違いじゃないが、友達やクラスメイトは、エコのことを、

「しっかりしてるけど天然」

　きちんと理解していた。もちろん、それは、彼もだ。

　彼女が、彼のいいところも悪いところも知っているのとおんなじ。彼も彼女のいいところも悪いところも知っている。

　それでも、ふたりはいっしょにいる。

　その意味に、本当の意味で、彼女は気づいてなかった。

　今日きようまでは。

「それが、……なんで今……？」

　エコは、自分が自分でよく判わからなくなった。

　なんで、今日なんだろう。

　今までもさんざん、そんなことはあっただろう。

　それなのに、なんで今、気づいちゃったんだろう。

「まずい。あたし、めっちゃ──コータのこと好きになってる……！」

　瀬せ戸とコータ。

　一歳いつこ下の、気になるアイツ。

　今、となりに座ってる。




　　　　♪




　あのときはまだ、エコのほうが身長も高くて、勉強もできたはず。そのはず……。

　いつのまにか、追い抜かされてしまった。エコが自分で期待していたほど伸びなかったのもあるけど、彼が伸びたんだ。ちょっとはこっちに遠えん慮りよしてくれ、っていうのは……無理か。

「ずっと、『弟』くらいに思ってたはずなんだけどなぁ」

　問題は、それだ。

　彼が声変わりしたときも知ってる。親知らずがいつのまにか生はえてて、「やべぇ、超こえー」とか、虫歯になるのを嫌いやがってたとか。サッカーが好きで、小学校のときは地元のスポーツ少年団的なところに所属していたけど、先せん輩ぱいともめて辞やめたこととかは、あとで教えてもらった。それから、

「でも、中学になったらまたはじめようかなぁ」

　そんな風ふうに楽らつ観かん的てきに考えていたこと。けど、よく考えてみれば、その『もめた先輩たち』も地元の子たちだ。エコの同級生にいる。彼もいずれ同じ中学に通うことになる。つまり、中学のサッカー部にはその先輩たちがいるということ。

「じゃあ、いいや。楽しめないサッカーなんて、やる意味ないし」

　中学一年にして、オトナみたいなことを言った彼。

　そう。出で逢あったときから、彼は、普通の、同世代の男の子たちとは違って、何ど処こかオトナびていた。無む理り矢や理り背伸びしている感じじゃない。自然とそうならなくちゃいけなかったみたいに、ときどき、ひどくさみしそうな表情をする。

　それに気づいたとき、エコは、「彼のために何かできないかな」と思った。

　同時に、何もできないと気づいた。

　彼の中には、ずっと……きっと今でも、〝あの子〟の存在があるからだ。

　そのことがほかの誰だれよりも、早く彼をオトナにした。

　彼にとって、〝あの子〟は、『特別』な存在。

「──オレが死なせたみたいなもんだし」

　そんな風ふうに言って、彼は、また哀かなしい表情をした。

　彼が直接彼女の生死に関かかわったワケじゃない。たまたま、不運が重なっただけ。けれど、彼にとって、大切で、特別な、幼おさな馴な染じみの女の子を失ったことは、事実だ。

　彼は今でもそれを悔くやんでいて、あの子のことを背負っているみたいだった。

　あの哀しい表情で、それは判わかる。

　いつもエコは、胸が苦しくなった。

　エコも、特別で大切な存在の〝姉〟を失っている。

　いつも尊敬していたし、羨うらやましかった。でも、ささいなことでケンカして、仲直りできないまま、エコの姉は、事故で死んでしまった。悔やんでも、何もかもが遅い。過ぎ去ってしまった時間は取り戻せないと、エコははじめて知った。

　おそらく、彼もそうなんだ。

　かけがえのない〝たいせつ〟を失なくしたふたり。だからこそ、判りあえたし、こんな風に、ずっといっしょにいられるのかもしれない。

　だけど。

　判るからこそ、踏み出せない一歩もあった。それが、今の今まで、エコに自分の『想おもい』を気づかせなかった。

　でもまあ、自分の想いに気づいてなかったのは、エコだけ。友達もクラスメイトもほとんどが、エコに好きな男の子がいることくらい知ってる。そのくらい、エコの中の気持ちは溢あふれて、想いはダダ漏もれだった。

　エコは、ずっと彼のことは『弟』みたいなもんだと思いこんでいた。

　が、とうとう、気づいた。

　気づいてしまった。

　思えば、

　最初に、男の子とふたりで映画にいったり、遊んだりしたのも、彼で。浴衣ゆかたを着てお祭りにいって、プールやら海やら、想い出にはいつも彼がいた。

　エコの手を引いて、先を歩いていたのは、いつも彼だった。

　思えば、

　思い当たることが、ざっくざく。

「よくもまあ、友達やらクラスメイトに冷やかされなかったもんだわ。……あたしが……しかも、歳とし下したって……」

　いや。

　最初のうちは、エコの友達やクラスメイトも冷やかしていたつもりだった。

「てか、あんなの〝弟〟みたいなもんだし……っ」

　とか強がるエコが、好き好きエナジーとデレっぷりに自分だけ気づいていない状態に、みんなが段々不ふ憫びんになり、温かい目で応援する姿勢にシフトしていただけだった。

　それを知らなかった彼女は現在、恥はずかしさで顔を歪ゆがめた。

「今すぐここから逃げ出したい……！」

　心の叫びは、左さ心しん房ぼうあたりで響ひびいて、ドキドキ鳴った。

　……あ、でも、ここ、病院だった。もっか、診察待ち中。

　となりには、彼。

　に、逃げ出したい！　逃げ出せない。逃げ出したい。逃げ出せない……！

　ジレンマ。

　だって、彼はケガしたあたしを気づかってくれてるワケで。

　ちらりと横目に見る。

「まだ名前呼ばれないかぁ、時間も時間だしなぁ」

　待合室の時と計けいを見ながら、彼が言った。

　時間というより、家から一番近い病院が、個人の診しん療りよう所じよじゃなくて、大きめの病院だっていうほうが問題だと思う。来院しているひとの絶対数が違う。

「でも、よく知ってる医者のほうがいいだろう」

　と彼。中学のとき、弓きゆう道どう部ぶだったエコがケガすると通っていた病院だから信頼もある。それは判わかるんだけど、彼は心配しすぎで強引だ。

　でも、

　やっぱり、それが……うれしいワケで。

　でも、

　やっぱり、それが……寂さびしいワケで。

　彼は、誰だれにだってやさしい。

　たぶん。たいせつなひとを失なくしているからこそ、「これ以上、誰も失いたくない」と思う心が彼をそうさせているんだろう。

　だからこそ！

　そのことが、エコをやきもきさせる。




　彼は、やさしい。

　同世代の子たちよりも、オトナびている。

　明るくて、いっしょにいて楽しい。

　責任感、正義感が強い。ウザくない程度に。

　勉強もできて、スポーツもできる。

　身長は低くない。それほど高くもないけど。

　顔もまあまあ、だと思う。（エコ視点で）

　そんなヤツが……、




「──モテないはずないじゃん……！」

　弱点といえば、『帰宅部』なくらい。

　……って、それって、弱点か!?

　同じ中学だったときはもちろん、別々の学校になってからも、エコとの待ち合わせのちょっとの時間とかに、女の子に告コ白クられている彼を何度か目もく撃げきした。

　そのときのドキドキとかバクバクとか言葉にできそうにない複ふく雑ざつきわまりない気持ちを、エコは、『他人の知ってはいけないところを見てしまった』のと同じ感覚だと思いこんだ。

　あいかわらずの、思いこみっぷりで。

　が、

　だが、

　しかし、

　だがしかし……！

　それは、いわゆるひとつの──『焦あせり』というヤツだ。

　好きな男の子にほかの女の子が接近したら、焦りもする。

　けれど。

　エコは、知ってしまっている。




　彼の中の、──特別な存在。




　それが気持ちを内側に閉じこめさせていた。いつか溢あふれて自分以外の誰だれもが知っているほどになったとしても。

　彼には、好きな子がいる。

　ずっとずっと、好きな女の子。

　でも、永遠になってしまった女の子。

　だから、彼にとって永遠。

　彼のことを知っている。

　だから、彼の中の〝あの子〟の大きさも知っているつもりだ。

「……永遠になった女の子に勝てるワケないじゃん……」

　エコは、うつむいてつぶやいていた。口に出すつもりじゃなかったのに、思わず。

「ん？　なに？」

　彼がどうしたのかとエコの顔をのぞきこんできた。

　目があった。

　ドキっとなる。

　彼の意志の強い瞳ひとみに吸いこまれそうになった。そのせいで、エコはまた彼のことを無む駄だに意い識しきしまくってしまう。




　バフーッ！




　と間抜けな音がしたように、エコの顔はまたまた赤くなっていった。

「顔赤くないか？　もしかして、ケガのせいで熱ねつが出てきたんじゃないのか？」

　途と端たん、彼が心配そうな表情になる。

「だ、大丈夫、ちょっと……眠くて……」

　できるだけ平静をよそおった。しかし、ぜんぜんだった。

　眠いと顔が赤くなるのかよ、あたし。なんつー、言いい訳わけ。

　彼は少し首をかしげて不ふ思し議ぎそうにしたが、「だいじょぶだいじょぶ」をエコが繰くり返すと、

「そう？」
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　納なつ得とくはしてないが視し線せんを外して、前を向いた。それから、しばし、沈ちん黙もく。

　待合室にはエコたちだけじゃなく、ほかにもわらわらと数えるのも面めん倒どうくさいくらいのひとがいた。おかげで、無音の沈黙で気まずくならずにすんだ。ざわめきが絶えず聞こえてくる。逆に、ひとがたくさんのおかげで、診察の待ち時間も延のびているんだけど……。

　てか。

　そういえば、あたしのケガの診察にきたんだっけ。テンパりすぎて忘れてた。たいして、痛くないんだけどさ。なんだかなぁ……。

　バレて……ないよね？

　ちょっと動どう揺ようしすぎちゃった。

　考えてもなかったから……。

　ウソダヨ。

　あたし、いつから好きだったんだろう。

　サイショカラダヨ。

　ウソツキ。

　噓うそなんかついてないよ。だって。

　ホントウハ、ワカッテタンダヨネ。

　知らないよ。判わかんないよ。だって……。

〝あの子〟の存在は大きくて。彼は、誰だれにでもやさしくて。それは、あたしだけじゃないの。そう考えて。今日きよう、彼に手を引かれて病こ院こへやってくる途と中ちゆう、無む性しように哀かなしくなった。悔くやしくなった。胸が、ぎゅっ……て、苦しくなったんだ。

　そしたら、

「そっか。あたし、好きなんだ。彼のこと……」

　いつのまにか追い抜かれた身長。その背中を見ていて想おもった。

　気づいたんだ。

〝あの子〟の存在が大きすぎて。彼は、いつだって誰にだってやさしくて。

　あたしだけじゃない。

　なのに、あたしだけが、好きで。

　悔しいの。哀しいの。苦しいの。

　そして、




　ムカツクの……！




　うわっ、なんかだんだん腹たってきた。

　なに、このかんじ!?

　身勝手だって、わがままだって判わかってるけどさっ。だって、あたしばっか好きなんだもん。

　ずっと、いっしょだったのに。

　ずっと、いっしょにいるのに。

　今もいっしょなのに。

　いっしょじゃないみたい。

　手を伸ばせば、触れられるのに。

　こんなにドキドキするのに。

　今ごろ気づいて。今さらなんだよ。

　なにしてんだろ。なにやってんだろ。あたしは。

　ムカツクな。ほんと、腹が立つ。

　自分に。

　どうしようもない気持ちが、ゆらゆら。

　どうしても消えない気持ちが、ぐつぐつ。

　どうしても弱い自分が、しゃなりしゃなり。

　なにオトメチック垂たれ流してんの、自分。しっかりしろ。

　こんな自分はキライだ。

　いつかの、バイバイしたはずの自分。

　ヤキモチばっかり、なにもできないことを他ひ人とのせいにしてる自分。

　お姉ねえちゃんが大好きで、でも、大嫌いだった自分。あのとき。

　尊敬して、バカにされてるみたいな気になって、すぐに嫌いやなことを言ってた弱い弱い自分。

　さよならしたはずなのに。

「誰だれかを好きになると、強くなるんだ」

　って、誰が言った！

　ぜんぜんじゃん。ぜんぜんじゃん！

　弱くなってるもん、あたしっ！
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　キライだ！　こんなあたし。

「つぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　もう、止まらなかった。弱虫のくせに、気がついたら、叫んでた。

　突然奇声を発して立ち上がったエコに、すぐとなりに座る彼だけじゃなく、待合室のほとんどのひとが目を見開いた。

　さっきまで、ざわついてた場の空気が一いつ瞬しゆんにして凍こおりつく。

「お、おいっ、どうしたんだよ、エコ!?　ケガが痛くなったのか!?」

　あたふたする彼。エコの手を引っぱって座らせようとする。けど、ケガをしているのを思い出して、彼は手を引っこめた。

　おバカめ！　そっちは、ケガしてない手だよッッ！

　デビル自エ分コがココロの中で「きゃははははっ♥」と無む駄だに大笑いしてる。

　弱虫チキンのくせに、なにこんなときにでしゃばってんだ!?

　エコは、自分で自分に言い聞かせようとするけど、ダメだった。

　だって、チキンなのもデビルなのも、おんなじ自分だから。

　腹が立ってしょうがない。

　となりで吞のん気きな顔で座る彼に。それから、そんな彼が好きだと気づいてもなんにもできない自分自身に、なによりも、

「──ムカツクっっ！」

「いてっ！」

　彼の頭を思いっきりひっぱたいていた。

　そういえば。

　いつかも、彼のこと、こうしてひっぱたいたっけ。そんときはまだ、彼のこと『生意気な子ガ供キ』ってくらいにしか想おもってなかったのに。

　それが今や……。

　どんだけ好きなんだよ、あたし。

　どんだけ乙女おとめなんだよ、あたし。

　どんだけかっこ悪いんだ、あたしは！

「くわッ！」

「いてっ！　ちょっ、エコ！　ケガっ！　痛くないのかよっ！　あと、変な声出すな……っ」

「うっさいっ、痛いっつーの！　けど、いいの！　ムキーッ！」

　ペシペシッ、彼の頭をケガした左手でひっぱたいてやる。

　てか、イタイぞっ。イタイに決まってる。

　左手と、ココロが痛みに、ズキンズキン鳴った。

　チキンのくせにデビル自エ分コが笑いながら泣いてた。ズキンズキン、鳴いてた。

　みんなが見てるけど、彼が困ってるけど、カンケーないやっ。

「──宮みや崎ざきさーん。宮崎エコさーん。診察室までどうぞ」

　タイミングがいいのか悪いのか。やっと、エコの診察の順番がきた。待合室に呼び出しの声がかかる。

　てか、これで「はいはーい」つって診察にいったら、待合室ここにいるひとたち全員に、あたしの名前がばれやしないかい？

　そうじゃないのかい？　恥はずかしくないのかい？

「ハズイわーっ！」

　最後に、ちょっと強めに彼の頭をはたいた。

　もちろん、左手だ。

　じんじん、

　ずきんずきん。

「ったく、もういいから！　いけ。行ってこい、エコっ」

「言われなくても行きますぅ。行けばいいんでしょっ」

　小学生の女子みたいに唇を尖とがらせて言った。

　でも、最後に、わーっ、と彼のカッコつけたアシンメトリーな髪をぐっしゃぐしゃにしてから、エコは、待合室のソファを離はなれた。

　彼はたぶん、無む理り矢や理りに病院につれてきたからエコが怒ったと思っているんだろう。

「……鈍どん感かん……っ」

　待合室から診察室への途と中ちゆう、エコは、ぽつり、つぶやいた。

　でも、本当に鈍感なのは自分。さっきまで内側に引っかかってた〝想おもい〟に気づかなかった。気づかないフリをしてた。

　いつか、バイバイしたはずの弱虫の自分。

　ずっと、向こうに置いてきたはずの、弱い自分。

　なのに「ハローハロー」って、手を振りながらこっちを見てた。

　ずっと、傍そばにいたんだよ。

　いつか、弱い自分に彼が手を差し出してくれた。

「弱くてもいいんだ」

　と言ってくれてたみたいで、エコは、その手を取った。

　けど、

「あいつ、誰だれにでもやさしくするんだもん……！」

　自分だけがやさしくされてるワケじゃないって判わかったときの、複ふく雑ざつ。

　フクザツ。噓うそついてごまかした。

　だって、あたしのほうが一歳いつこ上のおねえさんなんだよ。

　ムカツク。歳とし下したのくせに。

　やさしくしないでよ。なんにも想ってないんでしょ。

　あたしが、おねえさんなんだから。

「あーっ、もう、やだ！」

　ちょっと大きな声を出したら、たまたま廊下をすれ違ったおじーちゃんが、びくぅ、と身を震ふるわせた。

「……あ、すいません……っ」

　大きくなった『気分』が、きゅぅぅぅ、ってしぼんでいく。風船みたいに、ちっちゃくなってく。あたしもこのままちっちゃくなって消えちゃいたい。

　押し寄せる。後悔とか羞しゆう恥ちとか。

「……ふぁ」

　なさけない浅い呼吸。

　思い出した。あたしはずっと弱虫のままだったんだよ。

　そんな自分が嫌いやで、キライで、自分とは正反対の『お姉ねえちゃん』に憧あこがれてた。

　嫉ねたんでた。羨うらやましかった。

　姉は夢を持っていて、それを叶かなえて、なのに死んでしまった。

　本当は大好きなのに、大嫌いって言って傷つけたまま。

　そんなとき、

　──彼がいた。いてくれた。

　強くて、オトナびてて、生意気で、やさしくて、でも、淋さみしそうで、哀かなしそうだった。

　何ど処こか自分に似てると想おもったんだ。

　彼は、見えないモノが視みえちゃうって体質らしく。そのおかげで、お姉ちゃんの魂に出で逢あうことができた。

「ん？　あれ？　違ったっけ？」

　エコは、想い出の中のシーンに引っかかりを覚えた。何か、忘れモノをしている感じだ。

「ムズムズするなぁ……」

　なんだっけ？　なんだっけ？

　彼は、生まれたときから、その、霊れい的てきなものが視えるんじゃなかったらしい。いずれ視えなくなるとか言ってたけど、誰だれにそんなこと言われたの？

　あれ？　大事なことを忘れてるぞ、あたし。

　でも、大事なことってなに？

「──思い出す？　思い出せばいいの？　何を？　って、誰……？」

　今、誰かの〝声〟がしたような気がした。

　とてもオトナびているのに子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイスだ。

　キョロキョロ、あたりを見渡す。けど、さっきびっくりさせてしまったおじいさんの後ろ姿があるだけだった。ほかには誰もいない。

「空そら耳みみ……？」

　エコの目の前には、もう、診察室と書かれたプレートが見えていた。

「……ま、いいか」

　とりあえず、さっさと診みてもらって、さっさと帰ろう。

　でも、彼が待っているから、また待合室に戻らなきゃだ。

「……き、気まずい……」

　とはいえ、全部、自分のせいだし。仕方がない。

「ハァー……」

　ため息。嫌いやな自分とまた出で逢あってしまった。

　こういうのも、いつか、想おもい出でになるんだろうか。笑って、「いい想い出だね」って言えたらいいんだけど。彼も笑って、うなずいてくれたら。

「……あぁ、乙女おとめチック過か剰じようだな、あたし……」

　また、ため息が出そうになって、エコはそれを無む理り矢や理り吞のみこんだ。

　ため息をひとつこぼすと、しあわせが逃げていく。

「お姉ねえちゃん……あなたの不出来な妹はまた、しあわせをひとつこぼしちゃいました……よ」

　ってね。と、エコは診察室のドアノブに手をかけた。







　───リン。







　遠くのようで、すぐ傍そば、耳の奥で鳴るような鈴すずの音ねが聴きこえた。

「あっ！」

　そして、思い出した。

「なんだっけ……たしか、あのときっ。もう一度お姉ちゃんに逢えたときだ……」

　夜の学校。教室の中。淡い光。ホタルのヒカリ。

　無数の願ねがいと、終わりの輝かがやき。

　ただ、光が綺き麗れいで、

　ただ、光が儚はかなくて、

　呼吸を忘れそうになったこと。

　あの日のこと。

　彼は言っていた。

　自分が、特異な体質になってしまった理由。

　エコと死んでしまった姉がもう一度だけ逢えた理ワ由ケ。

　それは、真まっ白い花のような──







　───リン。







　また、鈴すずの音ねが聴きこえた。

　耳鳴りのように響ひびく。




「──見つけるの……？　なにを？」

　誰だれかの声がする。

　やさしい不ふ思し議ぎな響きの声。

「だれ……？」

　エコは、ドアを開いた。

　フッ、と一いつ瞬しゆん目の前が、光に包まれた、もしくは、意い識しきが遠のいたように、真まっ白になった。

　診察室と書かれたドアを開けた。

　たしかに、そのはずだったし。そのつもりだった。




　なのに、

「──あれ……？」

　また、待合室にきてしまった。

　考えごとにふけっていたから、ぼうっとしてまた、戻ってきてしまったのかもだ。

「でも、おっかしいなぁ……。診察室のドアを開けたと思ったのに……」

　首をひねりながらエコは、何なに気げなく自分がやってきたはずのうしろを、振り返った。

「…………は？」

　しかし、エコの背後には、診察室どころか、『用具入れ』と書かれた扉があるだけだった。

「…………ほ？」

　こんなとき、どうしてハ行の音が口から漏もれるんだろう。

　エコはまた首をひねって、正面に向き直った。

　気のせいか、待合室のひとたちがこっちを見ていたような。はてな？

　疑問。しかし、その答えにエコが気づくはずもない。まさか、自分が用具入れの中から出てきたようになっていたなんて。

　エコが開けたのは、たしかに診察室のドアだった。だが、開けたら──

　まあ、いいか。とりあえず、さっさと診察室のほうに戻ろう。こんなところを彼に見られたら、こっ恥ぱずかしいったらもう。

「あ、でもいないや」

　としかし、待合室には、彼の姿がなかった。トイレかな？

　ちょうどいい。じゃあ、その隙すきに……。そう思いエコは、さっきと同じように診察室へ向かおうとした。くるり、と振り返る。

　だが、

「……おやぁ……？」

　診察室へとつづくはずの通路がない。さっき通って、そして、待合室ここに戻ってきたはずだ。

「……こっちは用具入れ……。で、あっちに診察室が……ぁ、……──ない……っ」

　診察室がなくなってる。

　ようやく、エコは自分に起こっていることの重大さに気がつきはじめた。

　どんだけ自分はぼうっとしていたのか。

「ね……寝不足のせいかなぁ[image: ][image: ]…………──じゅ、十時間くらい寝たけど……」

　もしかして、あたしってほんとに、友達とかクラスメイトがゆうみたいに……天然なの？

　それはもしかしなくても、天そ然うだが、今は関係なし。

　エコは、たまたま、『病院』にきていて、

　たまたま、想おもいが溢あふれて、たまたま、想い出した。

　たまたま、あの──真まっ白い存在のことを想い出そうとしていた。それだけだ。

　たまたま、たまたまのシンクロニシティ。




　それでも、エコは、此こ処こへこの場所へやってきてしまった。

　導みちびかれる光へ。




　　　　♪




「ちょっと待ってよ……っ」

　病院だということも忘れそうになって、エコは、パタパタと小走りになった。さっきまで診察室へつづく通路があったほうへ駆かけていく。

　でも、そこには何もない。壁かべがあるだけ。

　なに？　なんなの!?

　だって、さっきまで……！

「いやいやいやいやいやいやいやいやいやいや……ッ！　お、落ち着け、落ち着くんだ自分！」

　診察室の通路を間違えて、違う場所に出てきてしまっただけかもしれないじゃないか。

「………………そんなはずないし……」

　何な故ぜなら、この病院の外科には、待合室がひとつだけだ。だからこそ、広々とした空間になっていたんじゃないか。

　だったら、なに。

　ここは何ど処こ？

　何処だってゆうか、病院だよ！

　ほら、あそこに……、病院の名前が……っ。

「…………──っ！」

　ただの見間違いだとよかった。しかし、

「……違う……」

　がくんと、力が抜けていくのが判わかった。

　病院の名前が違っていた。

　さっきまでいた、彼に手を引かれてやってきた病院とは、まったくべつの病院の名前が、待合室の壁かべの一部に記しるされていた。ソファに座っているひとたちも違ってる気がする。

　じわっと背中に変な汗がにじんでくる。

「コータ……っ」

　エコは、無む意い識しきに彼の名前を呼んでいた。不安でいっぱいになる。

「コータってば……っ！」

　しかし、彼からの返事はない。

　彼もいない。

　どういうこと？

　どうなってんの？

　待合室の作りも違う。広さはさっきよりも広い。それに診察待ちのひとたちが座っているソファだ。

「せ…背もたれ……ぇ??」

　背もたれがある。さっきまでのところは、背もたれがなかった。

　えー……。っと。

　彼も居ない。

　そこにいるひとたちも、みんな違うひとだ。

「ちょ、ちょっとぉ……っ！」

　不安になって、怖こわくなって、エコは、出口へ走りだした。

　一度外に出てみたら、病院の外がい観かんも判わかるし、そこには見なれた景け色しきが広がっているはずだ。そうじゃないと困ってしまう。

　パタパタと走れば、すぐに出口が見えてきた。

　が、心しん臓ぞうがぎゅっとつかまれる嫌いやな感じがした。

　さっきまでの、いつもの通いなれた病院の出入り口じゃない……。

　今エコの視界にある出口は、鏡かがみのような銀ぎん色いろの縁ふちがある自動ドアが二重になっている。

　本当は、ただのガラスの自動ドアがひとつと、その前にもうひとつ自動じゃないガラス扉があるはずなのに。

「い、いつのまに改かい築ちくしたのかしらぁ？」

　無む意い識しきに視し線せんをあちこちに動かしながら、エコは自動ドアの前に立った。




　ウィーン……、




　と微かすかに聞こえる程度の音がして、ドアが開く。

　心しん臓ぞうが速くなって、そのリズムにせかされるように、エコはドアの向こうに飛びこんだ。

　ぎゅっと目を閉じて、もう一度、開くと、いつもの見知った景け色しきが──







「ないし……っ」

　ぜんぜんなかった。

　代わりに、いや、代わりになるのかどうかも、もうどうにも理解できない状態がくり広げられていた。目があう。

「……な、なに……っ!?」

　そのひとがひどく困こん惑わくして、声をひっくり返らせた。

　ふたりいる。

　男のひとと女のひと。

　最初に声を発したのは、男のひと。

　ふたりともびっくりしている。

　それから、

「お、おい誰だれもこないっていってただろ……！」

「こないわよ。カギもかかってたのよ……！」

　おたがいに小声で、なにやらもめはじめた。

　びっくりしてるのはこっちもおんなじだ。もめる前に、ちょっと説明をプリーズ。

　なんで、出口の自動ドアを通ったはずなのに。

「──イチャつくバカップルが……ッ!?」

　どうやら、ここは、病院の個室のようだ。

　けれども、実に健けん康こうそうな男のひとと、サボってるんだろうかナース服を乱した女のひとがくんずほぐれつ……、ここから先はご想像にお任せします……じゃなくて、とにもかくにも、

「イチャイチャしてる……！」

　エコは、ビシッと指さしてイチャつくバカップルを交互に見た。

「ってか、なんだよオマエ！」

　よく見れば、ヤンキー丸出しの金髪とスカジャンの男が巻き舌で吠ほえる。

　ビクンッ、とエコは身をちいさくして、一歩あとずさった。

「出てけよ！」

　男が怒ど鳴なった。

　べ、べつに悪いことしてるワケじゃないのに！

「ご、ご、ご、ごめんなさいっ！」

　としかしエコは、ぺこっと深く頭をさげそのままの体勢で、バック進行していく。結果、

「あたっ！」

　お尻しりを出入り口のドアにぶつけた。反射的に痛みを口走ったが、そんなに痛くない。それよりも早くこの場から離はなれたい気持ちのほうが勝っていた。

　エコは、あわわわっと焦あせりながらうしろ手にドアノブを探さぐる。その間も、「すいません」「ごめんなさい」を連呼する。

「おわっ、──とぅ！」

　ようやくドアの感触があって、痛めてた左手でノブをひねる。軽い痛みとともにドアが開いた。転がるようにエコは、外へ──

「………………何な処に……？」




　そこはまた、

　見知らぬ場所だった。




　　　　♪




　実をいえば──

　不ふ思し議ぎな。というだけですべてすむ話じゃないけど、こういう〝おかしな体たい験けん〟は、はじめてのことじゃない。あれは、中学一年生の夏だ。

　宮みや崎ざきエコは、姉を亡くした。

　姉は子供が好きで、小学校の先生になる夢を叶かなえたばかりだったのに。

　ちょうど、そのころ、エコの姉がいた学校で、

「幽ゆう霊れいを見た」

　という噂うわさが出はじめた。

　姉の学校の生徒が肝きも試だめしのために、夜の学校に忍びこんだ。そのとき誰だれかが「幽霊を見た」と言った。その誰かは怖こわがっていた自分を隠かくすため噓うそを言ったのかもしれない。もしかして、本当に幽霊を見てしまったのかもしれない。結局のところ、エコは事実を知らない。

　タイミングが悪かったといえば、それまでだけれど。子供は、怪かい談だん話ばなしや幽ゆう霊れいのあれこれに興きよう味みがあったり、それをおもしろがったりする。エコも怖こわがりのクセに、友達といっしょに怪談話をしたことがあった。

　それは──死んでしまったひとを侮辱している。とか、そういう気持ちがあったワケじゃなかったけど。エコにはそう感じられてしまった。

　その『幽霊』というのが、いつのまにかエコの姉のことになっていたからだ。

　子供たちは、おもしろがって夜の学校へ忍びこみ肝きも試だめしを繰くり返すようになる。そのうち、その学校だけじゃなくとなりの学区の子供たちもやってくるようになってしまった。

　オトナが肝試しを禁止しても逆に、子供たちの興味に、火に油を注そそぐような状態だった。

　噂うわさと状況などが結びつけられて、それだけでエコの姉がその幽霊だなんて。

「あんなに子供たちのことが好きで、いっしょうけんめいだったお姉ねえちゃんのことをバカにして……！」

　エコは腹を立て、子供たちをこらしめようと考える。といっても、たったひとりの中学一年の女の子にできることは限られている。

「本当に幽霊を見たらビビってもう肝試しなんてやめるんじゃ？」

　自分で幽霊を演じ、肝試しにやってくる子供たちを脅おどかすことにした。

　エコが、〝彼〟に出で逢あったのは、そんなときだった。

　彼は、──瀬せ戸とコータ少年は、ほかの子供たちと雰囲気の違う子だった。

　オトナびていて、何ど処こか淋さみしげで、表情のはじっこに憂うれいを感じる。

　何処か自分に似ている。エコは、思った。

　彼は友達に無理に連れてこられたらしく「肝試しって好きじゃない」と言った。死んだひとをバカにしているみたいで、と。

　彼も、エコとおんなじだった。

　たいせつなひとを失なくしていた。

　もしかして、この子なら、あたしのことを判わかってくれるかもしれない。それに、彼は、どうやら──見えないモノが視みえてしまう体質。

　エコは、彼に強引に協力してもらうことにした。学校に出没するという幽霊がエコの大好きな姉じゃないと証明するために。

　彼が幽霊を視ることができるなら姉とは違う幽霊だと判るはず。

　でも、本当に、姉だとしたら──

　言いたかったことを伝えられるかもしれない。「ごめんなさい」と。

　そして、エコは、彼といっしょに夜の学校へ忍びこむ。彼がエコの手を引いて導みちびいてくれた。

「こっち……な気がする」とあいまいな感じだったけど、エコの手を引くその左手が心強かったのを今もしっかりと覚えている。

　もしかすると、このころからなのかも。ちょっぴり、彼のことが気になっていたのは……。

　それはそれとして。

　エコは、──お姉ねえちゃんと出で逢あうことができた。

　子供たちが見た幽ゆう霊れいが出るという場所とは全然違うところ。だから、結局のところ、子供たちが見たのは、姉だったのか違っていたのか今でも判わからないままだ。

　けど、彼は、「たぶん、違うやつだよ。だって、おまえのねーちゃん連れてきてくれたのって、あの──〝白いヤツ〟だし」と言っていた。

　だから、まあ、彼のことを信じようと思う。子供たちが見たのはお姉ちゃんじゃないって。

　それから。彼の話を聞くと、どうやら、白いヤツというのは、真まっ白い女の子の『死神』だという。真っ白い死神なんて聞いたことないから、『天使』によく似た存在なのかもだ。

　その真っ白い女の子のせいで、彼は見えないモノが視みえる体質になってしまい。そのおわびってワケじゃないけど、エコと姉を出逢わせてくれたようだ。

　素直に感かん謝しやしたい。

「ごめんなさい」って言えた。

「大好きだよ」

　って伝えることができた。

　大好きで尊敬していたのに、うらやましくってねたましくって。ささいなケンカから「いなくなっちゃえ」って姉にヒドイ言葉を投げつけてしまった。

　そしたら、本当に、死んじゃうなんて思ってなかった。

　後悔ばかりの毎日。子供たちの肝きも試だめしをやめさせようとしたのも罪悪感があったから。

　それでも、最さい期ごにお姉ちゃんは言ってくれた。

　声は、聴きこえなかったけれど。ちゃんと聴こえた。

　大好きだよって言ったら、

「ありがとう。お姉ちゃんもだよ」って答えてくれたんだ。

　あれから、もう、三年。

　彼とはずっといっしょにいた。

　彼の口から、あの『真っ白い女の子』のことを聞いたのはいつだったろう。

　忘れてた。

　思い出せなかった。

『死神』

『天使によく似た』

『真っ白い女の子』

　そんなキーワードだけが、まるで、すっぽり削られて失なくなっていたみたいに。

　それが、どうして──







「急に思い出したんだろ……？」

　エコは、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　目の前に広がるのは、見知らぬ場所の見知らぬ光景。

　なんとなく判わかってきた。

　おかしな事態。

　不ふ可か思し議ぎな現象。

　どうやらエコは、さっきからドアを開けるたびに、その場所とはまったくべつの場所へ移動してしまっているようだった。

「なんか……ネコ型ロボットの便利道具みたい……」

　ただし。

「ずっと、病院の中なんだよね……」

　それだけは変わらなかった。ドアを開けるたびにべつのところへ移動するということは、ドアを開けつづければ、外へ出られるんじゃないかと思った。

　甘かった。

　もう何度目の空間移動ジヤンプか……。

　でも、ずっと病院の中。まったく同じ病院なのかは判らないけど。何ど処こに出ても病院っぽさは丸出しにされっぱなしだ。

　しかも同じ場所に出たためしがない。

「……ふぃー……」

　ちいさく深呼吸。

　今、エコがどっぷりと肩を落として、腰を下ろしているソファも一番最初に出た待合室とは違うところのソファ。六畳くらいの部へ屋やに、テーブルがひとつ。中央にお菓子が盛られている。テーブルを囲むように椅い子すが五つ。入り口から一番奥にエコが座るふたりがけのソファ。

　たぶん、この病院の職しよく員いんの休きゆう憩けい室しつかなんかだろう。

　誰だれかがこないうちに部屋を出ないと。

「……不ふ審しん者しやきわまりないな……制服ブレザーだし……」

　言いつつ、顔を上げエコはソファの背もたれにもたれかかった。さっきテーブルの上から失敬したチョコレートをひとつ、口に放りこむ。

　舌の温度ですぐに溶けて、口の中にチョコの甘さが広がった。

「あぁ、癒いやされるぅぅ……。チョコは無敵だわぁ……」

　ひとりごと。

　虚むなしい。

　哀かなしい。

　心細い。

「……コータぁ……」

　やっぱり、無む意い識しきに彼の名前を呼んでしまう。今すぐ、そこのドアが開いて、

「なにやってんだ、エコ？」

　とか言って助けにきてくれるかもしれない。

　そう思うんだけど、

「ぜんぜん、こないでやんの、アイツ……。コータのくせに」

　憎まれ口。

　虚むなしい。

　哀しい。

　淋さみしい。

　ごまかす。

　もう、ずっと、このままになってしまうんだろうか。

　どうしようもない気分が胃のあたりをぐるぐるしてる。

　サイアク。

「コータ」

　名前を呼んでも、応こたえてくれる彼はいない。

　いつもいっしょなのに。

　ポケットから携帯電話ケータイを取り出してみる。さっき試して、電話もメールもダメだった。コールはするけど、応答はない。メールも送信できるけど、届いてるのか判わからない。

　何ど処こにいるんだろう、彼は。

　何処にいるんだろう、あたしは。

　ああ、こんなことなら見せてあげればよかった。

　前に、友達に誘われて、はじめてやってみたペディキュア。

　自分には似合ってないかわいい蝶チヨウ々チヨが、はずかしくって。彼には見せなかった。

「見せてあげないっ」

　なんて、言うんじゃなかった。

　いつも後悔ばかりだ。それを彼に救ってもらってばかり。助けてもらってばかり。

　あたしは、何ができたんだろう。何ができるんだろう。

　サイアク。

　ぼうっとすると、頭に何かのキーワードのように、さっきまでは思い出せなかったはずの言葉が浮かんでくる。

「……真まっ白い女の子……しにがみ……天使……？」

　ふたつめのチョコを舌の上に。

　溶けて染しみこむ。

　やさしい味がした。

「もういっそ、チョコの海で溺おぼれたい……」

　そのとき彼はあたしを助けるために飛びこんできてくれるだろうか。

「……女め々めしいなぁ……あたし……。や、女だから女々しくていいのかな……？」

　どうでもいい。

「ここでこんなことしててもなんの解決にもならないや……」

　エコは、重くなったような身体からだを持ち上げて、よいしょと、ソファから立ち上がった。

　そして、ドアノブを右手でつかんで。手首をひねった。ガチャッという音がする。今度は何ど処こにつながってるんだろう。

　一歩、踏み出す。向こう側へ。

「…………んっ……」

　光が目に飛びこんできて、顔を背ける。また、はじめて出る場所だ。明るい光が大きめのガラス窓から入ってきている。キョロキョロ。左右にずっと廊下がつづいていた。うしろを振り返ると、『○○○号室』とプレートのある部へ屋やが廊下にそって並んでいた。

「二〇三号室？　ここ……病棟かな……？」

　閉へい鎖さされた部屋がつづいて、久々に、開けたところにでた。もしかしたら、外に出られそうなところがあるかもしれないし、ちょっと捜さがしてみようかな。

　と、左右をきょろきょろした。







　───リン。







「…………って、なにアレ……。──う、うさぎっ!?」

　そこに、うさぎがぴょんぴょん跳はねていた。




　　　　♪




　廊下を、ぴょんぴょん、と跳ねていく何かが視界に入ってきた。

　見間違えたかと思った。

　けど、

「うさぎだ……っ！　たぶん！」

　エコが立つ場所から数メートルしか離はなれていないところに、垂たれた長い耳をした真まっ白い、うさぎがぴょんぴょんしている。

「冗ジヨー談ダンっ」

　でしょ!?

「なんで、病院に──うさぎっぽいのが、てか、動物が!?」

　騒さわがしいエコに気づいたのか、うさぎっぽい何かしらが立ち止まりこちらを向いた。

「うくっ？」

　と首をかしげ、赫あかい眼でエコをじっと見つめてくる。

「…………あっ」

　目があって、エコが『捕まえたほうがいいのか』『それとも誰だれか病院関係者を呼んだほうがいいのか』迷っているそのすきに、また、赫い眼のうさぎがぴょんぴょんしはじめてしまった。

「ちょ、ちょい待ちっ！」

　エコは、赫い眼のうさぎのあとを追う。

　待てと、うさぎに言って通じるのか。むしろ、追いかけてどうするのか。

　うさぎはぴょんぴょん、けっこうな速さで跳はねていく。追いつきそうで追いつかない。

　こんなトコを誰かに見られたら、またまた、おかしな娘こだと思われてしまう。病院でうさぎを追いかけて、疾しつ走そうしているブレザーの女ジヨ子シ高コー生セー。

　ブレザーだけで何ど処この学校かも知られてしまう。なんてったって、エコの通う高校は、地元で有名な名門進学校。こっ恥ぱずぃ。

　だが──

　それも、病こ院こがエコの知っている街にあるとするならの話だ。少なくとも、エコは一度も訪れたことがない。名前も聞いたことがない。

　本当に、何処なんだろう、此こ処こは。

「あーもぅ！　なんてすばしっこい！」

　ぴょんぴょん。ちょいと赫い眼のうさぎさん。今度はジグザグしはじめたＹＯ！

　エコと遊んでいるつもりか。それとも、エコが遊ばれているか。

「どっちでもいいや！　このままだと誰かに見られちゃうし……！」

　幸い、病棟の廊下には、お見み舞まいの姿もなく何な故ぜかエコだけ。まだ、ひとりで騒いでいる状態だ。それもいつかは……。

「なら──とわーっ！」

　今がチャンス。と、エコは滑りこむようにうさぎに抱きついた。が、

「くぅっ」

　うさぎが啼ないて、簡かん単たんにかわされてしまった。しかも、

　エコの頭に飛び乗り、うさぎはぴょんと跳ねた。

「ふ……っ、踏み台にしたーっ!?」

　これは、恥はずかしぃ……！

　エコは誰だれかに見られてなかったかと、あたりをキョロキョロした。

　やっぱり誰もいない。

「よかった……ふぅーっ」

「くぅーっ」

　うさぎは、エコの傍そばをぴょんぴょんと跳はねている。

　遊んでいる。遊ばれている。

「もぅ……いいよ。ほんとはあたしそれどころじゃ……」

　うさぎはいるけど……。あるはずのモノが近くになくて、何な故ぜに、うさぎなのか。

「誰か飼ってんのかなぁ……。でも、ここ病院だよね」

　病室が並ぶ廊下。

　窓からさんさんと光が入ってくる。

　眩まぶしさに一いつ瞬しゆん、目を細めて、エコは──気づいた。

「ちょっと、待って……っ！　今、何時!?」

　窓の外をもう一度、見た。しっかりと見た。

　陽ひが、高くにある。

　そんなはずはない。

　何故なら、エコが病院にきた時点で、四時になっていたはずだ。

　それから、いろいろあって何度もドアからドアへの移動を繰くり返して、体感だと一時間は経たったはず。

　それが、窓の外の太陽は、正午ほどの高さにあった。

「ウソでしょ……っ！」

　エコは自分の左腕の時と計けいを……、

「ない！」

　そうだった。体育のときに左手をひねったから、時計を外したままにしてたんだ……。

「じゃあ」

　と、開いたケータイ。けど。どうしてさっき気づかなかったんだ。液晶に表示されていたデジタル時計が『00:00』で点滅しているだけだった。

「なにコレ……」

　おかしい。

　やっぱり、変だ。

　おかしすぎる。

「……なんなの……っ」

　ガラス窓の外。

　太陽は高く。紫むらさき色いろに見える。

　夏の太陽。

　視し線せんをズラすと、となりの窓。

　そこから見える景け色しきは、雨だ。

　うすぐらい空。

　また、視線をずらす。

　となりのとなりの窓。

　雪が降っている。

「……今、十一月だよね？　雪降る……かもだけど……。夏じゃないよ……」

　耳を澄すますと、窓から、「ミーンミーン……ッ」とやかましく啼なく蟬せみ時雨しぐれが響ひびいてくる。

　窓の外。

　雪が降って、雨が降って、蟬が合唱。

　ああ、そうか。

　これは、夢か。

　だから、こんな変なことばっかりが起こるんだね。

　そうだ。そうだよ。きっと──

「…………イタイ……っ」

　エコは、思いっきり自分の右みぎ頰ほおを右手でひっぱたいていた。

　痛かった。

　夢、

「じゃない……」

　だったら、何。

　なんなの。







　───リン。







　遠くで、耳の奥で、何かが鳴っていた。

　視線を落とす。

　赫あかい眼のうさぎがこっちを見ていた。

　ぴょんと跳はねる。それから、ぴょんぴょん、廊下をまた跳ねだした。

「ついてこいっていってる……？」

　そんな気がした。

　エコは、ふらりと一歩、前へと進む。そうするしかない。

　しばらく、うさぎは跳はねて、やけに長い病棟の廊下を進んでいく。

　と、

「ここ？」

　ある病室の前で、うさぎは動きを止めた。赫あかい眼でエコを見上げる。

　そこは、ほかの病室から離はなれた場所にあった。

「……プレートに、名前がない」

　というより、読み取れなかった。

　病室の部へ屋や番ばんと中にいるだろう患者の名前を記しるしたプレートは、ぐちゃぐちゃになっている。

　物理的に、紙や新聞紙を丸めたりした様よう子すじゃない。これは、パソコンとかの画像がデータ損傷しているときや、テレビが壊こわれてきちんと情報を表示できていない状態のようにも見えた。

　空間ごとその部分だけが歪ゆがんでときどき形を変えている。

「…………」

　もう驚おどろかなくなっていた。この病室の中に何があるか、『誰だれか』がいるのか。そのほうが確たしかめなきゃならない気がした。

「そうなの？」

　足もとの赫い眼のうさぎに訊たずねる。

　しかし、うさぎは何も答えず、じーっと、エコを見つめるだけだった。

「……開ける」

　口にしてみるが、なかなか身体からだがいうことをきいてくれなかった。

「開けてみなきゃ……」

　もう一度、科白せりふを言うように、口にする。

　でも、また、何ど処こかべつの場所へ出てしまうだけかもしれない。

　それでも、進まなきゃ。

　いつまで経たっても、このままだ。

　それは、イヤだ。

　彼に逢あえなくなる。

「コータ」

　彼の名前をつぶやく。胸のあたりがぽうっとあったかくなる。

「よしっ」

　覚悟を決めて、エコはその病室のドアノブに手を触れた。

「このままじゃ、トイレにも行けないしねっ」

　冗じよう談だんみたく言って、怖こわがる弱虫の自分をごまかした。

　そして、何度もそうしたように右手をひねる。ガチャッ、と薄うすくドアが開く。

　エコは、ドアを押した。







　───リン。







「え？　真まっ白い女の子……？」

　ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　瞬まばたきする間よりも短かった。

　開いたドアの向こうに、ベッドがひとつ。

　その上に、長い黒髪の少女が上半身を起こして、窓の外を眺めていた。

　横顔しか見えなかったけれど、なんだか哀かなしそうな表情だった。

　薄いカーテンを透すき通って、淡い光が病室を照らす。

　光に包まれた女の子は、真っ白くて、まるで、

「──天使みたい」

　と思った。

　そして、同時に、『真っ白い女の子』のことを思い出した。

　見たことも、逢あったこともない。

　でも、彼に聞いたその不ふ思し議ぎな真っ白い存在と、ベッドの上の少女を重ねた。

　それが刹せつ那な、瞬きで、変わる。

　意い識しきが遠のくような、目の前がホワイトアウトしたかと思ったら、







「どわぁぁぁぁぁっ！」

　男のひとの声がした。

　叫び声に近い。悲鳴みたいな。

「誰だれだよ！　いきなり！」

　まったく知らない男のひとがエコを見て、目を丸くしていた。

　歳としはかなり違う。二十代半ばくらい？

　チャライかんじもするけど、ちょいイケメン。

「へっ、なに？」

　エコは、ひどく間まの抜けた声と表情で、状況がまったく吞のみこめていなかった。

　代わりに、男のひとが言った。

「ここ、男子トイレだぞ!?」

　エコは、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　もとの、彼がいる待合室にはほど遠い。……トイレ。

　しかも、男子。




　お願ねがい。




　夢であってほしい。




　　　　♪




　宮みや崎ざきエコが、そのドアを開けたのとおなじころ。

　そのおかしな現象の中にある病こ院こに、ひとりの少女がいた。

　小柄な散ざん切ぎりボブのその少女は、ちいさくつぶやいて、エコが開いた病室の前に立っていた。

「……ここは、夢の世界……」

　いつかとおなじ。

　迷いこんだ。

「目覚めさせるには、条件がまだそろってない。でも、〝想いカケラ〟はあるはず……」

　少女がつぶやく。

　そして、

　散切りボブの少女は、エコが開けたのとは違う近くのドアを開いた。




　パタン、




　とドアは閉じられ。

　少女は、消えた。











Starline, Stardust, Starry Star's Pedicure（echo part.3）‐ fin.
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間奏「かぜとくものおうさま。」

interlude - Daniel said / momo extra.12 / searching for my wing






　　　　♪




　海が空を飛んでる。

　そんな風ふうに感じさせる、羽は根ねの生はえたくじらのような大きな大きな雲が深い蒼あおの空を悠ゆう然ぜんと泳いでいた。まるで、空の王様だ。




「ちっぽけだって、ボクを笑ってるのかな」

　いつか、真まっ黒の猫が、世界を旅していた。

　それは、永ながくて、儚はかなくて、いつ終わるとも知れない旅だった。

　何もない野原に咲く真っ白い花を見て、真っ白い女の子のことを思い出した。

「……え？　どうして、ボク？　忘れそうになってた……」

　それに気づいてダニエルはひどく怖こわくなった。

　なんで？

　ボクが、モモのことを忘れるはずないよ。

〝異変〟が起こっていた。ダニエルだけじゃない。世界中でだ。

　人々から、モモの残した足跡──心に残したものが消えようとしていた。

「どういうことだろう」

　モモの存在を必要としなくなったひとが、モモを忘れるということはこれまでもあったことだ。でも、モモの影えい響きようが残るひとたちからも、モモの存在が消えてしまっている。

　もしかすると。

　これまでダニエルは世界をめぐって調しらべてはじめて判わかったことがある。

　モモとアンは、世界にとって生命のバランスを取る役割を持っていた。けれど、それだけじゃなかったのかもしれない。

　世界に〝心〟があるとするなら、モモとアンは、光と影かげ。心のバランスも取っていたのかもしれない。

　それが、居なくなった。

　だとしたら、バランスを失った世界が異変を起こしているんだ。

　アンは、命のバランス。

　モモは、心のバランス。

　それが、失なくなった。

　そして、それを示しめすように、世界からモモが関かかわったひと、または、関わったひとに強く思われているひとが、突然、いなくなった。モモが残した〝想いカケラ〟が、これまで赫あかい靴が歩んできた足跡が、軌跡が消えようとしている。世界から、その存在が失われていく。まるで、世界がモモのことを必死で忘れようとしているみたいだ。最初から存在してなかったみたいに。

「そうだ……前に、そんなやつがいたな……。世界の何ど処こにでもあるけど、何処にもない場所にいるやつ」

　それに近い。

「もしかして、消えたんじゃなくて……何処にもいないけど、何処かにいるのかも」

　その人間たちは、まだ、モモを必要としているんじゃないだろうか。

　ダニエルは、そこに少しのヒントがあるような気がしていた。

「その人間たちが元に戻ることと、モモがこの世界に戻ってくることは、遠くない……」

　また、モモに逢あえるかもしれない。

　淡い期待だった。

「ダメだ……。モモが行くって決めたんだから」

　それなのに、ダニエルはモモが戻ってきてくれることばかり望んでしまっている。




　人間や、世界だけじゃない。

　あの──アンも、そうだった。

「ボクもそうだよ」







　モモが必要なんだ。
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　　　　♪




　原はら上かみセイゴは、このところ悩んでいた。




　──主に、自分に関するいろいろだ。




　派は手でな音を立てるクセに、吐き出す空気は生暖かい。美術準備室の備え付けのエアコンは、十二月になるころにはほとんど役に立たなくなる。

　代わりに、古くてボロっちい石油ヒーターが活かつ躍やく中ちゆうだ。セイゴが勝手に持ちこんだ、学生のときから愛用しているモノ。同じような古さとボロさでも、活躍度は違う。お湯も沸わかせるぜ。

　つまり現在、十二月。ボロエアコンには、お休みしていただいている。

　ただ、ボロエアコン氏のためにひとつ弁べん護ごをしておくと。夏は大活躍するぜ。臭におうが。

　時刻は、午後三時を過ぎた。そろそろ初等部や中等部のいくつかのクラスが授業を終える。

「すたたんっ、と……」

　イラストレーション用のアプリを起動させたパソコンモニターを眺めつつ、リズムにあわせて指先で机を弾はじく。

　ポータブルのミュージックプレイヤーにつなげたヘッドフォンから、両耳にちいさなヴォリュームで音楽が流れてきていた。

　この美術準備室は、ほとんど使われることがなくなっていたのをセイゴが許可を得てほぼ個人で使用している。生徒たちが遊びにきたりする以外は、ほかの教師たちがやってくることはない。名門校で肩身の狭い非ひ常じよう勤きん講こう師しの身としては、気兼ねなくすごせる場所だ。

「どうしたもんかねぇ」

　歳としのわりにおっさんくさい口く調ちようのひとりごとをこぼす。

「やっぱ、水彩えのぐのほうがいいのかねぇ」

　ペンタブにフリーハンドのらくがきをはじめる。美術や図工のカリキュラムとはまるで関係のないモニターの中のイラストは、水彩絵の具のタッチで描かれてある。見た目は筆で描かいたようだが、セイゴがこれまで培つちかった水彩の感覚との差でいまいちしっくりとこない。絵の具と筆を使わないことが自分にとってこんなに違和感があるとは思わなかった。

　美大のときに、ちょっとやったはずなんだけど。

「こないだ、ＣＧのこととか訊きいときゃよかった」

　先日、その美大時代の友人たちに逢あった。なんだかんだでみんな忙しく、ひさしぶりの集まりだった。そのうちのひとりは、映画のＣＧ（コンピューターグラフィックス）も担当する会社に就しゆう職しよくしていた。

「仕事はどんなもんだ？」

　とか、おきまりの切り口。が、そいつの参加した映画のタイトルを聞いて仰ぎよう天てんした。

「そりゃ、超大作じゃねーか！　しかも海外！」

　完全なるその道のプロ。せっかくだから話を聞いておけばよかったんだけれども──そこは二十代半ばの健けん全ぜんな独身男が数名。お酒が入って、すぐにぐっだぐだになった。

　たわいもない話に、女子には聞かせたくないお下品な話に、おまえ最近どうなの『オンナは？』話に、大学時代の想おもい出で話。いつもの仕様。

　まあ、そいつのケータイの番号もメルアドも判わかっている。連絡はすぐに取れるが、セイゴの財政問題に発展する可能性がある。外気と同じように寒いサイフがもっと寒くなってしまう。

　話を聞かせてくれと言えば、もちろん、おごるのはセイゴになる。

　話代イコール酒代だ。イタタタタタタ……。

　それもこれも、美大時代は時間があれば、金もないのに酒盛りを繰くり返していたせい。

　浪人してたり留年ダブリが多かったからか、先せん輩ぱいも同級も後輩も関係なく仲よかったな……。サークルでもゼミでもない、なんの集まりだったかはもう思い出せないが。

　おかげで、セイゴもみんなも酒にはバカみたいに強くなってしまった。ちょいと一杯が、朝までコースになるのは当たり前。

　ほかの美大生がみんなそうだったかどうかは判らない。セイゴが通っていた大学は歴史は古く、その歴史はアルコールの歴史と同じ……。ってことはないだろうけど、少なくともセイゴの美大時代のほとんどの想い出エピソードにアルコールが絡からんでくる。先輩や後輩も右に同じ。

　おまけに、お世話になった恩師は、セイゴたち学生が束になってかかっても先にツブされたほどの大の酒好き。今もその恩師の教授と逢あうときは必ずお酒を飲のみ交かわす。

　でも、セイゴたちみたいにアルコールならなんでもいいみたいなワケじゃなくて、ちゃんと酒の味を知っているひとだ。最近は「シャンペンにこっててね」とか言ってたな。

　恩師のほかに、あんなに酒を愛し人好きでほがらかな紳ひ士とに逢ったことがない。

　白くなったヒゲに、化石みたいな古い眼鏡めがねの恩師の顔が思い浮かぶ。セイゴの人生の中で、かなり大きく貴重な存在だ。

「原はら上かみくん、今度、どう？」

　そういえば、そんな電話がかかってきたな。

「あ、そうか。先生との吞のみのときにアイツを呼べば、酒代は先生が……！」

　ものすごい小ズルイことを思いついた。

　セイゴ自身が今、悩んでいる『これからのこと』を恩師に相そう談だんできるし、ついでに、友人の知ち識しきを拝借することができる。独学もいいが、セイゴのこれからを決める材料としても訊いておいて損はないだろう。

「まあ、先生に頼りすぎってのもアレだからなぁ」

　お世話になりっぱなしだ。

　セイゴの〝絵え描かき〟としての最後の『一枚』を描くきっかけをくれたのも、そう。今いる超お嬢じようさま学校の、非ひ常じよう勤きん講こう師しの職しよくを紹介してくれたのも、件くだんの恩師だ。

「ひとを頼るのは悪いことじゃないんだよ。いつか君が頼られるひとになればいいんだから」

　それも恩師の言葉。

「今回も頼らせてもらおうかなぁ……」

　超お嬢さま学校とはいえ、非常勤講師の安月給。

　それに、今回の相そう談だん事ごとは、その『非常勤講師』の職にも関している。

　セイゴが友人たちに「柄がらじゃないな」と言われる『先生』になってから、早二年。

　最初は、初等部の図画工作の担当だけだった。それが今では、中等部の美術も教えさせてもらっている。さらに、

　つい先日。理事長から「正式に『教師』として学園に迎えたいのですが」という話をいただいた。

　親を安心させるためだけに取得した教員免許が、ここにきて超能力を発揮しはじめたらしい。

　私立の学校だから公務員じゃないが、学こ園こは、全国に名を轟とどろかす天下の──超お嬢さま学校だ。社長令嬢がゴロゴロしている。公立よりも、就職先として安定しているといっても言い過ぎじゃないはず。

　が、しかし、




　そんな朗報が、現在セイゴの悩みのひとつになろうとしていた。




　　　　♪




　ぶっちゃけた話。

　セイゴは、『先生』を辞やめようかと考えていた。




　子供は生意気だけれど可愛かわいいし、「なんてこったい。オレってこんな子供好きだったのか」と気づかされるくらい仕事も楽しい。我わが家に子供がいても全然オッケーな気がしてきた。

「その前にお嫁さんでしょう？」（by恩師）だが。

　学園は幼等部から大学まである。中等部からは女子校だけれど、幼等部と初等部には男の子もいる。初等部の男子たち（たまに女子たちも）と休み時間や昼休み、全力でグラウンドを走はしり廻まわって遊んでいるときなんかは、仕事なんていう単語は頭から吹ふっ飛ぶ。

　まあ、子供たちと全力で遊ぶような『先生』はこの学園に珍しい、てか、ゼロらしく、

「生徒たちには名門校の教職員として恥はじぬ言動をよろしくお願ねがいします」

　教頭やらにはよくチクチクやられる。

「はい、もちろんです」

　とか、接客のバイト経けい験けんをフル活用した営業スマイルで返す。が、

「万年、ジャージ姿の体育教師は名門校の教きよう職しよく員いんとしてオッケーなのか？」は、いつも疑問だ。

　もちろん、

　勤つとめるバイト先々で、

「原はら上かみくん、正社員にならない？」と勧誘されまくった世渡り上じよう手ずなセイゴとしては、あいかわらずの営業スマイルで今日きようも波風立てることなくやりすごすだけだが。

　そんな非ひ常じよう勤きん講こう師しの仕事を辞やめようと思ったきっかけは、教頭たちのチクチクでもなく──むしろ、子供たちだ。

　いや。ムカツクとかキライになったとか、大人おとな気げない理由じゃないことは言っておく。

「むしろ、その逆」

　そう。

　子供たちがセイゴに与えてくれた影えい響きようは、とんでもなく大きい。

　セイゴは、高校生のとき──〝たいせつ〟なひとを失った。

　サイアクの出で逢あいを経へて、やがてそれは恋になり、愛になり、〝カノジョ〟が逝いってしまうまで、本当にあっというまだった。

　そのすべてが今を生きる原上セイゴという人間をカタチ創づくっている。「今となっては」の話だけど。

　カノジョが居なくなって、その大きさやたいせつさやいろいろに、また気づかされた。

　病気でもう長くは生きられないと判わかっていた上で、自分の気持ちをカノジョにぶつけて、カノジョの気持ちを受け取ったつもりだった。

　それでもセイゴは、一度、空カラっぽになった。

　でも、いつも通りにすごして、いつも通りに話そう。いつも通りに笑って、親にはあんまり心配はかけないようにしよう。どうせ、自分にできることなんて限られている。

　少し絵がうまいってくらいで、成なれるものなんて決まってる。そうだ。成れるものなんかなんにもない。高校生で賞しようをもらったからって、それがなんの役にも立たないことを美大に行ってから知った。周囲には、自分みたいなやつや自分以上に才能を持ったやつらばかり。

　そんなやつらが、どんどん埋もれていく。才能を無む駄だにしていく。

　現実を目まの当あたりにして、セイゴは自分が、斜めに世界を見ていることに気がついた。

　真まっ直すぐに見られない。

　いつから自分はこんな風ふうになったんだろう。

　楽しい時間があって、仲間と過ごす充実感。なのに、時々どうしようもなく寂さびしくなるときがある。みんなといるのに、自分だけひとりぼっちみたいに感じるときがある。

　いつのまに、こんな風ふうな自分になってしまったんだろう。

　ちゃんと笑えてるのに。

　笑ってない。心は、何にも感じてないことだって……。

　ある朝、目覚めて鏡かがみの前に立つと、空カラっぽの自分が其そ処こにいた。

　笑いながら、自分を見ていた。

「ハローハロー」

「笑え顔がおを何ど処こかに落としてきたみたいだ」

　セイゴに笑顔をくれたのは、カノジョだった。

　カノジョは、自分にとって大きな存在だった。

　なら、

　カノジョにとっての自分はどうだっただろう。

　何かできただろうか。

　カノジョに笑顔をたくさんもらった。

　カノジョが笑顔になると、セイゴも笑顔になれる。

　なのに、カノジョの笑顔が思い出せなくなった。

　そんなとき、美大の教授が、

「コンクールに絵を出品してみないか？」

　と言ってきた。教授に師事する連中には、セイゴよりも才能も実力もあるやつがいたのに。

「どうして自分なんだろう？」

　けど、セイゴは、絵を描かくことにした。絵描きになることをあきらめるには、ちょうどいいと思った。

　最後に、カノジョの笑顔を描こう。

　それなら、きっと。

　じっくりゆっくり、セイゴは絵を描いた。

　カノジョの笑顔を思い出しながら。

　ああ、あいつってこんな風に笑ってたっけ。

　そういえば、あんなこともあったな。

　カノジョのことを思い出すたびに、涙が溢あふれた。

　ああ、そういえば。

　あいつが死んでから、一度も泣いてなかったっけな。

　ある朝、絵ができあがった。

　一睡もせずに、鏡の前に立つと、目を真まっ赤かにはらした自分が立っていた。

「ハローハロー」

「泣き虫だな、おまえは」

「困ったもんさ。まあ、いいけどね」

「笑え顔がおは見つかったか？」

「あるよ。ずっと、おまえは笑ってたんだよ」

「でも、空からっぽになった」

「カラっぽでもいいだろ。想おもい出ではあるよ」

　触れられなくても、其そ処こに在あるんだ。

　最後にカノジョを描かいた絵は、コンクールで受じゆ賞しようした。

『準入にゆう選せん』だったが、なんとも自分らしいと思った。

　カノジョと出で逢あうきっかけになった絵画のコンクールでも『準入選』だったから。

　絵描きをあきらめることや、カノジョのことや、全部。美大の仲間たちは、笑いながら聞いてくれた。泣きながら聞いてくれた。

　ああ、そうだったんだよな。

　笑ってたんだ。ずっと。

　どうしようもない自分を笑っていた。

　仲間に囲まれて、笑っていた。

　自分を判わかっていてくれた仲間がいた。だから、笑えたんだ。

　心の底から笑って、心の底から泣いた。

　絵描きはあきらめた。綺き麗れいさっぱりというワケにはいかなくて、後こう遺い症しようで、セイゴはしばらくフラフラしていた。バイトやったり辞やめたり、パチンコしたり勝ったり負けたり、急にタバコを吸ってみたりやめたり。

　このころ、親を心配させてばかりだった。二言めには「いいからもう家うちに帰ってこい」と。

　そんなこともあって、セイゴは遅ればせながら教育実習に行くことにした。

　最近の子供なんてワガママで人の話なんて聞かないんだろうな。と、思ってたし、実際行ってみるとたしかにそういうところはあった。残念ながら。

　でも、思いのほか、実習は楽しかった。

　実習に行った母校の小学校の子供たちは、イマドキのコドモだったけど、やっぱり子供の素直さを持っていた。

　セイゴを真まっ直すぐに見てくる。セイゴが正しくても間違ってても真っ直ぐな瞳ひとみで真っ直ぐに見てきた。世の中を斜めに見ていた自分がこっ恥ぱずかしくなったのを鮮せん明めいに覚えている。

「オレ、かっこわる！」

　斜めに見てもいいことなんてひとつもない。

　ひとを信じられなくなる。バカにする。

　結果、ひとから信じてもらえなくなる。バカにされる。

　誰だれにも頼れず、頼れなくなる。

　そこで、恩師の言葉。

「誰だれかに頼ることは、かっこわるいことじゃない」たしかにそう思った。

　そして、このことが現在の、非ひ常じよう勤きん講こう師し原はら上かみセイゴ（26）にいたる分ぶん岐き点てんになる。

　教育実習終わりで恩師が開いてくれた吞のみの席で、恩師に教育実習のことをおもしろおかしく話した。酒も入っていたので、それは、楽しげに。

　セイゴは酔っぱらってぐでんぐでんになって、このときのことはほとんど覚えてなかったが、どうやら恩師は覚えていたらしい。

　ある日突然、恩師から電話がかかってきた。

「原上くん、君、子供好きだったよね」




　……で、現在、




　非常勤講師原上セイゴ（26）は、といえば、

「しかし、長い回想だったな、オレ……」

　ひとりごちて、ペンタブをいじくり廻まわす。特に目的もなく。モニターに、子供に大人気のブルーのネコ型ロボットが現れては消え現れては消えする。

「でもなー、あらためて考えてみると、先生に相そう談だんするっつっても……。言い出しづらいな──非常勤講師辞やめようかと思ってるって……」

　悩む。

　日々、悩みは深まるばかり。ひとりで考えてもしょうがないから、恩師や友人に相談してみようかと、ようやく思い出したところだ。でも、そこでまた悩みと迷いが。

　このまま、『教師』になろうかな、とも思っていた。

　が、

　教師にならず、非常勤講師をつづけようかなとも思った。アルバイトでもしつつ。

　見つかったら「名門校としての節度と品格がどうのこうの」って怒られそうだ。

　バイトといっても、コンビニとかファミレスの店員を学生のときみたいに今やれるか、っていったら、自信を持って『ＮＯ』と言える。

　ＮＯといえるオトナ。かっこいいな。

　──じゃなくて。

　アルバイトをやるにしても、セイゴにはやりたいことがあった。

　それは、




『挿さし絵えの仕事』




　以前、学園でなんのきっかけか、女子生徒たちが『えほん』を作ろうとか言い出した。

「ものがたりは私たちが書くから、セイゴくんは絵を描かいてね」

　とは、その女子生徒たちのカリスマ的な少女の言葉。至し極ごく当然のように。

　セイゴは、生徒たちに『先生』と呼ばれることが少なく、『セイちゃん』とか『セイゴさん』とか『セイゴくん』とか。それはセイゴ本人も「先生ってガラじゃないから」と望んでいることだったが、

「名門校としての節度と品格がどうのこうの」っていう教ひ頭とたちからすると、セイゴの評判を下げるだけだ。

　いいんだ。理事長は気に入ってくれてるから。

　と、まあ、またそれも教頭に気に入られない要因のひとつだが、ここは置いておいて。

　前出の、クラスの女子生徒たちのカリスマ的少女は、みんなのさらにその〝上〟をいく。

「だって、セイゴくんは、私の『下げ僕ぼく』だから」

　中学生になったばかりの少女からあまり聞きなれない言葉が。

　一時期、生徒たちの輪わから外れることが多かった少女もいつか周囲とうち解けて、今やカリスマ的存在感。ここまで成長してくれたか。と先生的感かん慨がい深ぶかさがある一方で、なんとも言えない気持ちもある。

　下僕、て。

　しかも、まるでお姫さまのような容姿と言動の少女が言うものだから、少女の友達も、

「姫と下僕、萌もえ……（略）」

　すんなり受け入れてしまう始末。さらに、

　これはナイショ話だが、少女がまだ小学生のとき、

「セイゴくんのお嫁さんになってあげてもいいわよ」と言われたことがある。そのとき少女は身内に不幸があって、心が不安定になっていたこともあったし、少女に笑ってほしいと思い、セイゴも、

「とりあえず十年待つよ」とか、調ちよう子しのいいことを言ってごまかした。

　あれから少女の口からその科白せりふを聞かないから、本人も忘れてしまっているんだろうが、最近たまに、

「…………ッ」

　ドキッとしてしまうような綺き麗れいな瞳ひとみで、セイゴを見つめてくるときがある。二十代半ばのそれも聖せい職しよく者しやとして、

「近ちかごろの中学生は……っ」

　とそのポテンシャルにビクビクする毎日だ。

　間違いはありえないのは当然だけれど、

「早く彼氏オトコでも見つけてくれないかな」と心密ひそかに思っている。

　本人に言ったら、ひっぱたかれる。だって、姫だもの。

　それで。横道にそれるのは、これくらいにして、

　その、姫たちと作った絵本。




　──評判がよかった。




　ものすごくよかった。

　あの教頭ですら、「よろしいのではないですか」と歯ぎしりするほどだった。

「あの絵、可愛かわいくてよかったね」

　なんて、各方面から大だい絶ぜつ賛さんの嵐あらし（セイゴ的に）に、セイゴは調ちよう子しに乗ってしまった。

　過去の──賞しようを取って褒ほめられて「絵え描かきになろうかな、オレ……」と、まったくおんなじパターン。

　……ぜんぜん、成長してないな、オレ。

　でも、

「じゃあ、もうちっとやってみっかな」

　と、やってみた。

　できたんで、雑誌のちっちゃな賞に応募してみた。

　もちろん、学校にはナイショでだぞ。

　そしたら、

「どうも、このたびは受賞おめでとうございます。それでさっそく、今後の話なんですが……」

　またも、受賞した。さらに今後、雑誌や絵本にイラストを描いてみませんかと。

　コレで調子に乗らなかったら、いつ乗ればいいんだろう。

　というワケで、

　というか、ようやくというか、

　現在、原はら上かみセイゴは悩んで迷ってる最中だった。

　この先、教師になるのか。

　美術や図画工作の非ひ常じよう勤きん講こう師しのまま、ちょいちょいイラストの仕事をしていくのか。

　それとも、すっぱり聖せい職しよく者しや面づらするのはやめて、イラストの仕事を中心にしていくのか。

「調子に乗って、プロ仕様のパソコン買っちゃったしな……」

　雑誌のコンテストの賞金じゃぜんぜん足しにならないくらいのパソコンが、今、子供たちに人気の黄き色いろい電気ネズミのらくがきをしているでっかい箱ヤツ。

　ソフトも買った。ペンタブも買った。モニターもデカイのを買った。

　何な故ぜかそれを学校に置いている。

　配達指定先を間違って学校にしてしまったからだ。デカイし自宅の学園の職しよく員いん寮りように持って帰るのメンドーだし。なにより、

「ほほぅ、自腹で学園のための備品を？　原はら上かみ先生もたまには我わが学園の教職員としてのあーだこーだを……」

　と教頭にパソコンの存在を知られてしまった。

「そうなんすよー。あはははははー……」

　そして、学園でセイゴが日々こもっている美術準備室にパソコンが置かれることになった。

　だって、教職員用学割も使ってしまったんだよ。あとに引けないじゃないか。

　しかし、そんなパソコンを目の前にして、迷いは深まるばかり。

　昔だったら、パソコンを注文した時点で、

「オレ、教師やめるッス」

　とか青春丸出しの顔で、教頭に言ってしまっていたかもだ。

　けれども、

「オレも成長したんだぞ」

　いざ、『これからのこと』を考えてみると、次々と、いろんなひとの顔が思い浮かんできた。

　美大の関係者、友人、先せん輩ぱい、同級、後輩、恩師の顔。両親の顔。

　真まっ直すぐに自分を見つめてくる、子供たちの顔。

　それから、カノジョの顔。

　そして、あの姫さまの顔。綺き麗れいな真っ直ぐな瞳ひとみ。

　学園の非ひ常じよう勤きん講こう師しを辞やめることに対して、恩師はもちろん、

「姫アイツに言ったら、何をされるか……」

　判わからない。

　どうしたもんか。

　恩師は、

「いいんじゃないの」

　いつもの調ちよう子しで言ってくれるかもしれない。たぶん、そうだと思う。

　カノジョがいたら、

「好きなようにすれば？」

　と言いながらも、笑え顔がおで進むべき道へと背中を押してくれたかもしれない。

　でも、カノジョはいない。

　ぼんやりとペンタブをいじる手を止めた。

　その右手に、鈍にぶく光る指輪リングがある。

　カノジョの誕たん生じよう日びプレゼントにおそろいで買ったやつだ。

「なっさけねーなー」

　いつまで昔のカノジョのことを引きずってんだか。

　指ゆび輪わを外している時期もあった。カノジョを忘れようとしたけど、忘れられるはずない。

　コレを見て、昔のカノジョのことを話すと、たいていのやつが引く。自分でもどうかしてると思うこともある。

　でも、これがあると、やさしくなれる気がするんだ。

　他ひ人とにも、自分にも。

　カノジョの笑え顔がおを思い出すから。

　でも、いつかは、指輪を外さないといけないと判わかっている。

　それができないのは、いまだ過去に縛しばられているせいだろう。

　カノジョがもうすぐ死んでしまうと知った上でのプレゼントだった。自分の想おもいを伝え届けるということでカノジョにとってひどく重く、カノジョの気持ちを受け取るのも自分にとっても、これからずっと重くのしかかってくることだと覚悟していた。そして、

「はずなんだけどな……」

　セイゴを過去に縛り付けているのは、指輪でもカノジョでもない。あの想い出にすがっていたい自分の〝弱さ〟だ。あの日、鏡かがみに映った自分が笑い飛ばした弱い自分。

　どうせ、それも自分だ。別れたり、どっかに置いてきたりすることもできないだろう。

「うまく付き合っていくさ」

　セイゴは、指輪をした右手を、ぐーぱーぐーぱー、と開いたりとじたりしてみた。特に意味はない。なんとなくだ。

　そういえば、指コ輪レのことを笑わないのは、美大のやつらや恩師と、

「……姫アイツだけだったな」




　──その指輪も含めて、セイゴくんだから。




　そう言って、微笑ほほえんでた。

　そのとき、「小コ学ド生モのくせになんて器うつわのデカイ女性オンナだろう」って思ったんだっけ。

　お姫さまにしても、カノジョにしても、セイゴが親しくなる異性は器が大きいような気がする。そういえば、セイゴの初恋のひともそういうカンジのひとだった。

　明るくてさっぱりとした性格で、誰だれに対しても分わけ隔へだてなく同じように接する。

「……なんか、似てるな……」

　カノジョと初恋のひと。容姿とかじゃなくて、中身が……。ちいさいころからそういうタイプの女性を好きになるらしい。パソコンのモニターの傍かたわらに目をやる。

　そこには、透明な液体に満たされた球体が置いてある。ひっくり返して、また元に戻すと、雪が降っているように見えるアレだ。

　スノウドーム。姫には言ってないが、コレは、子供のころに初恋のひとにもらったモノだったりする。

　初恋のひとは、歳とし上うえの、しかも従い姉と妹こだった。ものすごい美人なのに気取らず、男っぽいカンジのひとで、話もしやすかったし、かわいがってもらってもいた。

　あんときは、小学生ガキだったからなぁ。

　修学旅行のお土産みやげでもらったこのスノウドームは、セイゴの宝物になった。それから大事にしていたら、初恋が尊敬に変わってからも、美大に入って家を出たときも、非ひ常じよう勤きん講こう師しになった今も、どうしてかこれを身近に置いていた。

　たまに、昔から使ってるタオルがないと眠れないとかいうひとがいるだろ？　そういうのとおんなじカンジかな。

「てか、オレって過去の想おもい出でばっか大事にしてんのか……？」

　過去は過去。今は今。それはそうだが、過去がなければ、今はない。今がなければ未来はない。全部があって、自分。今を生きるために、過去を忘れない。過去を無む駄だにしないために、今を生きる。それが、原はら上かみセイゴ。

「ってか……」

　そんなことを考えていると。

　美術準備室のドアが、がたがた、と鳴った。

　ヴォリュームは小さかったがヘッドフォンで音楽を聴きいてたのと、物想いにふけっていたことで、誰だれかが近づいてきているのに気づかなかった。

　冬場は役立たずのボロエアコンよりもさらに古いここ、美術準備室は老ろう朽きゆう化かが進んでいる。ドアもそうとうガタがきているらしい。セイゴも今け朝さここへ入ってくるとき、ドアが開かずにひと苦労あった。

　がたがた……、どんどんっ！

　と無む理り矢や理り開けようとする音からドアを叩たたく音に変わる。

「セイゴくん？　いるんでしょ？　ここ開けてよ」

　ドアが開かないのをカギでもかけられていると思ったのか、ドアの向こうにいる──姫が呼びかけてきた。

「はいはい、ちょっと待ってろ」

　ヘッドフォンを外して無造作に机の上に置くと、セイゴは椅い子すを回転させ立ち上がった。

　が、背後でがしゃん、と派は手でな音が鳴った。

「ウソ！　やべっ！」

　机の上からペンタブが落下していた。ヘッドフォンのコードが椅子に絡からまっているのに気づかないまま回転させてしまった。ヘッドフォンはペンタブに引っかかったが、セイゴが立ち上がったイキオイで引きずられて、落下……。

「セイゴくーん？」

　ドアの向こうからは姫がせかすように声をかけてくる。

「どわー、待てって。ちくしょー、買ったばっかだぞ！」

　あわててペンタブを拾い上げようとするけれど、ヘッドフォンのコードが邪じや魔ましてうまく救出できない。

「セイゴくん何やってるの？　もしかして、わたしが中に入るとマズイことでもあるワケ？」

　恋人か嫁みたいな口く調ちようで、姫はカリカリしはじめた。それにセイゴも何な故ぜだか焦あせってしまう。

「ちょっと待てって。やましいワケじゃなくて……、あー、めんどくせーなっ！」

　わずらわしくなって、コードが絡からんだままヘッドフォンをペンタブごと机に持ち上げた。最初からそうしておけばよかった。

「よし……、今開けるから……」

　言って、セイゴはドアノブをにぎるが、がたがたと鳴るだけでドアは開かない。

「……ん、さらに開きにくくなってんじゃねーか？」

「どうしたの？」

　ドア向こうの姫が訊きいてくる。

「このドア完全にガタついててさ。なかなか開かないんだよ」

「壊こわれてるってこと？　修理すればいいじゃない」

「できれば、やってるよ」

「まあ、そうね、セイゴくんだもの」

　ドア向こうだが、納なつ得とくしたように姫がうなずくのが判わかった。まるで長く付き合っている恋人か、年を重ねた夫婦みたいだ。姫が小学五年のときからもう二年以上も、生徒と先生という身分もありほぼ毎日顔をあわせている。しかも、セイゴは、この『お姫さま』の下げ僕ぼくだ。

「学校に修理頼んでおいたら？」

　姫が言う。

「ああ、そうするよ。……ただ、教頭にまたぶつくさ文句を言われるのを覚悟しとかなきゃだけどな」

　セイゴには、教頭が口にしそうな科白せりふがたやすく想像できる。この教頭との付き合いももう二年以上だ。

「わたしが学校に言ってみる？」

「いいよ。姫おまえが言ったら教頭に権力に頼ってるかと思われて、また、チクチクやられるかもだしな……っ」

　言いながら、セイゴはドアを開けようと全身に力を入れる。左足でドアを押しつつ、両手でドアノブを持ち上げる。あんまりやりすぎるとノブがもげそうだから、適度な力でそれとなく。

「権力って……。セイゴくん、わたしのことなんだと思ってるの？」

　たぶん、口を尖とがらせて姫が言った。

「もうちょい……っ、そういや……っふぐ！　いつもの友達メンツはどうしたんだ？」

　セイゴは場をつなぐように訊きいた。手て応ごたえはあるがまだドアが開かない。

「わたしだけでここへきたらいけない？」

「そういう……ぐっ！　ワケじゃないけ……どっ！　最近はいつもみんなといっしょ……だった、ろぉーっ！　お？」

　今のは手応えがあった。このまま、押しこめばなんとか開きそうだ。セイゴは、身体からだでドアを押してみる。

「わたしだって、ひとりになりたいときくらいあるわ」

「まあ、そりゃそうだろうけど……っ！　でも、ここだとオレいるだろ……お！」

　開く、と思ったが、セイゴは動きを止めた。

　姫が、言ったからだ。

「──セイゴくんはいいの」

　思わず、ドキッとしてしまった。

　さらりと『あなたは特別』というようなことを言われたんだ。そりゃ、ドキッとかビクッとかなる。いや、ふつうならならんかもだが、相手は、中学生で、しかも、生徒だぞ！　……と。

「ああ……そう……」
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　ごまかす。動どう揺ようがバレなきゃいい。ただでさえ妙な主従関係モドキがふたりの間あいだにはあるのに、これ以上あっちに主しゆ導どう権けんをにぎられるようなことがあってはならない。

「……オレ、ファイト！」

　小声で言って、「ん、なに？」と姫が訊きいてきたが、なんでもないよとかわした。

　見たか、これがオトナのよゆうだ。

　とか、思っている時点で、セイゴは決して立派なオトナじゃない。自分がオッサンコドモになりつつあることを自覚できてなかった。

「ドア開きそうだから、ちょっと、離はなれてろ」

　セイゴが声をかけると、「うん。判わかった」と返ってきて、姫がドアから一歩二歩と離れる気け配はいがした。

「開けるからなー」

　ワザと自分が思う歳とし上うえな先生っぽい口く調ちようで言った。教師としての自分で姫には接しないと、そう思った。ただ、姫がどう感じるのか考えるよゆうはなかったが。

「──ダメじゃん。セイゴ」

　そんな風ふうに自分を叱しかる〝カノジョ〟の声が心のはじっこをなぞるように鳴った。

　セイゴは、苦にが笑わらいしながら、ドアを開けた。

　そのときだった。

　───リン。







　ひどく遠くで、耳の奥で鳴るような、鈴すずの音ねが聴きこえてきた。

　なんだか懐なつかしいような……でも、知らない音ね色いろだ。

　と、同時に、

「……思い出す？　なにを……？」

　ひどく遠くで、耳の奥で、知らない声がした。

　オトナびているのに子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイスだ。

　何ど処こかで聴いたことがある。

　なのに、何処でも聴いたことがない。

　忘れているだけなのか、思い出そうとしても思い出せない。

　大事なことなのに。

　その部分だけがすっぽり記き憶おくから抜け落ちているみたいだった。

「誰だれだ……？」

　頭の中で響ひびく声。

　記憶の奥おく底そこで、ちいさくちいさく鳴っている。

　触れていないはずのスノウドームに雪が舞まっている。

　フラッシュバック現象。




　雪が降った日。

　遊園地。

　観かん覧らん車しや。

　哀かなしい顔。

　笑わせたいと思った。

　いつかとおんなじで。

　カノジョの記き憶おく。

　笑え顔がおの記憶。

　雪の夜。

　イビツな形の雪だるま。

　記憶の中で響ひびく声。

　黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをした真まっ黒の猫。

　泣いてる女の子がひとり。

　泣いたっていいんだ。と言う自分。

　だから、また、笑ってほしいと思う。

　雪の記憶。

　遊園地。

　真っ白い花のような──




「──あ、思い出した……！」

　ドアが開く。

　そこに、いるはずの姿がなかった。

「……アズリ？」

　姫の名前を呼ぶ。

　そこにいなかった。

　セイゴは、美術準備室のドアを開けた。そしたら、




　そこは、病院だった。




　　　　♪




　お見み舞まいにきたのかとも思われているかもしれないが、




　──原はら上かみセイゴにそんなつもりはない。




　見たことも逢あったこともないひとたちが点滴をしたり、まんがや本を読んでいたり、見舞いにきた友達か誰だれかと談だん笑しようしたりしている。清せい潔けつそうな白いシーツが敷しかれたベッドの上で。

　そのひとたちは、いつのまにか入り口の前に立っていたセイゴに一いつ瞬しゆん注目したが、すぐにまたそれぞれの時間の過ごし方に戻っていった。

　そこは、どう見ても入院患者たちがいる病院の大おお部べ屋やだった。

「……なんで……？」

　声が掠かすれて、ちゃんと言葉にならなかった。ショックを受けたというより、あまりのことに呆ぼう然ぜんとただ立ちつくしてしまう。

　夢か？

　オレ、寝てたんだっけ……？

　そうか。パソコンでイラスト描かくのに飽あきて居眠りをしたんだな。そしたら、姫がきてドアがガタついてるから開かないとか、じゃあそれを開けようとしたとか、……そういう夢を見ていたワケね。

　で、これはそのつづきか。

「……マジでか」

　夢だと思いたいが、夢の中で「これは夢だ！」と気づくことも少ない。気づいたら気づいたで、空のひとつでも飛んでみようかと思うが、

「と、飛べるワケねぇ」

　セイゴの両足はしっかりと病室の床ゆかを踏みしめてたままだ。空中浮遊する気け配はいまったくなし。

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや、落ち着け。

　落ち着くんだ、オレ……！

　拳こぶしを握りしめる。が、身体からだが緊きん張ちよう状態で力の入れ具合がよく判わからない。試しに、太もものあたりのお肉をつまんでみた。

「…………イテェな……」

　感覚はある。たしかにある。

　しかし、

「これはまだ夢かもしれないだろ。痛いって感じてる夢かも」

　セイゴは今自分の前に広がっている光景をまだ理解できなかった。

　とりあえず、

「大部屋ここを出てみるか……」

　自分を落ち着かせるためにもセイゴは静かに言って、振り返った。

　ドアが、開いていた。

　セイゴの横を小さく会え釈しやくして看かん護ご師しが通りすぎていく。真まん中のベッドにいるひとのところへ行って、点滴の準備をはじめようとしていた。

　もう一度、振り返る。ドアは開いていた。セイゴが部へ屋やから出るんだろうと気を利きかせて、看護師がドアを開けたままそのままにしておいてくれたんだろう。

　どもっ、と看護師には聞こえない声で礼を言って、セイゴは大おお部べ屋やを出た。







「なんつーリアルな夢だ。ニオイ付きかよ。……夢だったらの話だけどな……」

　廊下に出ると、独特のあの匂においが強くなったような気がした。

　患者や看護師が行き交かっている。車くるま椅い子すや松まつ葉ば杖づえ、それから腕や足にギブスをしたひとが多い。たぶん、病気じゃなくて大きな怪け我がで入院しているひとたちの病棟なんだろう。

　セイゴはよく知っているが、病気で入院したひとたちが集まっている、それも大病を患わずらう患者が多い病棟は、ある種、特別な空気がある。ここはそういうのがなかった。比較的明るい。

　とはいっても、やはり入院患者ばかりだ。包帯やギブスから怪我の具合を想像できる。なんとも痛々しかった。

　セイゴが立っているのは、病室がつづく通路の真まん中あたり。一、二度、左右を見てから、なんとなくで、右へ進むことにした。

「やっぱ、病院だよなぁ……」

　ひとりごちて、セイゴはあてもなく歩く。どうにものんびり立ち止まっている気になれなかった。さっきから『これは夢だ』と思いこもうとしているが、どうも夢らしくない。夢だというなら、背中を流れる尋じん常じようじゃない量の冷や汗は何なんだ。

　今さっきまで、自分が非ひ常じよう勤きん講こう師しとして勤務している名門の超が付くお嬢じようさま学校（幼等部と初等部までは男子もいる）の、古い美術準備室にいたはずだ。

　学割を使って買ったパソコンであれこれを試し行こう錯さく誤ごしつつネコ型ロボットを描かいてみたり電気ネズミを描いたりしてた。そんで、イラストを副業バイトにするか生業メインにするかとか考えてたら、姫アイツがきてドアが開かないとかで、ドアを開けたら……。

　病院だ。

「おかしいだろ、おい。それまではなんとなく繫つながりがあんのに、なんでいきなり病院だよ」

　何度も同じことを考えて、同じ結けつ論ろんにたどり着く。

　そうして、歩いているうちに、セイゴは突き当たりを左に曲がった。そこで、

「……オレ、何ど処こに向かってるんだ？」

　はたと気がついて、足を止めた。

　今、適当に曲がった。というよりも、なれた道のように無む意い識しきに曲がっていた。

　それにセイゴは気づいた。

　一番最初の病室にいたひとたちを見て、「知らないひとたち」だと思った。だから、ここは「まるで知らない病院」と思いこんでいたけれど──

　本当にそうか？

　なにげなく右に行って、なにげなく左に曲がった。

　そう、なにげなくだ。

　もしかすると、オレは、なれているからそうすればいいと、知っていたんじゃないのか。

　記き憶おくが呼んでいる。

　セイゴはまた歩きだした。さっきよりも早足になった。

「……ここをまっすぐ行ってから、また右に曲がると……」

　思った通り。

　エレベーターホールに出た。

　ホールには、老婆とその付つき添そいらしい女性、それとベテランっぽい雰囲気の看かん護ご師しがひとり。エレベーターがくるのを待っている。

「……似てるのか……」

　記憶の底、掘り起こしていく。

　入院している患者の違いで雰囲気も違うが、

　──ここは、〝カノジョ〟がいた病院にそっくりだ。

「……ってことは」

　セイゴは、駆かけ足あしでエレベーターホールを横切った。それに気づいたベテラン看護師が、

「廊下は走らないでください」

　と言うのが聞こえた。

「すいませーん、ちょっと……っ」

　振り向かずに答え、セイゴは、速度をゆるめずに通路を進んでいく。

　エレベーターホールがあるのは、病院の中心。

　さっきの病棟から、エレベーターホールを抜けてしばらく行けば、もうひとつの病棟に出る。

　記憶通りなら──カノジョがいた病室がある。




　　　　♪




　何をそんなに焦あせっていたんだろうか。

　考えてみれば、仮に此こ処こがカノジョの入院していた病院だったとしても、カノジョがいたのは、もう、十年近くも前。




　カノジョはもういない。




　判わかってた。

　それでも、走っていた。

　さっきエレベーターを使っていれば階段なんてのぼらずにすんだのに。ゼェーハー、言いながらセイゴは、最後の階段を駆かけ上がる。

「……あった……っ！」

　カノジョが息を引き取るそのときまで、毎日通った部へ屋や。

　今はもう、べつの患者がいるんだろう。

　だが、

「なんだ？」

　病室にいる患者を示すはずのプレートが、おかしかった。データの損傷した画像をパソコンで開いたように、ぐちゃぐちゃになっている。

「空間が……壊こわれてる……？」

　口から出た科白せりふに目を白黒させる。映画じゃないんだから、そんなことあるワケがない。

　これは、現実なのか、夢なのか。

　視し線せんを下げると、ドアノブがあった。銀ぎん色いろの取っ手が鈍にび色いろに外光と蛍けい光こう灯とうの光を映している。

　セイゴは惹ひかれるように、病室のドアに近づいていく。

　このドアを開ければ、全部が判るかもしれない。

　そう、思って、







　───リン。







　鈴すずの音ねが聴きこえた気がした。

　セイゴはゆっくりとドアノブをにぎる。

　手のひらにドアノブの鉄っぽいひんやりした温度が伝わってきた。軽く力を入れノブをひねる。美術室のガタついたヤツとは違って、ほとんど力をかけずにそのドアはすんなりと開いた。

「……よし……」

　なにが、よし、なのか。自分でも判らなかったがセイゴはつぶやいて、一歩を踏み出した。

　すると──




　　　　♪




「いらっしゃいませー」

　の、声が聞こえてきた。

　半はん袖そでの店員が機き械かいのように言って、こちらを向かないまま弁当を並べていた。

　エアコンの効きいた涼しい店内には、軽快なＢＧＭが流れている。あ、オレこの曲好きだわ。

　──じゃない。

　ここはッ、

「……コンビニ……!?」

　コンビニエンスストア。略して、コンビニ。

「んなこと、判わかってるつうのッ!!」

　心の声に自分でツッコミを入れて、ドアを閉める。




　ぱたん、




　と、ひどく軽い音に、振り返ってみる。

「………………………………………………………………………………マジでか……」

　そこにあったのは、ガラス戸の冷れい蔵ぞう庫こだ。

　光が反射したガラスに、ぽかんと口を開けたマヌケ面づらの自分がうっすらと映っていた。

　まさか、今、オレはこの冷蔵庫から出てきたってゆうんじゃないだろうなッ!?

　そのまさかだ。

　傍かたわらでは自分と同じようにぽかんと口を開けたコンビニの客が、セイゴをまじまじと見つめていた。セイゴが冷蔵庫から出てくるのを見たらしい。

　が、冷蔵庫は、夏の暑い日には格別な冷え冷えのビールや酒類がぎっしぎしに積つまれてある。

　大のオトナが出たり入ったりできそうなスペースなど、何ど処こにもない。

「…………ハハハハッ」

　セイゴがごまかすように引きつった笑え顔がおを見せると、コンビニ客もつられて笑った。

　セイゴ以上に引きつっていたが。

「い、イッツア……マジックっ！」

　一応、ごまかすつもりで、テレビで流やってたマジシャンの手振りのマネをしてみる。

　沈ちん黙もく。

「……くぉっ」

　セイゴはいたたまれなくなり、その場を逃げ出した。

　早足で入り口の自動ドアに近づいていく。ドアのガラスから透すけて見える向こうは、街中の景け色しきじゃなくて、病院だ。

　コンビニだが病院の中にあるものらしい。

　セイゴの記き憶おくの中にある病院の中の売店コンビニとはちょっと違う。十年近くも経たてば変わるか、と考えつつも、一刻も早く外へ出たい。

　セイゴは、自動ドアが開く時間も遅く感じられた。ドアは開ききってなかったが、身体からだを滑りこませ外に出た。

　出た。

　また、出た。

　……違う場所に。

　今度は、見晴らしのいい場所だった。

　教室一個分くらいのスペースは四方がガラス張りになっていて、遠くまでがよく見える。晴れた日にはさぞ爽そう快かいな気分だろうか。今そんなのにほど遠いセイゴだ。

　出入り口は、セイゴが出てきたと思われるドアがひとつ。あとは、背もたれのないソファが六つ。自じ販はん機きがふたつ。どうやら、ここもまた病院の中らしい。セイゴのほかには誰だれもいない。

「マジか……ぁ」

　ため息のように言って、セイゴはポケットの中に手を突っこんだ。左手の指先に小銭の感覚があった。それを手に、ふらふらと自販機に近づいていく。喉のどが渇いた。

　ちゃりんちゃんりん、とお金を投入し、ボタンを押す。がこんっ。拍子抜けなほど、あっさり、飲み物が買えた。

「……いや、そうか。自販機だもんな、金払ったし……」

　取り出し口の半透明のドアなんだかフタなんだかを開けて、温かいコーヒーを、

「……コーヒーじゃねぇし」

　ちゃんと選えらんでボタンを押したはずなのに、出てきたのは冷たい炭酸飲料ジユース。

　軽い絶望感にがっくりと肩を落とし、セイゴは、一番近いソファに腰を下ろした。

　ジュースのプルを開けると、ぷしゅー、と派は手でな音を立てて炭たん酸さんが抜けてきた。

「…………大丈夫なのか、コレ……」

　口を付ける気が失うせ、セイゴはそのまま、傍かたわらにジュースを置く。

「どうなってんだ……」

　つぶやく。

　どうしようもない気分に襲おそわれるが、なんとなく判わかってきた。

　どうやら、ドアを抜けるたびに、いろんな場所へ移動してしまっているらしい。なんとなく、うすうすそんな気はしていた。

「ネコ型ロボットの便利道具かよ……っ」

　ツッコミを入れる。

　だが、誰だれもいない空間でそれを聞き届けてくれるひとは、

「──ネコ型ロボットではない」

　いた。

「…………え？　ぬおっ！」

　さっきまで誰もいなかったはずだ。なのに、

　今、そこには、セイゴが腰を下ろした同じソファの左どなりに、散ざん切ぎりボブの小柄な少女がちょこんと座っていた。見なれない制服で、その下は体操着ジヤージだ。プリーツスカートから、イモいジャージが見切れている。なんだ小学生か？　もしくは中学生か？　もしかして、高校生??

「き、キミは……!?」

　誰かと訊たずねる前に、少女が言う。

「世界が困っている」

「は……？　なにが困ってるって？」

　思わず訊きき返してしまう。

「世界が」

　と少女は真顔で答えた。

「きっとこれは混乱している状態」
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　もう意味不明。

「記き憶おくと妄もう想そう、現実と夢。これは複ふく数すうの同一人物の一時的な混乱によるもの。しかしその人物は世界に影えい響きようしうる者。だから、世界は困っている。自分はどの現実に属するものなのか。それとも夢の中に在あるものなのか。どれが本当の自分自身なのか判わからなくなっているの。世界はもともと〝ひとつ〟ではない。ある世界とある世界は同じようで違う。でも違うようで同じ。それはひとの記憶によっても違う。たとえば、あなたも〝ひとり〟とは限らない。ある世界にいるあなたと此こ処こにいるあなたは違うけれど、同じ存も在ののように。世界もそう。複数の自分の姿に驚おどろいて、混乱している。本当のわたしはもういないけど、此処には存在しているのが、その証しよう拠こ」

　長なが科白ぜりふを言い終えると、少女は、膝ひざに抱えたジュースを口に、コクコクと喉のどを潤うるおす。

「……あ、それオレの……」

　どうせ飲まないつもりだったからいいんだけど……。いつのまに……？

　てか、なんか、やばそうだ。

　ああ、そうだ！

　ここは、病院だ。言葉は悪いかもしれないが、ちょっぴり変わったヤツやおかしなことを言うヤツがいてもおかしくないぞ。

　セイゴは、これ以上の混乱を回かい避ひするべく、そういうことにした。

　そして、さっさとこの散ざん切ぎりボブの電波な少女から逃げたほうがいい。

「あなたも混乱の中にいる」

　少女が言った。

「うん、そうか。きっと、そうだよなー」

　混乱してますとも、キミをふくめてねっ。

　と、

「あなたは、見つけなければならない」

　はじめて少女がセイゴのほうを見た。

「見つけるって……」

　ドアノブに手をかけたところで、セイゴは立ち止まった。

「それは、わたしにも判らない。〝彼女〟の声がそう言っていた。そして、あなたも此処にいる。つまりは、そういうこと。〝想いカケラ〟を受け取っているはず」

　そういうこと、ってどういうことだよ。訊きき返そうとしたセイゴだったが、頭を振った。

　このまま少女に付き合っていたら、よけいワケが判らなくなる。ただでさえ、なんだか面めん倒どうなことになっているんだ。ただ、〝カケラ〟という単語だけが引っかかった。

「判った。一応、捜さがしてみるよ」

　それだけ言って、セイゴはドアを開けた。

　が、

「しまった……」

　うっかりしてた。

　ドアを開けると、べつの場所に移動している可能性があるんだった……！

　が、

　時すでに遅し。

　セイゴの身体からだは、開けたドアの向こう側だった。

「がんばって」

　という散ざん切ぎりボブの少女が言う声が聴きこえた。

　気がした。




　　　　♪




　したくもないが、次にいつここにくることができるか判わからない以上、

「出すもんは出しとくか……」

　そんなワケで、セイゴは、──トイレにきていた。

　もちろん、男子用。

「しかしまあ、逃げこんだ先がトイレって……オレは小学生ガキか」

　小学生のとき、クラスの女子にイタズラして怒りを買う。で、追いかけられ逃げる先は男子トイレと相場は決まっているもんだ。逆ってあんまりなかった気がするが。

　そのときだ。

　ドアが開く音がした。

　さっきからずっとドアからドアへ、べつの場所へ移動してしまっている怪かい現象の中にいるセイゴは、一いつ瞬しゆん、ギクリとした。

　けれど、驚おどろくことはない。

　ここは男子トイレ。

　入ってくるのは、みんな男子だ。

　たまに、掃除のおばちゃんという場合もあるが、それも気にするほどじゃない。

「──どわぁぁぁぁぁっ！」

　セイゴは驚いて、叫んでいた。

　そこに立っていたのは、制服ブレザーを着た女の子だった。さっきの電波な少女かと思い、またギクリとしたが、制服も違う。まったくべつの子だ。……まあ、男子トイレに突入してきている時点で、危険信号が点滅しているけれども。

「誰だれだよ！　いきなり！」

　セイゴは、電波な子の前例があるせいでドギマギしながら、女の子に言った。

　女の子は、

「へっ、なに？」

　と、ひどく間まの抜けた声と表情で状況がまったく吞のみこめていないようだ。

　ここが女人禁制（掃除のおばちゃんを除く）の男子トイレだと気づいてないのか？

　ならば、教えてやろうじゃないか。おい、

「ここ、男子トイレだぞ!?」

　びしっ、と指さしで言ってやった。

　が、

　女の子は無反応。ただ呆ぼう然ぜんとしながら、

「ゆ、夢であって……」

　そう、つぶやくだけだった。

　これが小学生のときだったら、

「おめぇ、こっから入ってくんなよな、女子ぃ」

　とか言って、追い出せるんだろうけど。見たところ、女の子は中学生か高校生。さらに困ったことに、セイゴはすっかりいいオトナだ。いきなりの対応が思い浮かばず、

「……とりあえず……出て行ってくれるかな？」

　と、ゆっくりそっと女の子に近づいて、手を伸ばそうとすると、

「──ぎゃーっ！　さわんないで！」

　いきなり女の子が思い出したように騒さわぎだした。

「ヘンタイ！」

「いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやっっ！　どっちがだよ！　カタチ的には男子の領域テリトリーに入ってきてんのは……」

「わーっ！　ヘンタイ！　近寄んないでっ！」

　女の子がその場でじたばたとあばれだした。

「いや、だからここ男子の聖域サンクチユアリイ……っ」

「きゃーっ！　目を閉じて！　耳を塞ふさいで！　できれば息もしないで！」

　命令だった。

「はぁ!?　なに言って……」

　いきなりすぎてセイゴは目が点になった。やっぱりこの娘こもさっきとおんなじ電波系……。なんて思っていると、

「いいからっ！　お嫁に行けなくなったら、あんたのせいだから！」

　女の子は真剣そのものの顔で、ビシッとセイゴに指を突き立てた。

「エェッ、マジでか!?」

　イキオイに負けそう。

　ん？　もしかして、この子！

　ピンときた。ピンとはきたが、口にはせず気づかないフリをすることにした。それがオトナのオトコのマナーってもんさ。フフフ。

　予想してみるに。女子トイレのほうが満員だったんだろう。でも、この女の子はリミットブレイクが近くなり、とっさに男子のほうに飛びこんできた。が、そこにセイゴがいてビックリ。パニックになって。ってカンジか。

　しかしながら、そうやすやすとはいくまいＹＯ。ここは男子の神ホーリイオ域ブホーリイ。女の子にはさっさと用事を済ませて早々にここを立ち去っていただくか、もしくは、セイゴが出て行くか。後者のほうがてっとりばやいな。

「んじゃ、そうすっかな。また、何ど処こに飛ばされるか判わからないけど……」

　そのとき、セイゴが何気なくつぶやくのと、女の子が、

「なんで、よりにもよって……ドアをあけたら、男子トイレにつながってんのよ……」

　グチをこぼすようにひとりごちたのは、ほとんど同時だった。

　そして、ふたり同時に、







　──今、なんて言った!?







　目を合わせた。

　セイゴは女の子に近づき、思わずその花きや車しやな両肩をつかむ。

「もしかして、キミもドアを開けるたびに移動してるのか!?」

　女の子がまったくべつの話をしていたんだとしたら、セイゴはどう考えてもただのヘンタイか痴ち漢かんだ。トイレで制服の女の子に何やってんだ、って話だ。

　だが、しかし、

「──あなたもそうなの!?」

　好奇心が旺おう盛せいそうな瞳ひとみを期待に煌きらめかせ、女の子もセイゴを見上げていた。

「あ、あ、あ、あ、あたし！　宮みや崎ざきエコって言います!!　なんか判んないけど、ドアを開けるたびに、べつの場所に移動しちゃって！　で、で、でも、全部病院の中なんです！　あ、あ、あと外！　夏なのに冬で！　雨なのに雪が降ってたりして……！」

　女の子は自分と同じ境遇の人間に興こう奮ふんしているのか、自己紹介やら状況説明やらを一気にはじめた。ただ、あせって早口な上に情報がごちゃごちゃで全部理解できなかった。けど、

　なんてことだ。

　女の子の名前は、宮みや崎ざきエコ。

　まさか、自分のほかに、奇妙な現象に巻きこまれているやつがいたなんて。

　考えもしなかった。

　もしか、夢だったらなんて思っていたんだ。

　映画だとかだったら、超常現象に巻きこまれた登場人物同士が巡めぐり逢あう。という盛り上がるシーンになったかもしれない。

　だけど、

　これは、もう──夢じゃない。

　現実だ。

　現実は、つらく、つめたく、そして、そこはかとなく臭におうんだ。

　だって、ここは、

「……トイレだもんな……」

　いつもカッコつかないな、オレは……。

　苦にが笑わらい。でも、ひとりじゃないと判わかったことは、心強いかもしれない。それは、女の子の表情を見ても、同じことを考えているのが伝わってきた。







　そう。

　これは、現実なんだ。




　もしかすると、

　まだ、ほかにも自分たちと同じような現象に遭そう遇ぐうしているひとたちがいる可能性がある。







　──あなたは、見つけなければならない。







　さっき逢った散ざん切ぎりボブの女の子の言葉を不意に思い出した。




　　　　♪




　そのころ、




　また、この世界に、ふたりの少女が迷いこんでいた。




　ただ、そのふたりが、宮みや崎ざきエコと原はら上かみセイゴと違っていたのは、




　極きよく度どの人見知りだということだ。











Looking Back inside The Mirror - fin.
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間奏「蒼空のフォーリィフォール。」

interlude - Daniel said / momo extra.12 / searching for my voices






　　　　♪




　どうして、光が必要なのか。

　どうして、影かげはあるのか。

　それは、光は影がなくては存在できないからだ。

　それは、影が光を映さなくては存在できないからだ。

　光はある、影によって。

　影はある、光によって。




　光は、真まっ黒の死神──アンは、世界の生命のバランスを取るために生まれてきた。

　影は、真っ白の死神──モモは、強すぎる光を受け止めるために生まれてきた。

　それは、元々ひとつだった。

　と、思っていた。

　でも、本当は別々だった。




　最高の死神の器うつわに適合したのは、ひとりの女の子だった。

　キョウカという名前の女の子。その日、世界から居なくなった。

　その魂を元にして、アンは創つくられた。

　しかし、その魂は強すぎた。世界のバランスを取るどころか、崩ほう壊かいを起こしそうになるほど。

　そこで、アンの強すぎる光チカラを映す影を創ることにした。

　もう一度、アンの魂のもとになった女の子を模して新しい死神を創ったが、うまくはいかなかった。

　アンのチカラを受け止めきれず、死神は花のように枯れてしまう。それから、何人もの死神が生まれては、枯れていった。

　そして、あるとき、アンのもとになったキョウカの、双ふた子ごの姉妹、トウカという女の子の魂を使うことにした。この魂は生きているが、世界はそれでも、その魂を必要とした。

　結果は、

　──失敗だった。

　死神としては出来損ないの、〝真っ白〟な死神が生まれてしまったからだ。

　だが、

　アンは、その真まっ白い死神を恐れるようになる。

　無む意い識しきに、まるで、自分の影かげに怯おびえるように。




　やがて、

　アンと、真っ白い死神──モモは出で逢あった。




　魂の双ふた子ごは、ふたたび惹ひかれあった。







　もう一度、出逢うために、死ぬことを選えらんだからだ。




　　　　♪




　声は、消えていくばかり。

　響ひびかずに鳴る。

　堕おちては嗄かれていく。

　人の命の音。

　失なくしていくばかり。




　記き憶おくを失くして、べつの誰だれかに生まれ変わっても、それは同じ。つづく世界。

　昔々、ふたりの、女の子がいた。

　同じ姿と魂を持つ双子。

　互いに愛し合い、たいせつに想おもっていた。

　ひとりは、もうひとりといる世界がすべてだった。

　ひとりは、もうひとりがいれば、世界なんて滅んでしまってもかまわないと、そう思っていた。

　でも、ふたりの『想い』と『意志』と『記憶』の〝カケラ〟が世界の、すべての運命を決めることになるなんて考えもしなかった。

　ふたりの〝想い〟は違たがって。ひとりともうひとりは、選せん択たくを迫られることになる。

　世界を選ぶか、もうひとりを選ぶか。

　それでも、記憶を失くしても、べつの世界で、べつの誰かに生まれ変わっても、また、ふたりはふたりになる。

　ずっと、つづく世界。

　同じ姿と同じ名前。

　同じ魂。

　おんなじ、〝想いカケラ〟を持って、生まれてくる。

　それが、ふたりは、またふたり、でもひとり、ひとり。




　そして、選えらぶ。




　そして、選ばれる。




　そして、また、世界は、ふたりを必要とするだろう。




　いつか、また、ふたりが選せん択たくをした。

　その、ひとりは、闇やみの中にいた。

　それは今、真まっ黒い光になっていた。

「……此こ処こは、何ど処こだ」

　闇に光が鳴る。

「……モモ？　モモはどうしたんだ……？」

　光が鳴って、ヒカリはもうひとりの──自分の分身のような存在を捜さがした。

「ずっと……いっしょだったはず……いつ、はぐれたんだ……」

　思い出せない。

　ヒカリは、少女の姿をしていた。赫あかい瞳ひとみの色で、闇の向こうを見つめる。

「……誰だれだ……っ？」

　ヒカリが訊たずねる。

　闇が、こちらを見ていた。

「逢あいたかったわ。あなたは、──私だから」

　瞬またたきながら闇が、ヒカリに言った。

「違う……。アタシはアタシだ……かつて、〝唯一の存在〟──アンと呼ばれていたが。もう、ずっと昔の記憶のようだ……」

　目を閉じると様さま々ざまな映像が浮かんできた。いつか、自分はひとりの女の子だった。しあわせそうに笑って、哀かなしそうに泣いていた。もうひとり、自分とそっくりな女の子といっしょに。

　ああ、真っ白いもうひとりの自分に似ているな。

　アンはそう思った。どうしているだろうか。ずいぶん前に別れたような感覚がある。しかし、此処に時間は存在しない。はじまりも終わりもない。此処にいるアンは今、世界に存在していない。

「あなたは私と同じなのね。アン」

「同じ……？」

　ヒカリが問うと、闇やみが瞬またたいた。

「私は、──キョウカと呼ばれていたわ。でも、もうその名前を呼ばれることもない」

　闇が響ひびく。そして浮かび上がってくる姿は、まるで、

「……アタシ？」

　闇は、ひとりの女の子だった。それは、

「それとも、モモか？」

　自分にそっくりで、もうひとりの自分──真まっ白い存在とそっくりだ。

「あなたの〝姉妹〟は、モモというのね。でも、あなたは私のほう。過去かそれとも未来か……でも、私が失なくした〝想いカケラ〟を持っている」

　闇は、キョウカの瞳ひとみはぼんやりと虚こ空くうの闇を見つめる。

「キョウカ……懐なつかしい響きなのは、何な故ぜだ？　どうしてアタシはオマエを知っている？　どうしてオマエはアタシを知っている？　どうして、アタシの〝想いカケラ〟に触れようとする？」

　それは、記き憶おくの音。

「言ったでしょう。あなたは私なの。でも、あなたは私じゃない」

「しかし、その姿は……アタシだ」

　アンは、自分と同じ姿の女の子、キョウカを見つめる。

「あなたの中に私の〝想おもい〟のカケラが宿っているの。だから、此こ処こへきてしまったのね。世界が怯おびえているわ。在あるはずのない私とあなたがいっしょにいるんですものね」

　キョウカは手を伸ばす。

「何をする」

　アンが抵抗して身をそらそうとした。

「怖こわがらないで。あなたの中の私の〝カケラ〟に触れるだけだから」

　りりりん、と響く。記憶の音。

「……やめろっ」

　アンは抵抗したが、キョウカの手は闇からアンへと伸ばされ、そっと、アンの頰ほおに触れる。

「だけど、私にあなたの記憶はない」

　キョウカが言った。アンの中にある記憶の〝カケラ〟が音を鳴らし響く。

　記憶の音が鳴り響く。

　捜さがしてた、この音。

　この記憶。

「そうか……アタシは、おまえに……キョウカに逢あいにきたんだ」

　アンの記憶が鳴り響く。

　真っ白い女の子のこと。

　自分のこと。

「……アタシはどうして、生まれてきたんだ」

「世界がそう望んだから。そして、私と、もうひとりの──トウカが選えらんだから」

「選ぶ？」

　世界は、選ばれた。そして、世界は、アンを選んだ。

「あなたは、必要だから生まれてきたの。そして、もう、私じゃない。あなただから。私にはない記き憶おくを持っている。〝想おもい〟もある」

「……でも、怖こわいんだ。アタシは自分を知らない」

「誰だれだってそうよ。自分のことを知らない。私も怖かった。だけど、トウカがいたから。平気だった。今もそう、ちゃんと〝想いカケラ〟はある」

　そう言って、キョウカは自分の胸のあたりに手をやった。ぽぅ、と温かく光る。闇やみを照らしていく。

「あなたにもある。あなただけの〝想い〟が」

「アタシにも……」

　あるんだろうか。〝たいせつ〟なものが。

「私の名前を呼んで」

　キョウカが言う。

「……キョウカ」

「うん。そうよ、アン。あなたの名前は、キョウカじゃない。私じゃないの」

　判わかりきっていること。単純なことだ。でも、とてもたいせつなこと。

　同じ魂のふたり。

　必要とされて、生まれて、必要とされるために、選んだ。

「アタシはアタシなんだな……それでいいんだな……」

　自分の存在に怯おびえていた。知りたかった自分を。知りたくなかった自分を。だから、もうひとりの自分に怯えた。だけど、もう──。

「そうよ、アン。あなたはもう、ひとりの存在」

　キョウカが、アンから手を離はなす。

「逢あいにきてくれて、ありがとう──アン。だけど、もう行って、此こ処こはあなたを必要としていない。あなたには必要な場所がある。あなたを必要としているのよ」

　アンの中に、光が浮かび上がる。

「でも、キョウカは……？　どうなるんだ？　このままじゃ……」

　闇が晴れていく。アンの身体からだは光の中に溶けていく。

「いいのよ、アン。私はキョウカだから、私は私にしかなれない。それを選んだのは、私。そして、トウカに選えらばせたのも私。あなたはあなたとして、在ればいいの」

　光が増す。目を開けているのかさえももう判わからない。

　声だけが響ひびく。やさしく、なる。

　キョウカと、トウカ。

　アンと、真まっ白いもうひとりの自分。

「もう、逢あえないのか……？」

　アンは光に訊たずねた。

「いつでも逢える。だって、あなたは、私の〝想いカケラ〟から生まれてきたんだから」

　キョウカは、光は言った。

「さようなら」

　アンは、ヒカリは言った。

「さようなら、アン。きっと、もうひとりのあなたも大丈夫よ」

　光はすべてを照らし出す。

「ああ、そうそう。もうひとりのあなたと仲良くね」

　最後に、光はいたずらっぽく言った。

「ああ、なるべくそうするよ」

　最後に、ヒカリは笑った。

　笑ったんだ。
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　　　　♪




　また、この絡からみ合う混乱の世界に、少女が迷いこんでいた。

　ふたりだ。




　ひとりは、和人形のような長い黒髪と小顔に合ってない大きな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねが印象的な少女。

　もうひとりは、カーリィなダークブロンドをおでこ全開で結ゆっている小型犬シーズーのような少女。







　──水者なぎさミツミは、ズレた黒縁眼鏡めがねを指で直しつつ、あせあせ困っていた。




　──黒くろ崎さきクロエは、おでこの上で結んだカーリィヘアを震ふるわせ、ぷるぷる困っていた。







　さっきからずっと、ふたりは誰だれもいない病院の待合室で向き合っている。けれども、おたがいに距きよ離りを取ったままだった。たまに目め線せんが合いそうになると、

「…………っ」

「…………ッ」

　びっくりしたようにふたりともあわてて目をそらす。

　人見知りが過ぎるふたりだった。しかもおたがいに「変わってる」と言われる同士。もちろんおたがいそんなことを知っているはずがない。

　なにしろ、初対面。

　その上、人見知り。いつまで経たっても誰も待合室に現れないことを疑問に思うよゆうがなかった。突然、此こ処こへやってきてしまってからけっこうな時間が経っているが、ふたりともおたがいの存在を認にん識しきしてからまだひと言も発してない。そしていまだ困こん惑わくして混乱中。

　それもそう。こうなったのは──

　黒縁眼鏡のほう、水者ミツミはというと──家のお手て伝つだいさん（自称メイド）のおばさんがぎっくり腰をこじらせて入院した。心配したが、お見み舞まいに行ってみると意外に元気そうで安心した。腰のせいで身動きは制限されていたけれど、

「そんな心配そうな顔をしないでください。お嬢じようさま。わたくし重病人になった気分です」

　いつものようにお手伝いさんは笑ってくれた。それから自宅にいるときには話せないようなことを話したりした。面会時間ももうそろそろ終わりというころに。

　電話がかかってきた。〝カレ〟からだった。

　カレは学校の後こう輩はい。友達でもなくかといって恋人でもない。おたがいに意い識しきしあっているのに距きよ離りはなかなか縮ちぢまらず。カレの親友やミツミの親友もやきもきしている。それを知ってか知らずかのミツミとカレの距離は『亀かめの遠足』のようにのんびりと緩ゆるやかだ。

　ミツミにとって、カレはとてもとてもたいせつ。カレといっしょにいるだけで、穏おだやかでやすらかでやさしい気持ちになれる。カレを想おもうと、こころが〝あったか〟や〝たいせつ〟でまぁるくなる。

　気づかないうちにそういう想いが溢あふれてしまったのか。うれしそうで恥はずかしそうにしているのが顔に出ていたらしく、

「ふふふふふー。電話はロビーでお願ねがいしますよ。お嬢じようさま」

　なんだかやけに楽しそうなお手て伝つだいさんの笑え顔がおに見送られながら、病室を出た。

　たしかに出たんだけれども……。







　───リン。







　耳鳴りか何かかと思った。

　なつかしいような気がする鈴すずの音ねが、遠くで、耳の奥で鳴ったような……。

　この音、知っている。

　なのに、思い出せない。どうして？

「……あのっ、もしもしっ」

　受話ボタンを押して、ひとつ呼吸を置いてからケータイを耳に当てた。けれど、無音だった。

　確かく認にんのためにケータイを一度離はなして、ディスプレイを見てみると、ちゃんと受話状態になっている。

「ユズルさん……？」

　何度かケータイ電話の向こうの〝カレ〟の名前を呼んでみたが反応はなく、ミツミはひどく沈んだ表情で受話終了ボタンを押す。かけ直そうとしてみたがうまくつながらなかった。

「もしかして、壊こわれてしまったのでしょうか……？」

　だとしたら修理に出さないといけない。でも自分で買ったケータイじゃなく、今時メールもうまく送信できないこともあるミツミだ。修理をするには何ど処こに持っていくべきなのかすらも判わからなかった。

　お手伝いさんなら知っているかも、と病室に戻るため、うしろを、振り返った。

　そして、そこではじめて気がついた。

「………………………………………………………………??」

　ない。

　病室がない。

　それに今ミツミがいる場所も、どうにもおかしい。いくらのんびりしているミツミでもそれくらいは判わかる。

　病室を出るとすぐに通路があるはずが、目の前には──病院おなじみの、でも、まったく知らないべつの病院の光景が広がっている。吃びつ驚くりを通り越して、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん。

　誰だれもいない広い待合室に、ぽつんとミツミは立っていた。振り向くと、ドア。でも、病室につながっているどころか、『関係者以外立ち入り禁止』と書いてある。

　キツネにつままれているみたいだ。普ふ段だんからよく親友に「ミツミはぼうっとしすぎだし」と注意されることもしばしば。ぼんやりしすぎて、いつのまにかべつの……そう、まったく知らないべつの病院までやってきてしまった。というんだろうか……。

「そうだ……」

　ケータイでカレに連絡を。と思ったが、希望はため息に変わった。ケータイが壊こわれているかもしれないんだった。

　とりあえず、

「こちらの病院が何ど処こかということだけでも判れば……っ」

　そう考えて、ミツミは周囲を見み廻まわした。誰もいない。

　いや、いた。

　ひとり。

　向こうの壁かべ際ぎわ、『ドア』の前にぽつんと、ひとり。

　おっきなヘッドフォンを首からぶら下げた、ふわふわした黒金髪ダークブロンドの女の子。ミツミもそんなに身長が高くないが、その子はかなりちいさい。小学生かと思ったが、見なれない制服セーラーやスクールバッグなどの着こなし方が、中学生か高校生を思わせた。カーリィなブロンドのせいでちょっとイマドキのギャルっぽい。ミツミの親友もちょうどあんなカンジだが、いまいち自信も根拠もない。もしや外国の方？

　ほかに誰もいないし話しかけてみようか。

　と、思ってみたものの、

「ど……どう、話しかけたらよいのでしょう……??」

　残念ながらミツミはひどい人見知りだった。

　頭の中で話しかけ方のシミュレーションをしただけで、ドキドキ動どう悸きが激はげしくなって息切れしてしまいそうになる。

　さらに、その女の子もキョロキョロとしてから、ミツミに気がついた。

　ミツミはビクッと身を硬くした。

　そしたら、向こうもビクッと身構えた。

　まさか向こうも──ものすごい人見知りだなんて、ミツミは想像もしていなかった。




　　　　♪




　ふわふわダークブロンドの、シーズー犬みたいな女の子。

　黒くろ崎さきクロエはというと──まず、変わった子だ。これぞ冬という時期、いつものように学校の屋上で『超時空通信術チヤネリング』していた。友達の〝彼〟や〝彼女〟に「クロエ、このクソ寒い日に何やってるんだよっ！」「風か邪ぜ引くよー」と怒られ連れ戻されたが、まんまと風邪を引いた。彼と彼女は、たいせつなひとたち。クロエはこっちとあっちのハーフでずっと海外で暮らしていた。それが一年ほど前、両親の仕事の都つ合ごうが二転三転して、ひとり先にこっちにやってくることになった。大好きな祖母がいるからひとりでも平気。でも家以外、学校では人見知りな上にディスコミュニケーションなところがあるクロエは、友達もできずいつもひとりだった。そんな中ではじめてできた友達が、彼と彼女だ。最初は、お弁当を分けてくれたりいっしょにいてくれる彼と仲良くなった。それから彼と仲良しの彼女とも仲良くなった。彼はクロエのたいせつなひと。彼女はたいせつな友達。よく三人いっしょにいる。

　でも、今日きようは違った。

　風邪はずいぶんよくなったが、長引いていた。「これくらいならへいき」だと思っていたが、

「ダーメ。治りかけが肝かん心じんっていうんだよ。薬も切れたろ」

　彼が言った。

　学校のあと、三人で病院へいくはずだったが、彼女は急に国語の先生の手て伝つだいをさせられることになりこれなくなった。クロエは彼とふたりで近所のちいさな病院にきた。三人いっしょじゃないのはちょっと寂さびしいけど。彼とふたりなのもうれしい気がした。なんか、胸のあたりが、きゅん、ってなる。くすぐったくて、なんだかうれしい。もしかすると、彼女も同じ気持ちなのかも。だから、いっしょにいるのかも。

　そんなことを考えていたら、「黒崎さーん」と名前を呼ばれた。診察室へ行こうとドアの前に立ったクロエに彼が言った。

「今日、あったかいモノでも作って、おまえんち持っていってやろうか？」

　いつもなら、彼女や彼のお兄にいさんたちもいっしょだったり、みんなで彼の家に行って、わいわいご飯にする。だけど、クロエが風邪を引いて病人だということで、

「んじゃあ、クリームシチューがいい」

　素直に甘えることにした。彼はやさしい笑え顔がおで、「りょーかい」と手を振ってくれた。

　また、胸がきゅんってなったみたい。なんだか照れくさい気分。

　それから、クロエはクリームシチューと彼のことを想おもいながら目の前の、診察室のドアを開けた。

　はずだった。







　───リン







　鈴すずの音ねが聴きこえた。遠くのようで、耳の奥で鳴っているようだった。

　何ど処こかで聴いたことがある？

　でも、知らないよ？

　忘れてるのかな。

　え……？

　思い出すの？

　なにを？

　誰だれを？

　あなた？

　もしかして──

「……なんで？　どうして？」

　また、待合室だった。それも広い広いおっきな病院の待合室みたいだ。診察室に入ったんじゃなかったっけ？　つい先日診みてもらったときは、こんなところなかったよ？

「りふぉーむ？」

　テレビで外がい観かんは変えないで中身だけを改かい築ちくした家を紹介していた。もしかすると、

「それ？」

　かもしれない。

　ちょっと安心して、一歩を踏み出した。そこで、何気なく振り返って、

「…………!?」

　びくぅ、となった。

　今、開けて入ってきたはずの、ドアじゃない。

　そこにあったのは、ガラス戸の自動ドアだ。その向こうに透すけて見えるのは、ただの通路。こんなところ通ってない。

　それに、向こうに彼がいる待合室がない……！

　おかしなことが起こった。

　ついに……！

「こないだのチャネリングのせい……っ！」

　クロエ的にはただ宇宙のひとと交信してみたかっただけだったが、もしや……、

「宇宙人に連れ去られちゃった……？　てことは──チャネリング成功したのっっっ!?」

　ここ、実は、おっきな病院の待合室……と見せかけた──宇宙船の中!?

　テレビで「火か曜よう日びはＵＦＯを呼びやすい」とか言ってたから、ためしに集中的に火曜日にチャネリングしてたら、本当に……!!

　や、や、や、や、やったーっ!!　ついにやった！

　あわててクロエは周囲をぐるりと見み廻まわした。

　──誰だれもいない？

　ううん！

　おでこの上で結んだ髪の毛が、ぴくんっ、と反応する。

　誰かいる！

　う、宇宙人！

　向こうの壁かべ際ぎわ、ドアを背にした人ひと影かげがある。

「…………ッ」

　ビクッ、となった。その人物と目があった。こっちの様よう子すを注意深くうかがっている。

　そして、ついに好奇心に触発されたクロエコンピューターがうなりをあげる。

　あれは……もしかしたら、宇宙人かもしれない！

　見たところ、高校生くらいの女の子だ。クロエもちっちゃいだけで一応、ジョシコーセーだ。同じくらいの年ねん齢れいだろう。となると、日々行われたチャネリングによりクロエの情報を入手したことで、それに興きよう味みを持った。そして、接触コンタクトを取るため、同世代の女の子の人間ヒユーマノイドに擬態ミメシスしている可能性が考えられる。

　あれが、宇宙人……！

　あのストレートの長いパッツン黒髪とか、おっきな黒縁眼鏡めがねとか、それっぽいといえばそれっぽい！

　……しゃ、写真とらせてもらおうかな？　だいじょぶかな？

　で、彼や彼女に自じ慢まんするんだ。「宇宙人と友達になった！」って。

　ドキドキしてきた。ワクワクしてきた。

　でも、

　……どうやって、話しかけたらいいんだろう。

　残念ながらクロエは、コミュニケーション下べ手たなひどい人見知りだった。

　興味を持っていても、うまく話しかけられない。どうしたらいいか判わからない。

　クロエが以前はいつもヘッドフォンをして、外部との接触を避けようとしてたのも、コミュニケーションができない自分のもどかしさ故ゆえだった。

　そんな、クロエも変化している。

〝彼〟と出で逢あったことで。

　考える、彼のこと。

　──こんなときも彼だったら、気安く話しかけるんじゃないかな？

　誰だれとだってすぐに仲良くなってしまう。すごいって思う。カッコイイと思う。

　アタシとも仲良しになってくれた。

　そういえば、前に「オレ、死神と逢あったことある。しかも真まっ白いの」とか、友達とか言ってたような。言ってなかったような……。

　あれ？　死神？　なんだっけ？

　まあ、いいよ。いいよね。今は、宇宙人が目の前に……！

　残念ながらクロエは、人見知りで変わった子だった。

　興きよう味み津しん々しんだったが、クロエはなかなか一歩を踏み出せずにいた。

　それは、向こうも、

　パッツン黒髪の宇宙人、こと──水者なぎさミツミも同じだった。

　ミツミもクロエも、人見知りで、コミュニケーションを取るのが不得意。

　これまでずっと、ひとりだった。

　だけど──

　ミツミは、〝カレ〟と出逢った。

　クロエは、〝彼〟と出逢った。

　ふたりは、変わりつつあった。

　ふたりは、変わりたいと思っていた。

　願ねがっていた。

　だから、一歩を踏み出そう。

「ユズルくん……っ」

　ミツミは、〝カレ〟の名前をつぶやいた。

「マコトくん……ッ」

　クロエは、〝彼〟の名前をつぶやいた。




　さあ、一歩を──




　　　　♪




　ミツミとクロエが、一歩を踏み出してから、

「──あ……あのっ、はじめまして！」

「──う、宇宙人ですかっ!?」

　と、ちぐはぐなファーストコンタクトにいたるまでには、




　……かなりの時間が必要だった。




　何な故ぜなら、やっぱりふたりとも人見知りな上に、おかしな現象に遭あい警けい戒かい心しんも強かった。

　勇気を持って一歩を踏み出した。が、それから、じりじりじりじりじりじりじりじりじりじりじりじり……、と植物の成長記き録ろくを見ているようなスピードで、ふたりはちょっとずつ近づいていったからだ。

　距きよ離り的てきには十数メートル前後だったが、ふたりにとっては、マラソンコース並の距離に感じられただろう。

　それでも、ふたりは、一歩を踏み出した。




　コミュニケーションが不得意なふたりだったが、それなりの情報交換ができた。

　水者なぎさミツミ。

　黒くろ崎さきクロエ。

　ふたりは、見た目にかなりの差があるけれど、高校一年の同級生。おなじく人見知りで妙な親近感。ただし、ミツミはクロエが思うような宇宙人でもなんでもなく、むしろ普通の女の子だった。なんだかほっとしつつも、ちょっとがっかりなクロエ。
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　ということは、

　此こ処こは、クロエが想像した宇宙船のようなところじゃない。

　なら、何ど処こ？

　それを確かく認にんするためにも、

「一度、外に出てみましょうか」

「うん。そだね」

　ミツミが言ってクロエがうなずいた。端はたから見ると同級生には見えないが同おない歳どし。ただし、此処にいるこのときは、だが。

　ふたりは、病院らしい此処から『外』へ出てみることにした。待合室から直接外に出られそうな非常口を見つけた。

「……開きません」

「ダメだね」

　としかし、ドアはぴったりと閉じていて開かなかった。ドアノブの下にあったカギらしきモノをがちゃがちゃやったりしてみても、うんともすんとも。

「もしかすると、外からカギがかけられているのかもしれませんね」

「そっか。じゃあ、ほかのところさがそっか」

　言って、うなずきあう。ふたりは、非常口から離はなれようと振り向いた。すると、







　───リン。







　耳鳴りのような音がしたかと思うと、いつのまにかそこに、ふたり以外にもうひとり、少女が立っていた。

　身長はクロエほどじゃないけど、ミツミよりも小柄な散ざん切ぎりボブの不ふ思し議ぎな印象の子だ。ミツミもクロエも見たことのない制服。その下にジャージを着ている。

「おそらく、その扉ドアはあなたたちでは開けられない」

　その不思議な少女は言った。

「この空間を存在させているのは、あなたたちふたりがいた世界の〝彼女〟じゃないのが原因。ここの空間にほかに誰だれもいないのもそう。あなたたちの世界にはない場所だから、あなたたちの記き憶おくによるものがカタチを成すことができない。と推測できる」

　そして、いきなり長なが科白ぜりふがはじまった。

　ミツミとクロエは顔を見あわせ、数回瞬まばたきをした。まったく理解できなかった。いや、クロエは、「う、うちゅうじん!?」と興こう奮ふんしていただけか。

「……あのぅ」

　ずいぶんと思い切って、ミツミは、少女に訊たずねる。

「つまり、どういうことなのでしょうか……？」

　自分たちが此こ処こにいること自体が謎なぞなのに、また謎が増えるのは遠えん慮りよしたかった。

　すると、

「つまり──」

　少女はするするドアに近づき、ドアノブをにぎった。




　ゴキッ、




「……あっ」

「ほわっ！」

　びっくりした。鈍にぶい音を立てて、ドアノブがもげた。というか、少女がもいだ。

　そんなに力を入れているようには見えなかったし、少女の花きや車しやな身体からだにそんな力が秘められているようにも見えない。が、簡かん単たんにもげて、ノブは今、少女の手の中にある。

「ここはわたしのいた世界の〝想いカケラ〟の記き憶おくじゃない。あなたたちの〝想いカケラ〟でもない。つまり、外へは出られないということ」

　少女が言った。ただし、ミツミとクロエが理解できたのは、最後の『つまり』以降だけ。

「やっぱり、ここから外には出られないのですね」

　ミツミの言葉に、

「そう」

　と、少女はちいさくうなずいた。

「すいません。丁てい寧ねいに教えていただいたのに何度も訊きき返してしまって」

　ミツミはペコリとお辞じ儀ぎをした。つられてクロエもペコリ。

「いい」

　少女が首を振る。

　非常口が開かなくても、ほかにも出入り口はある。とりあえず、この待合室から出よう。ミツミもクロエも同じことを考えていた。

「じゃあ、べつのところから行こっ」

　クロエが、ふらり歩きだす。ほかにもトライできそうな場所があるかもしれない。そして、一番最初にクロエが背にしていたドアのノブに手をかけた。が、

「あれれ？」

　クロエは首をかしげた。

「……本当に……開きません……」

　あとからついてきたミツミも試ためしてみるが、変わらない。

「──無む駄だ」

　ふたりの背後から、ぽつり。散ざん切ぎりボブの少女だ。

「ここは、あなたたちふたりがいた世界でも、わたしがいた世界でもない場所。と言った」

　また、ふたりの顔に『？』が浮かび上がる。たしかそんなことを聞いた気もする、が。

「ど、どういうことでしょう？　また訊たずねてしまい申もうし訳わけありません」

　本当に申し訳なさそうにミツミは目め線せんを下げる。

「いい」

　と、やはり短く言う少女。

「此こ処この空間の扉ドアを開くには、〝カギ〟が必要」

「カギですか？」

「そう」

「病院の方に、お借りしたほうがいいのでしょうか？」

「違う」

「では、どうすれば？」

「この空間を存在させる〝彼女〟を知っている者か、それに近い者。または、空間に作用する条件を持った者。少なくとも〝彼女〟と記き憶おくを共有する者、それがカギ」

　存在？　条件？　記憶？　共有？　カギ？

　ミツミもクロエも首をひねって、考えてみた。少女の科白せりふを、文章で区切ってみたり、単語を並べ替えてみたり。

「カギは知ってるひとしかもってないとか、知ってるひとしか、かしてもらえないってこと？」

　クロエが自分の理解できる範はん囲い内ないで答えを出した。ミツミも同じような理解だった。

「……まあ、そう」

　間まがあったが、少女がうなずいた。正解ではないが、間違いではないらしい。それでも、ふたりは、「もしかしたら、自分たちは今ここの待合室に閉じこめられているってことじゃないだろうか」と、うっすら気づきはじめた。

　ここが静かすぎるのも、誰だれもいないのも、休診日とかに、どういうワケか、ミツミもクロエもここへやってきてしまったとしたら──

　だとしたら、本当にどうしたらいいんだろう。

　何な故ぜ、ここへやってきてしまったのか。

　どうして、閉じこめられたのか。

　どうして、カギの締しまっているここに入れたのか。

　カギはどうすれば手にすることができるのか。

　考えれば考えるほど、不可解な謎なぞも出てきてしまう。

　ミツミは、お手て伝つだいさんが入院している病室から待合室ここへきてしまった。

　クロエは、ちいさい病院の待合室から診察室へ行こうとして、大きい待合室ここへきてしまった。

　それは何な故ぜだか判わからないが、カギの締しまっているここへどうしてやってきたのかは、オートロックだったとかなんとかで納なつ得とくはできる。入ることはできたけど、出ることができない（普通、ホテルとかなら逆で出たら入れなくなる）というあたり。

「あなたはどうされるんですか？」

　ミツミは、不ふ思し議ぎな少女に訊きいた。クロエも少女に視し線せんを向ける。

「……カギを捜さがす」

　少女は、外を見た。窓の外ではなく、この空間の外を。

「よろしければ……」

　ミツミが少女に言う。以前ならこんなこと口にしなかっただろう。他人とコミュニケーションを取ろうとする努力すらしなかった。〝カレ〟に出で逢あって、仲間ができて、親友ができた。ミツミは変わってきている。

「いっしょに……、その『カギ』を捜すお手伝いをさせていただけませんか？」

　その言葉に、クロエも「うんうん、そうそう！」と何度も首を振る。クロエも同じだ。〝彼〟に出逢って友達ができて、たいせつが増えた。変わっている実感はないが、たしかに一歩を踏み出した。

　ふたりは、真まっ直すぐに少女を見つめる。

　少女は、しばらく考える仕し草ぐさをした。

　呼吸の音もしない沈ちん黙もく。ミツミもクロエも息を吸うのも忘れて、じっと、答えを待った。

　と、

　散ざん切ぎりボブが揺ゆれる。

「……判った」

　少女はちいさく首を縦たてに振った。

　フーッ、とふたりは大きく息を吐き、空気を胸いっぱいに吸いこんだ。

「いいんですか？」

「いいの、いいのっ？」

「……いい」

　ふたりが興こう奮ふんしたようにつめよると、少女はしっかりとうなずいて見せた。

　よかった。ほっとした。ふたりともどうしてだろうか。友達になりたいと思っていたひとにはじめて声をかけたときのような、そんな気持ちになっていた。

　ふたりのココロはまた一歩前へ進もうとする。

　うしろを振り返る勇気を持とうとする。




　こんなところで、

　不ふ思し議ぎな女の子たちの、不思議な出で逢あい。

　だけれど、

　みんなと友達になれたらいいな。




　と願ねがっていた。




　でも、




　それは、叶かなうことのない願いだった。




　　　　♪




　──いっしょにカギを捜さがす。




　言ってみたものの。

　ミツミにも、もちろんクロエにも、なにかしらの解決方法的なものがあるワケでもなく。

「…………ど……どうしましょう？」

　おろおろしたり、キョドキョドしたりするだけだった。

　ミツミはあせあせズレた黒縁眼鏡めがねをかけ直し、クロエはおでこの上のカーリィなダークブロンドを結ゆった髪をアンテナのようにひょこひょこさせる。それぐらいしかできることもやることもない。結局は、散ざん切ぎりボブの不思議な少女に頼るしかなかったりする。

　頼りっきりで本当に申もうし訳わけなく思う。ミツミはがっくりと肩を落とした。

　あいかわらずの、何ど処こからどうやってきたのか判わからない閉じこめられてしまった広い待合室。

　待合室に接した職しよく員いん用ようエレベーターもボタンを押してみたが、反応はあってもエレベーターのドアが開くことはなかった。

　ミツミとクロエは簡かん素そなソファに腰をおろし、散切りボブの少女は、ふたりの前のソファに座っている。

「……頼ってばかりです……」

　ため息まじりにミツミは、つぶやいた。それに、クロエのアンテナ（髪の毛）がぴょこんと反応した。

「──たよっていいんだよ」

　クロエは言った。

「ダレかにたよりたいときはたよっていいの。ダレかにたよるしかないときもあるしね。だから、たよられたときはオモイっきりたよられるの」

「いいんですか？」

「いいの。たよりたよられ、だよっ♪」

　ニパッ、と青みがかった瞳ひとみを細める。クロエは弾はずむような笑え顔がおになった。

　クロエの明るさと笑顔にミツミは少し肩が軽くなった気がした。

「すごいですね。クロエさん、そんな風ふうに考えられるなんて……」

　自分はまだまだ子供なんだなと思った。頼りたいくせにひとを頼らないで、結局ひとりじゃ何もできなくて、立ち往生する。誰だれかがその手を引いてくれるのを待って。なんて、卑ひ怯きようなんだろうか。

　クロエは見た目はちっちゃくて子供みたいだけれど、心はしっかりとオトナなんだ。

「ううん。アタシも前に同じことを言われたんだ」

　としかしクロエは言う。

　誰かを頼ってもいい。

　弱くていい。

　泣いてもいい。

　うしろを振り返ってもいい。

　だけど、独ひとりっきりにはならないで。

　さしのべられた手を怖こわがらないで。

　ひとりでも、きっと独りじゃないから。

「アタシもダレかにたよるのがコワかった。けどね、そういわれたの……」

　クロエはぎゅっと胸に手を当てた。ココロの在あり処かがあったかになる。

「とても心の広いすばらしい方なんですね。あの、訊きいてもいいですか？　その方は……」

「うん。〝彼〟だよっ」

　ちょっと照れくさそうに、でも、うれしそうにクロエは微笑ほほえんだ。

　それを見て、〝彼〟というのが、クロエの〝恋人〟なんだと思ってしまった。

　く、クロエさん、見た目と違って……あ、いえ！　そんなつもりじゃないのですが！

　なんというか、す、すごいです！　恋人がいらっしゃるなんて、す……進んでいらっしゃるのですね。

　そんなことを想像したら、〝カレ〟の笑顔が浮かんできた。

　ポッ、と赤くなるミツミ。さすが、亀かめの歩みよりも小川のせせらぎよりも南国の時間の過ごし方よりもゆるやかな恋愛未満の恋を現在進行中なだけある。

　いや、でも、




　──ザ・勘違い。




　実際は違う。

　クロエのいう〝彼〟は、「友達としての彼」という意味だ。

　ハーフで帰国子女のクロエ的には言葉が足らなかったが、ミツミの想像も先を行きすぎだった。本ばかり読んで知ち識しきだけは伊だ達てに豊富。クロエの単語と単語の間を勝手に補って膨ふくらませてしまう。

　たしかに、クロエと〝彼〟がそういう風ふうになる可能性がないとは完全に否定はできないけれど。現在クロエは花より団だん子ご。恋より超常現象。胸が『きゅん』となる意味に気づいてない。

「頼ってもいい、か……」

　ミツミは、クロエの言葉を口の中でつぶやいた。舌の上で転がって、なんだか甘い味がしたような気がする。それは、また〝カレ〟の顔が思い浮かんできたからだった。

　カレにもいつも頼ってばかりいる。

　でもカレはいつも、

「いいんですよ。僕がそうしたいからそうするだけだから」

　と、笑ってくれる。あの少し照れたような恥はずかしそうな頼りない笑えみは、ミツミにとって、何よりも頼りになる笑え顔がおだ。

　ふと顔を上げると、目の前のソファに座る散ざん切ぎりボブの、少女のうしろ姿がある。

　ごめんなさい。

　頼らせてください。

　ううん。

「先せん輩ぱい、違うよ。ごめんなさいじゃない」

　いつかの、〝カレ〟の声が聴きこえた気がした。

　そうだ。

「──ありがとう」

　そういうべきだったんだ。

「かまわない」

　すると、少女が言った。

　ような気がした。

「え？」

　けど、確かく認にんしようとする前に、




　──それは、やってきた。




「……きた」

　音もなく少女が立ち上がる。

「さっき……といっても、此こ処こは正せい確かくな時間の流れがないから、わたし個人の感覚でのさっき」

　ずっと、少女は待っていた。

「あなたたちやわたしのように此処へ迷いこんだ者に逢あった。カギとなる者がいる可能性がある」

「……カギが？」

　ミツミもクロエもなんだろうかと、ソファから身を乗り出した。少女が見つめる視し線せんの先には、ボタンを押しても無む駄だに終わったエレベーターがあった。

「動いてるよっ！」

　クロエが指をさす。エレベーターの上のランプが点滅していた。この待合室が何階にあるのか判わからないが、あのランプはエレベーターがこの待合室フロアに到着しようとしていることを知らせている。

　散ざん切ぎりボブの少女の言葉を、都つ合ごうよく解釈してみると、




『ここの扉ドアを開くカギを持った誰だれかが、やってくる』




「そうなの？」

　クロエが好奇心を抑おさえられなかったのか自分の人見知りも忘れて、パタパタ、エレベーターの前に走っていく。

「クロエさん……っ」

　心しん臓ぞうの鼓動が速くなる。ミツミの目はエレベーターに吸い寄せられた。

　緊きん張ちよう。

　緊迫。

　空気が張りつめ、そして、一気にほどけた。







　ちんっ。







　ものすごい珍妙かつ間まの抜けたチャイムが鳴った。

　エレベーターが到着したことを知らせる。

　ゆっくりとエレベーターのドアが開く……。

　と、同時に、

「ドワーッ！」

「きゃーっ！」

　誰だれかが転がり出てきた。

　その転がり出てきた誰かに、

「はわーっ！」

　エレベーターの真まん前にいたクロエが巻きこまれた。

「く、クロエさんっ！」

　転がり出てきた誰かがダレなのかを確かく認にんすることなく、ミツミはクロエに駆かけ寄る。

　もつれるように誰かと誰かとクロエは、ごろごろしたあとバラバラに床ゆかに散らばった。

「だ、大丈夫ですか、クロエさんっ！」

　大の字であおむけになっているクロエを抱き起こす。

「きゅーっ」

　まんがみたいに目を廻まわしていたが、特に怪け我がもないようだった。

「よかった……っ」

　ほっとしたところで、ようやく、自分の傍かたわらに寝転がった──その、ふたりをミツミは認にん識しきした。

　セーターを着た男のひとと、制服の女の子。

　女の子の制服は見たことがない。

「ったく、押すなっつったのに……って……ダレだ!?」

　頭を打ったらしくさするようにしながら先に、男のひとが身体からだを起こそうとしたところで、動きを止める。

　乱れた髪の毛の間あいだから、視し線せんがばっちりミツミと出で合あい頭がしらに衝しよう突とつした。

　ミツミはビクッと身構えて、クロエをかばって抱きしめる。

「なにがどう……なっ!?」

　間まもなく女の子も身体を起こし、すぐにミツミたちに気がついた。

　おたがいが、おたがいに警けい戒かいして、緊きん張ちようが走る。

　誰……!?

　このふたりが、カギのひとたち？

「──そう」

　いつのまにか、散ざん切ぎりボブの少女が、ミツミとクロエ、そして、ふたりの傍らに立っていた。

「うわっ！」

　男のひとが、少女に気がついて声を上げた。

「きっ、キミはさっきの電波系ッ!?　なんでここに……！」

「あなたがあそこを出ていったあと、わたしはここにきた」

「ああ、そう。……って、じゃあ、そこのふたりは……なに？」

　そこのふたりは、ミツミとクロエのこと。

「あ、あのっ、私たち困っていたんです」

　ミツミは言った。ちょっと焦あせって、いろいろ省略してしまった。

「はぁ……？」

　当然、男のひとはワケが判わからず、いっしょに転がり出てきた女の子のほうに目め線せんを向けた。

「困ってるのは、あたしたちもなんですけど……どうしたんですか？」

　女の子は、ミツミが歳とし上うえだと思ったのか敬語で訊たずねてきた。

　たぶん、同じ歳くらいだとは思うんだけれど。でも、

　気になったのは、そこじゃない。




　──困ってる。




　と、女の子は言った。

　あれ？

　どうして？

　カギを持っているんじゃなかったの？

　困っているということは、このひとたちも閉じこめられていたということ？

　考えを巡めぐらせ、ミツミは困こん惑わくした。

　すがるように散ざん切ぎりボブの少女を見た。と、

「大丈夫。カギは開かれた」

　そう言った。

「え──？」

　その瞬しゆん間かんだった。

　ちょっと前まで、呼吸の音しかしない周囲から、ざわめきが聞こえた。

　見れば、誰だれもいなかったはずの待合室に、ひとの姿がある。

　ひとりやふたりじゃない。数台あるソファのどれにも誰かが座っていて、通路を看かん護ご師しが書類を抱えて歩いていく。

「…………どういう……？」

　疑問と質問ばかりだ、と自分を責める気にはならなかった。目の前で起きた現象が信じられないというほうが、はるかに大きい。

　それに答えるように、

「此こ処こを作っている〝彼女〟の記き憶おくと、それに関した〝想いカケラ〟を持つ者がやってきたから」

　少女が、男のひとと女の子を見ている。

「ここから出られるということですか？」

　ミツミは訊きいた。

「そう」

　こくん、とちいさく少女は首を動かした。

「本当ですかっ。クロエさん、出られるらしいですよっ」

　ミツミは、「んー？」と気がついたクロエをゆさゆさした。

　が、

「けれど、ただ、この空間から出ることができる。というだけ」

「……え？」

　ミツミの動きが止まった。

「まだ、出られないの？」

　代わりに、クロエが訊たずねる。

「そう。問題は、ここから」

　少女がつぶやく。

　そんなやりとりを、呆ぼう然ぜんと眺めていた──ふたり、男のひとと女の子だったが、おたがいに確たしかめるように顔を見あわせると、

「──もしかしてっ!!」

　ハモって声を上げた。







　このふたりは、

　ミツミとクロエと同じように、此こ処こへやってきてしまったふたり。




　原はら上かみセイゴと、




　宮みや崎ざきエコだった。











puppylove in melodies - fin.
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間奏「キミと君と、ボクと僕と、ヒカリの鳴るほう。」

interlude - Daniel said / momo extra.12 / searching for my starline






　　　　♪




　いつか、真まっ黒の猫が、世界を旅していた。

　それは、永ながくて、儚はかなくて、いつ終わるとも知れない旅だった。




　モモが世界に残したのは、〝想おもい〟のカケラだ。

　ココロの在あり処かにいるんだよ。




　りりりん。




　ダニエルの赫あかい首くび輪わについている大おお袈げ裟さな鈴すずが唄うたうように鳴る。

「やあ」

　ダニエルは言った。

「ずいぶんと久しぶりだね、ダニエル」

　ダニエルの前には、常磐緑エヴアーグリーンの瞳ひとみをした灰はい色いろの猫がいた。

「そうだね、ニコル」

　ダニエルの親友だった、アンの仕つかえ魔まのニコルだ。

　もう逢あわないと決めていた。

　もう逢えないと思っていた。

　それが、どうして。

「キミは知っているだろう。キミの主人マスターや私のマスターが世界から消えた影えい響きようが出ている」

「うん。ボクもそれを調しらべているんだ」

　世界に出た影響。その歪ゆがみは大きくなっていっている。

　世界から消えたモモが関かかわった、もしくはそのひとに想いを受けたひとたちが消えて、戻らない。それどころか、モモがいたことも消え去ってしまいそうになっている。

　いつかは、ダニエルやニコルから、モモやアンの記き憶おくも消えてしまうかもしれない。

「それは、いやなんだ」

　ニコルは泣きそうになりながらつぶやいた。

　ふたりとも仕え魔になって、想いがすれ違ってしまった。

　ダニエルは、モモ。

　ニコルは、アン。

　それぞれ、〝変わり者デイス〟や〝唯一の存在アン〟と呼ばれ、死神の中でも特別な死神に仕えることになった。

　それぞれがココロに抱く強い気持ち。

　モモが大好きなダニエル。アンのためにつくそうとしたニコル。それぞれが想おもいをこめて、主人に仕えていた。

　けれど、アンは、自分の〝影かげ〟に怯おびえていた。

　自分と同じ姿をしたもうひとりの自分、モモに。

　敵意を持つアンと、アンに対して興きよう味みを持つモモの間あいだで、ダニエルとニコルは想いが揺ゆれた。

　おたがいの想い。

　強い想い。

　それがぶつかって、ケンカ別れした。

　だけど、今、

　想いは同じだ。




　もう一度、

　モモに逢あいたい。

　アンに逢いたい。




「いっしょに捜さがそう。ふたりを」

　ダニエルは言った。

「ありがとう、ダニエル」

　ぎこちない不器用な笑えみを浮かべ、ニコルが、ぺこりと頭こうべを垂たれた。

「いいんだよ、ニコル。友達だろ」

　ダニエルも、ぎこちなく笑った。

　また、友達になれるかな。




　　　　♪




　かつて、モモとアン、そして、ダニエルとニコルが所属してた『死神局』も世界の異変の影えい響きよう下かにあった。

　あれだけの数がいた死神が、ほとんど消えかかっている。モモとアンは死神だった。それを忘れるために、世界が死神のことも失なくそうとしているのかもしれない。

　でも、そのおかげで、死神局の重要なデータにもアクセスできた。

　今まで判わからなかったことや、謎なぞとされていたことを知ることができた。だけど、モモとアンがどうやったら、世界に戻ってこられるのかまでは判らない。

　それを知っているのは、おそらく、モモとアンだけかもしれない。




　それでも、

　ダニエルとニコルは、ふたりで世界をめぐる。

　世界は、本当は、モモとアンを必要としている。

　必要としているのに、いなくなってしまった。モモとアンが必要のない世界を『再さい構こう築ちく』しようとしているんじゃないだろうか。だが、

　ダニエルもニコルも思う。

「想おもいは、消えない。絶対に消せない」

　モモが関かかわった人間たちは、みんな、大きく変わったワケじゃない。

　でも、少しだけでも前に進むことができた。うしろを振り返ることを恐れていたひとは、うしろを向くことができるようになった。

　モモが残したもの。




　──想いのカケラ。




　人と人をつなぐもの。

　それは目に見えなくても、〝たいせつ〟なものなんだと、ダニエルは知ってる。

　ニコルもそうだ。

　ダニエルとモモも、ニコルとアンも、つながってる。目に見えないものでつながってる。

　大丈夫。

　きっと、みんな、戻ってくる。

　この世界へ。

　みんな、必要だから。
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　　　　♪




　もともと、世界はひとつではない。

　ひとが認にん識しきしているのは、その個人の世界のみ。または、それを外から見た誰だれかによる認識においての範はん囲いにすぎない。

　──仮定。

　ひとつの世界は、誰かが見ている夢だ。はじまりは夢のはじまりで、終わりは夢の終わり。目覚めとともにそれはやってくる。世界のはじまりと終わりが、それだ。

　また、べつの誰かが見ている夢。それもひとつの世界。そうして、それぞれの世界は成り立っている。

　それが夢であると証明できない以上、この仮定を破は棄きすることはできないはずだからだ。

　つまり、夢の数だけ世界は存在する。

　その仮定においての、

　──補足。

　夢と心の関係について触れておく。

　夢は心が見せるモノだ。心が弱くなれば、夢は強くあることを望んだり、または、悪夢へと変化する。それが連続すれば、やがて心と夢の均きん整せいは取れなくなり、心は闇やみへ落ちていく。

　これらを経へてのさらなる発展的な、

　──仮定。

　冒頭にて、世界はひとつではない。そして、個人個人の世界と、外（第三者）から見た世界があるとした。

　個人Ａが夢を見ている。世界Ａとする。それは個人Ａの世界のため、世界の中に個人Ａが存在するはずだ。

　個人Ａを知る個人Ｂがいる。個人Ｂは夢を見る。世界Ｂだ。個人Ａを知る個人Ｂの世界には、もちろん、個人Ａが存在する。

　また、その逆もあり得る。個人Ａの世界には個人Ｂが存在することになる。

　そう。

　つまり、複ふく数すうの世界において、複数の同一の個人Ａが存在することになる。個人Ｂも複数の世界に複数の同一の個人Ｂが存在する。

　もちろん、個人Ａと個人Ｂを知る個人Ｃがいたとするなら、さらなる複数の世界と複数の同一人物が存在することになるだろう。

　ただし。

　個人によって、個人の印象がある。それは少しずつ異なるだろう。

　たとえば、

　ひとりは、Ａを「個性的な人物」と思っている。しかし、

　もうひとりは、Ａを「普通の人物」と思っている。よって、

　複ふく数すうの世界に同じ性質と『魂』を持つが異なる複数の同一人物が存在することになる。

　だが、同一世界においても、複数の世界においても、完全な同一人物は存在しない。

　仮に、異なる世界の同一人物が、何かのきっかけで同一の世界に存在したとする。が、それはやはり同じものであっても完全に同じではない。

　単純な例をあげれば、まったく同じ姿をした双ふた子ごでも、その中身は違うように。しかし、姿はまったく違うが『魂』や『性質』が同一という場合もあるため、すべて当てはまるワケではない。ここで重要になるのは『名前』だ。運命すら決めるといってもいい。これらについては、べつの項で記しるすことにする。

　仮定においての、

　──想定。

　異なる世界の複数の同一人物が、同一世界に存在したとする。

　それぞれの同一人物たちが自分たちと遭そう遇ぐうしたとしても、大きな問題ではない。やがては、それぞれがそれぞれを同一ではない『個人』と認にん識しきするはずだからだ。しかし、

　その人物たちが存在する世界は違う。困こん惑わくだ。

「自分はどの人物の存在する世界だったんだろう」と。

　世界は個人に認識されてこそ存在する（これも後に別途記す）が、個人は世界に認識されなくても存在する。個人は個人において認識されれば良い。とすると、

　世界は、「この個人が所属するのは、自分なのか、はたしてべつの世界なのか」を決めなくてはならない。だが、どれも同一だ。世界は混乱するだろう。

　世界はひとつではない。

　個人もひとりではない。

　世界が認識する個人はひとりだ。

　しかし、ひとりが認識できる世界はひとつじゃない。

　このことが様さま々ざまな混乱を呼ぶことになるはずだ。




　今見ている夢が、ほかの誰だれかの見ている夢だとしたら、あなたはどうするだろうか。

　その夢に出てくる自分が自分じゃない違和感を覚えるだろう。

　違和感に対してどうするか。それを決めるのは、あなただ。

　違和感を払ふつ拭しよくしようとするか、違和感を受け入れるか。

　他人の夢を否定するか、他人の夢を自分のものとして受け入れるか。

　あなたはどうするだろうか。




　　　　♪




「──ってゆうね。でねっ、次が」

「ちょ、ちょい！　ちょっと……待ってもらってもいいか……」

　黒くろ崎さきクロエが嬉き々きとして、

「この世界が誰だれかの夢の可能性」だの、

「同一世界における複ふく数すうの同一人物」だの、

「世界が認にん識しきする個人と、個人が認識する世界との違いは」だの、

　科学的なんだか空想科学的なんだか論ろん理り的てきなんだか非論理的なんだか、よく判わからない知識を披ひ露ろうしはじめてしばらくたったときだ。

　小こ難むずかしいのかぶっとんでるのか初しよっぱなから理解するのに痛みをともないそうな話が一段落したと思ったのに、クロエは間かん髪はつ入いれずに次の話につづきそうになった。

　それを、原はら上かみセイゴがひとまず食い止めた。これ以上、ワケの判らん話をされても混乱に輪わをかけて混乱を呼ぶだけになってしまう。

　みんなが合流したあの待合室のソファに全員が固まって腰を下ろしていた。

　自分のことや、このおかしな病院と世界の情報を交換しようということになった。その最中に、クロエが目覚めた。

　見た目は美お味いしそうだったのに食べてみたら地じ獄ごくが口の中に広がったときのような複ふく雑ざつな表情で、セイゴは腕組みをする。横目にちらりととなりを見てみれば、

「うー……」

　と、宮みや崎ざきエコが同じような表情でうなされている。おたがいのひどい有あり様さまに気づいて、「おお、同士ッ！」とか思っているが、ほかは違った。

　セイゴとエコの頭を悩ませた張本人のクロエは、第一印象は「おもしろい生き物だ……」という認識だった。カーリィなダークブロンドやおでこの上のアンテナみたいなちょんまげや青みがかった瞳ひとみがアニメキャラみたいで、めずらしいハーフでしゃべり方もつたなくてかわいいなぁ、と思っていたが、どうやら間違っていた。

　見た目はほわほわしていて中身もほわほわしていたが、どうやらクロエは好きなことや得意なことに『特殊能力』を発揮する天才タイプらしい。今自分たちに起こっていることを、散ざん切ぎりボブの不ふ思し議ぎな（電波）少女から聞いた話を誰だれよりも早く、自分なりに消化した。そして、

「こないだ本でよんだんだけど……」

　と話し出した内容がぶっとんでいて何がなんだか。しかも、恐るべきことにほとんどを暗記しているようだ。海外暮らしが長かったとかでしゃべり方がつたなかったのに、このときはスラスラと言葉が出てきた。内容が内容だけにそのインパクトも強烈だった。

　オカルトとかＳＦとか超常現象が好きで、話しているあいだのクロエの大きな青い瞳ひとみがＬＥＤのように眩まぶしく輝かがやいてたのは言うまでもなく。

　話が一段落して、グロッキー状態だったのはセイゴとエコで、クロエといっしょにいたもうひとりのほう──水者なぎさミツミは、

「つまり、私たちが今いるこの場所……、世界といったほうがいいのでしょうか。それは、複ふく数すうの誰だれかが見ている夢のせい。ということなんでしょうか？」

　バッチリ理解しかけていた。

　見た目通り、おっとりとしていてほのぼのとしたお嬢じようさま丸出し。よく見れば眼鏡めがねの奥は、目もと口もと整ととのっていて睫まつ毛げも長く、ただ、おっきな黒縁眼鏡めがねが残念すぎる。しかし、さすがにその黒縁眼鏡は伊だ達てじゃない。さぞ上品で勉強もできるんだろうと思ったらその通りだった。あっさりと、難なん解かいなクロエの話をかみ砕くだいて、セイゴやエコにも判わかるようにしてしまった。いや、根本的に判っているワケじゃないが、セイゴとエコに、

「なんとなく判ったからクロエの話はもう……いいです」

　と思わせるには十分すぎるくらいだった。

　これでだいたいを把は握あくしたつもりでセイゴとエコも話に参加することができるようになった。

「じゃあ、つづけようか」

　ひとりオトナで、リーダーシップを取るのは非ひ常じよう勤きん講こう師し原はら上かみセイゴ（26）だった。

「きょ、教師!?　チャラっ！　そのナリで!?　髪ちょい長いぞっ！」

　とエコが驚おどろいたくらいぜんぜんそれっぽくなかったが。

　きちんとしたかっこうをしているワリに『チャラい』というイメージが女子陣の一致した感想だった。

「オレもそう思ってるよ。あと、まだ非常勤講師だけどな。先は判んないけど……」

　それでも、見た目も個性もバラバラな人物をまとめるように、自然とリーダー的な中心になっていたのは、さすが『先生』だと、みんなに思わせた。

「それにしても、どうして──あたしたちがこの世界に……？」

　宮みや崎ざきエコは、明るくて元気で、天然な、美人よりも可愛かわいいカンジの印象。全員同じ高校一年の女子陣はバラバラな見た目と個性だったが、誰よりも早くエコがみんなとうち解けた。

　人見知りの激はげしいミツミもクロエも、何ど処こか自分の友達に似ているところがあるエコに親しみを持ち、すぐに友達のようになることができた。不ふ思し議ぎな体たい験けんをしている同じ境遇の『仲間』という意い識しきもあったが、エコの柔和な性格によるところが大きい。

　セイゴもそう。

「〝カレ〟の友達に似てるなぁ」

「〝彼〟に似てるところがある」

　とミツミとクロエは、不得意な異性のセイゴに対しても慣なれるのが早かった。

　セイゴがみんなよりもオトナで『先生』で、異性でも歳とし下したや生徒に慣なれていたというのもあるし、セイゴの軽めの性格と、おせっかいな性格が大きい。セイゴは典型的な『困っているひとを見るとどうもほっとけない』タイプだ。

　セイゴとエコがリーダーになって、ここに集まったみんながひとつになっていっている。

　ただ、ひとり謎なぞが多いのが、──散ざん切ぎりボブの不ふ思し議ぎ系電波少女。

　この世界についての情報を持っていた。

「調ちよう査さした結果の仮定と想定の話」

　とは言っていたが、クロエがこの世界のことに気づき、説明をはじめたのも少女の情報があったからこそ。

　名前も聞いてなかったが、誰だれからというワケでもなく、なんとなくみんな自己紹介をすませていたため、

「誰かが知っているんじゃ」

　と考えていた。が、

　実は誰も知らない。みんなの中で、散切りボブの不思議な（電波系の）名前のない少女のままだった。

　謎だ。

　謎だらけだ。

　じーっと黙だまっていることが多くて。たまに喋しやべっても「そう」とか短い。かと思ったら、突然電波を受信したかのように長なが科白ぜりふを口にする。電波受信の部分だけをピックアップすれば、クロエもそれに近いところがあるが、この少女の場合、もっと独特というか異質な感じがする。故意的に演じているような……。

　あとは、高校一年生らしいことと、なんだかこの世界に詳しそう、というアバウトな情報しかない。少女は、あまり自分から自分の情報を話さないでいる。

　それでもかまわない。少女の存在はみんなにとって大きい。

　少女の持つ情報は、複ふく雑ざつで難なん解かいだったが、塵ちりも積つもれば山となる。いや、三人寄れば文もん殊じゆの知恵、それ以上、みんなで読み解いていけば、ひどく重要なことばかりだと判わかった。

　五人でいれば、此こ処こを抜け出せるかもしれない。

　そう思わせる。

　みんなとの情報交換で判ったことは、

　──五人とも、元いた世界での年とし月つきや時刻も場所もバラバラ。

　此処は病院だが、空間が入り組んでいるらしくとなりの部へ屋やに入ったと思っても、違うところへ繫つながってしまう。

　みんながいた世界と、此処は違う。

　でも、

「根本的にはまったくべつじゃない」というのは、クロエの説だが。

　みんなの居た世界の時間や場所は違うが、共有できる部分も多い。

「知らないだけで、世界ってたくさんあるんだな」

　ぽつりとセイゴがこぼした。

「そうかも……あたしたちが知っている場所や時間だけじゃない。いろんなところでいろんなひとが生きてるんだもんね」

　そう言って、エコは、みんなに目を向けた。

　自分たちの関かかわり。

　知らない顔。

　知らない制服。

　知らない学校。

　知らない場所。

　知らない時間。

　知らないことばかり。

　全部を把は握あくしているひとなんて、きっといないんだろう。

　生きてきた時間も違うし、考えていること、思っていることも違う。

　それぞれが持つ、それぞれの〝想おもい〟と、

「みんな、それぞれの世界を生きているんですね」

　ミツミはこれまで自分のことばかり考えていたような気がしていた。

　他ひ人とは自分のことをどう思っているんだろう。自分はどう思われているんだろう。そんなことばかり。でも、自分はどうしてそう思われるのか、思われてしまっているのかを考えたことはあまりなかった。

　ミツミを可愛かわいがってくれた祖父は、たくさんのことを教えてくれた。たくさんの可能性を示してくれた。だけど、ミツミは、

　自分で「自分はこうだから。どうせ」と決め付けてしまった。

　それは、自分自身で自分を自分の世界に閉じこめていたんじゃないだろうか。

　世界は、こんなに広いのに。

　世界は、こんなにもたくさんある。

　それぞれの世界。

　それぞれの──

「〝たいせつ〟な想い出があるよ」

　クロエは笑った。

　自分は、何ど処こにいるの？

　そこにもいるのに、ここにいるのに、何処にもいないような気がした。

　ひとりぼっちだった。

　大好きな祖母が死んで、また、ひとりぼっちになった。

　また、祖母の声が聴ききたくて、空に願ねがった日もあった。

　でも、自分はひとりじゃないんだと教えてくれたひとがいた。

　ひとりじゃない世界は、うれしくてたのしくて鮮あざやかで綺き麗れいで、きらきらとときめきに満たされている。

　想おもい出での中なら、また祖母に逢あえる。

　あたらしいのと、なつかしいので、想い出は増えていく。

　これから、もっと〝たいせつ〟を増やしていこう。

「──わたしにも、想い出がある」

　と、散ざん切ぎりボブの少女は言った。表情は変わらないけれど、言葉からみんなに伝わっていくものがある。

「たいせつなものをもらった。想い出といっしょに」

　少女には、何もなかった。

　守りたいものも、たいせつなものも、想い出も、何もない。

　空カラっぽだった。

　だけど、想い出をもらった。

　たいせつなものをもらった。

　もう、空っぽじゃない。

　そのとき、赦ゆるされた気がしたんだ。

　はじめて。

　生まれてきたこと。

　生まれてきた意味を知ること。

　ありがとう。

〝彼女〟がくれたもの。

　たいせつなもの。たいせつなこと。

〝彼女〟のためにも。

　自分のためにも。

「だから、此こ処こを出る」

　少女は言った。強く強く、その想いが響ひびいてく。

　伝わってく。

　つながってく。

　みんながうなずく。

　それぞれが持ったそれぞれの想い。

　もしかすると、四人が此こ処こにやってきたのは、意味があるのかもしれない。

　何ど処こかで、何かがつながっている。

　それは、〝想おもい〟の記き憶おく。

　エコは、出で逢あいをつなげる。

　セイゴは、過去と今と未来をつなげる。

　ミツミは、友達、人と人をつなげる。

　クロエは、夢と心と好奇心をつなげる。

　散ざん切ぎりボブの少女は、みんなの〝想いカケラ〟をつなげる。

　そして、

　たいせつなもの。

　想いは、ひとつだった。

「帰ろう。みんなの場所へ」




　　　　♪




　宮みや崎ざきエコ。

　原はら上かみセイゴ。

　水者なぎさミツミ。

　黒くろ崎さきクロエ。

　散切りボブの不ふ思し議ぎな少女。

　共通点は……、

　ほとんどない。

　ただ、

　その日、たまたま、病院を訪れていた。たまたま、その瞬しゆん間かん、それぞれの扉ドアを開けた。

　考えていたのは、たいせつに想うひとのこと。

　それが〝彼女〟の『心』と何らかの影えい響きようによりシンクロしてしまった。

　たまたまだ。

　偶然にすぎない。

「でも、本当にそうなのかな？」

　エコは言う。

　今、こうして、こうやって、みんな同じ奇妙な体たい験けんの中にいる。

　今、こうして、こうやって、集まって、見たこともない病院の見たこともない待合室で、いっしょにソファに腰をおろして、話をしている。

　ひとつのソファに、エコとセイゴ、向かいのソファに、ミツミとクロエ、不思議な少女。

「こんな風ふうに誰だれかと出で逢あって、一いつ生しよう懸けん命めいになれたことをたまたまとか偶然とか思いたくないよ。みんなに逢えたのは意味があったって、おっきな声で言えるようにしたい」

　エコは、そう思った。

「そうですね」

「うんうん、そうそう！」

　ミツミとクロエが手をつないで、それにこたえる。

「じゃあ、そう言えるようにしないとな。まずは、これからどうするかだな……」

　セイゴは自然と頼るように、散ざん切ぎりボブの少女に視し線せんを向けた。

　少女は、こくんとちいさく首を振った。

「きっと、あなたたちは全員、何ど処こかで〝彼女〟と関かかわっているはず」

　エコ、セイゴ、ミツミ、クロエは、自分の記き憶おくの中を探さぐる。

『病院』

『想おもい』

　というキーワードには、思い当たっていた。

　エコ、ミツミ、クロエは、病院にいた。セイゴは、病院に強い〝想い〟を残していて、ドアを開けたとき、思い出した。

　それに〝彼女〟というキーワードに、何か引っかかるものが記憶の底にある気がする。

　ただ、不ふ確たしかで、透明だ。

　忘れているだけなのか。

　まったく、知らないのか。

「大丈夫、強い想いは消えない。そこにはきっと在るはず」

　記憶の中に深く潜もぐっていくみんなに、少女が声を送る。

　そのときだった。







　───リン。







　鈴すずの音ねだ。

　遠くで鳴るようで、耳の奥で鳴っているように、聴きこえる。

「……コレ……っ！」

　セイゴの記憶の中、記憶のはじっこをやさしく滑る不ふ思し議ぎな響ひびき。

　もやがかかっている。

　思い出そうとして、思い出せない。

　ひっかかる。

　記き憶おくの外。

　在るモノ。

　真まっ白い……、

「花？」

　咲いていたのは、真っ白い花。

　それは、姿を変える。

「女の子？」

　ひとりの女の子になった。

　真っ白い姿の女の子だ。

「どうして、忘れてしまっていたんだろう」

　赫あかい靴をはいた女の子が、ひとり。

「──思い出した！」

　真っ白い女の子。

　黒猫をつれた、死神。

　おせっかいで泣き虫で、天使のような、真っ白い死神。

「なんで、……忘れてたんだ。こんなこと、ありえないことだったはずだ。死神なんて……しかも真っ白いヤツ」

　セイゴがうなるようにつぶやいた。

「私もです……たくさんたいせつなものを気づかせてくれたんです、彼女……」

　ミツミは泣きそうな表情をしていた。自分が〝彼女〟を忘れていたことがひどくショックだった。

「もしかして、この子、夢で逢あったことあるかも……」

　クロエも〝彼女〟を知っている。死んでしまったはずの祖母の『声』を届けてくれた。

　そして、彼に出逢わせてくれた。




　──どうして、忘れてしまっていたんだろう。




　みんなの中にあったはずなのに、そんなことなかったみたく忘れていた。

「忘れていたワケじゃない」

　としかし、散ざん切ぎりボブの少女は言った。みんなの視し線せんが集まる。

「あなたたちの世界の〝彼女〟が居なくなったのが原因。だから、その世界にいたあなたたちの記憶の中から消失したようになっていた。けれど、此こ処こは〝彼女〟たちの想おもいや心が作り出した空間。思い出すこともできる」

「さっきクロエが言ってた、『夢』の話みたいなもんか」

　セイゴが訊きく。

「そう」

　短く少女はうなずいた。

「つまり、その〝彼女〟が……オレたちが逢あった真まっ白いやつと関係あるってことか」

　腕組みでセイゴは眉まゆを寄せる。

　少女やクロエの話を合わせてみると、

「〝彼女〟と、真っ白い彼女は、同一ということですか？」

　ミツミが気がついた。おそらく、そういうことになる。

「それが病こ院こにいるんだね。だから、ここはヘンなの」

　クロエが補足するように言った。

　少女がこくんとうなずく。

「わたしが知っている〝彼女〟がいる。そして、あなたたちが知っている〝彼女〟も」

　複ふく数すうの同一人物が同じ世界にいることにより、世界が混乱している。

　それに、みんなは巻きこまれてしまっていた。

　それが、此こ処こにいる理由。

「でも、真っ白いやつのこと、思い出せたり思い出せなかったりするのはどうしてだ？」

　セイゴが訊いた。疑問が解決してもすぐ次の疑問が浮かんでくる。ここは常じよう識しき外がいのことだらけだ。

「言った。世界は混乱している。〝彼女〟と〝彼女〟だけなら、これほど世界が混乱することもなかったかもしれない。ただ、わたしが知る〝彼女〟ももともとひとつじゃなかった。それと対をなす者もまたそうだとしたら、世界の混乱の理由が判わかる」

「それは、私たちの知っている〝彼女〟と、もうひとりの〝彼女〟が今、この世界──ここにいるということですか？」

　ミツミがズレた黒縁眼鏡めがねを直しながら訊たずねる。

「光は影かげなくして光となれず、影は光を映さずして影となれない」

　少女はそうつぶやく。ひとりごとのようで、みんなの耳には微かすかに届いた程度だった。

　少女の話すことは、具体的なのか抽象的なのかまだいまいちつかみきれない。

　すると、あらためて少女は言う。

「わたしの知っている〝彼女〟が、もうひとりの〝彼女〟に惹ひかれているのか、もしくは、その逆……。複数の〝彼女〟が関与しているのはたしか。少なくとも、わたしが知っている〝彼女〟とあなたたちが知っている〝彼女〟は同じ名前のはず。そのことも今、この世界に大きく影えい響きようしている。名前は『存在』にとって非常に重要な意味を持つモノだから」

　セイゴたちが逢った真っ白い女の子と少女のいう〝彼女〟がたがいに影響しあっている。

　しかも、それは、そのふたりの〝彼女〟だけじゃないかもしれない。

「もう存在しないはずのわたしが此こ処こに存在しているのも影えい響きようの一部……まだ名前を返していないせい……」

　また、少女がつぶやいた。少女はあまり表情が変わらず、感情の変化が伝わってこなかったが、今だけ少し感傷的に見える。

　そう見えたのはもしかすると、みんなが同じような気持ちで、同じような表情をしていたからかもしれない。

　思い出していた。

　花びらが舞まい散るように踊りながら魂を天国へと運ぶ死神。

　人の命を奪うばうとき、人の代わりに涙を流す変わり者の真まっ白い死神の女の子。

　生きていると分かれ道に出で逢あうことがある。そのとき、どちらに行けばいいんだろうか。と迷うとき、

「あなたが選えらべばそれがあなたの道になるから」

　そう言って、背中を押す。

　迷って、うしろを振り返って、進もうか戻ろうか、考えている。

「うしろを振り返るのは悪いことじゃない。あなたが歩いてきた道だから。戻っても進んでもそれはあなたの道なんだよ」

　そう言って、ほんの少しの勇気をくれる。

　一歩を踏み出すチカラ。

　それは、言葉じゃないかもしれない。

　真っ白い死神は、姿を見せないかもしれない。

　でも、そっと、傍そばにいて、見守っている。

　変わり者の死神。

　真っ白い女の子。

　誰だれも知らない。

　誰の傍にでもいる。




　──が、




　ひとりだけ、さっきからみんなの輪わに入ってこない……。

「…………なんで!?」

　エコだけはみんなと違っていた。

「あたし、逢ったことないんだけど……？　いや、あの、ちょっとは話は聴きいたことがあるんだけど、お姉ねえちゃんと逢わせてくれたって……」

　みんなは、直接やぼんやりと真まっ白い死神に逢あっているっぽいが、エコだけは、逢ったことがない。

　あたしだけ仲間はずれ？

　場違い？

　ひとりだけ、空気読めなくなってるみたいじゃん！

　む、むしろ、あたしだけが間違ってここにきちゃってるっ!?

　不安一杯だった。

　エコのあまりの困こん惑わくっぷりに、同じソファのとなりにいるセイゴが、

「しっかりしろよ」

　と肩のあたりをぽんぽん叩たたいた。いつも生徒に接するときのように何気なくのつもりだった。が、その瞬しゆん間かん、







　───リン。







「──……っ!?」

　ビクン、とエコが身体からだを跳はねさせた。

「お、おい……っ」

　セイゴがぎょっとして声をかけるが反応がない。

　エコは、焦点の合わない遠くを見ているように固まって、数秒間呼吸もしていなかった。

「エコさん……？」

「エコちゃん」

　ミツミとクロエが心配して声をかける。と、ようやくエコがちいさく反応をしめした。

「……ごめんなさい」

　としかし、いきなり謝しや罪ざいした。

　きょとんとなって、セイゴ、ミツミ、クロエは、顔を見あわせる。

「……せ……セイゴさんの……想おもい出で……」

「お、オレか？」

「ごめんなさい。あたし、見ちゃった……」

　そう言うエコの瞳ひとみに、大粒の涙が溢あふれはじめた。それから、「どうしよう」と「ごめんなさい」を繰くり返すばかり。

「どうしたんだよ」

　やさしくセイゴは声をかけた。手を伸ばし、そっと頭にふれようとする。だが、

「……だ、ダメ！　また、勝手に想おもい出でを見ちゃったら……」

　エコがそれを拒こばんだ。まだ、涙が溢あふれている。

「だから、どうしたんだって」

　先生だからというワケではなく、ひとりの人間として、オトナとして、セイゴは、エコに接する。エコは、セイゴのやさしい声に少し動どう揺ようがおさまってきたのか、

「……ごめんなさい。……今、セイゴさんの想い出が……あたしの中に流れこんできて……」

「どういう──」

　──ことだろうかと、セイゴは、散ざん切ぎりボブの少女を見た。

「判わからない。でも、〝彼女〟の影えい響きようかもしれない。想いと想いが共鳴して、それが一方に流れこんできた。此こ処こは記き憶おくと想いで出で来きているから」

　少女の言葉に、セイゴはなるほどと納なつ得とくした。それから、

「いいよ、べつに」

　エコの頭をそっと撫なでた。

「……えっ？」

　困こん惑わくするエコ。

「だから、いいんだって。想い出くらい。いや、ちょっと恥はずかしいけどな」

　照れたように、でも、ひどくやさしくセイゴは笑った。

「で、でも、あ、あの、七星ナナセさんとか、アズリちゃんとか、あっ、勝手に……ごめんなさいっ！」

　自分がひとの心や想い出に土足で踏み入ってしまったような罪悪感がエコに芽め生ばえる。

　エコが見てしまったのは、セイゴの想い出だ。

　過去のこと。

　たいせつなたいせつな記憶。

〝カノジョ〟と過ごした日々。

　失って気づいた想い。

　哀かなしさ。つらさ。重さ。

　絵え描かきになろうと思って、でもそれをあきらめたこと。

　学校の先生になったこと。

　昔の自分と同じような、哀しい瞳ひとみの色をした、女の子。

　その子といっしょに作った雪だるま。

　笑え顔がお。

　たくさんの笑顔。

　しあわせそうな笑顔。

「いいんだ」

　セイゴは微笑ほほえんでいた。

「ほら、オレたち『他人』じゃないだろう、もう」

　そう言って。

「──あ、あのっ！　わ、私もそう思います」

　ミツミだ。いきなり立ち上がった。

「し、失礼しますっ」

　エコの手をがっしりとにぎる。

「ちょ、ちょっと、え？　え？」

　セイゴのときみたいな反応はなかったが、エコはミツミを見つめ、目を丸くした。

「私の想おもい出でも見てくださって大丈夫ですっ」

「な、なんで？」

「いえ、あの、その……なんというか、こういうときは持ちつ持たれつといいませんか……っ？」

　ミツミはほとんど考えずにエコの手をにぎっていたから、自分で自分の行動を説明できなかった。そうしなくちゃいけないと思った。

「じゃあ、アタシもーっ」

　可愛かわいらしい笑え顔がおを浮かべ、エコとミツミの手にクロエが触れる。

「アタシも見てもいいよ」

「クロエちゃん……っ」

　ふたりを見る。

　すると、

「わたしのモノでよけば、見せてもいい」

　散ざん切ぎりボブの少女が、真まっ直すぐな瞳ひとみでこっちを見ていた。

　まるで冗じよう談だんを言われているみたいだったけど、冗談じゃないんだと判わかった。

　涙がまた溢あふれてきた。でも、

　今度は、うれしい涙だ。

　みんなの顔がぼやけて見えなくなったけど、

「ありがとう……みんなっ」

　涙で顔をぐしゃぐしゃにして、エコは、笑った。

　エコが触れてしまったセイゴの想い出。

　それは簡かん単たんに触れてしまってはいけないものだったはずだ。

　みんなそれぞれに触れられたくない、触れてほしくない記き憶おくがある。

　それは傷跡や、いまだに癒いえない傷のようなものかもしれない。

「痛みのない記憶なんてないんだよ」

　セイゴが言う。

　どうしてだろう。

　たいせつなものは失なくなってしまう。

　たいせつなものは、失くしてから、それがたいせつだったと気づく。

　でも、また、たいせつのものを手にする。

　出で逢あいだったり、想おもい出でだったり、恋だったり、愛だったり、カタチのあるモノ、ないモノ。

「それでも今を生きたいと思う」

　此こ処こにいるみんな、そうだ。

　そう、願ねがっている。

　だから、此処から出ようとしている。

　たいせつなひとたちがいる、たいせつな場所へ戻るために。

「ありがとな、泣いてくれて」

　セイゴは、エコの髪を撫なでた。

　いつか、〝姫〟にもこうしたんだった。

　と、エコは涙をぐい、とぬぐいセイゴにそれからみんなに目を向ける。

「あたし、セイゴさんの想い出の中で、真まっ白い女の子を見た」

　おっせかいな真っ白い死神。

　昔、話を聞いて自分の中で想像していた真っ白い存在は、まるで天使のようだった。

　想い出の中で見た真っ白い女の子も、花のようで、やっぱり天使みたいだ、って思った。

　そして、もうひとつ、

　──思い出したことがある。

　この病院でのことだ。

「あたし、最初にこの病院へきたとき、不ふ思し議ぎなうさぎに逢ったの」

「うさぎさん、ですか？」

　病院にうさぎと聞いて、ミツミは首をかしげる。しかし、此処は普通じゃない。もしかするとそのうさぎは何か意味があるのかもしれないとすぐに考えを改めた。

　そう、エコがあのとき見たのは、

「あたしもなんでうさぎが病院にって思って。そのうさぎを追いかけたら……その先に」

　病室があった。

　ぽつんとひとつ。

　病室の番号と、入院している患者の名前を記したプレートは、空間が壊こわれたようになっていて確かく認にんできなかった。

　その、ドアを開ける。

　そこに、

「真まっ白い女の子と、そっくりな女の子がいたの」

　一いつ瞬しゆんだけだった。

　見間違いや勘違いじゃない。エコの中で、はっきりとした感触があった。

　それは、天使のような女の子だった。

「……あ、その病室、オレも行ったかも……！」

　セイゴも思い出した。

　名前のプレートのところが空間ごと損傷していた。

　かつて、カノジョが入院していた部へ屋やにそっくりな場所。

　今、何かがつながった気がした。

「そこに、何かヒント、……もしくは、答えがあるかもしれませんね」

　ミツミが言うと、クロエが、

「じゃあ、そのまっしろいコにそっくりのコをさがそっ」

　いきおいよくソファから立ち上がる。ていうか、ソファの上に立ち上がった。

　ぱたぱたと暴あばれるので、スカートがふわふわして、

「く、クロエさん……っ！」

　下着が見えそうになるのを、ミツミがあわててクロエのスカートを手で押さえた。

　クロエとミツミのほのぼのとしたやりとりに、こんなときなのに、微笑ほほえましくなった。

　が、

　が、しかし、

　だが、しかし、

　気がゆるんだおかげかなんなのか、うすうす気づいていたのか、とにかく、

　それに、気づいてしまった。

「……でも、どうやって、〝彼女〟のところまでいくの？」

　エコが呆ぼう然ぜんとしていた。

　うさぎを追っかけてたまたま病室まできた。でも、ドアを開けても、また何ど処こかへべつの場所へ移動してしまったら、意味がない。

　かといってドアをむやみやたらとあければ、その病室に行けるというのか。

「──それしかない」

　散ざん切ぎりボブの少女は言った。

「此こ処こは〝彼女〟の見ている夢のようなモノ。このままでは、それが永遠につづく。もしくは、本当の世界に影えい響きようをおよぼしはじめる。世界は混乱して、混乱したままそれが正解なのだと思いこんだら、世界は二度と戻らない。世界が本当の姿を取り戻すカギは、ここにいる──みんな。〝彼女〟の〝想いカケラ〟を持っている」

「……マジでか……っ」

　セイゴがうなる。声には出さないだけで、みんな同じ気持ちだった。

　ここにきて、とんでもない事実を知らされたような気がした。

　このままだと、もとの世界に戻れないどころか、もとの世界まで、こんなへんてこりんな場所になる可能性もある。

　今、みんながいる広い待合室には、ほかにも人がいる。でも、このひとたちはおそらく自分たちがおかしなことに巻きこまれているとは気づいていない幻げん影えいのようなモノだ。

　たとえ、複ふく数すうの〝彼女〟たちが作りだした幻まぼろしだとしても、このままでいいとは思えない。

　想おもい出では、ひとを強くしたり弱くしたりする。

　哀かなしい記き憶おくや、うれしい記憶。

　思い出したくない過去。

　忘れたくない過去。

　エコも、セイゴも、ミツミも、クロエも、たいせつなひとを失った。

　けど、想い出の中にちゃんといる。

　思い出せる。

　笑え顔がおとその声を。

　だから、今、生きられる。

　ひとは、想い出の中だけでは生きられない。

　だから、今を生きる。

　ここが、夢のような、想い出のカケラで出で来きたモノならば、

「〝彼女〟に逢あって、目覚めをうながす」

　そうすれば、もとに戻るかもしれない。

「ドアを開けつづける」

　少女は、立ち上がった。

　どうやら、それしかないみたいだ。

　単純だけど、

「けっこー、骨なんだよなぁ……」

　この待合室までに、エコはさんざんドアを開けまくって、いろんなところに飛ばされてきた。

「でも、やるしかないんだろ」

　ソファから立ち上がりセイゴが訊たずねると、もうすっかり聞きなれた短い科白せりふが返ってきた。

「そう」

　少女がうなずいた。

「よし、やるかー」

　エコがおっきく伸びをしながら、立ち上がる。

「はいっ」

　ミツミもつづいた。

「よーし、やってやれだっ！」

　元気よく、なんだかたのしそうに見えるクロエが、ぴょこんとソファから飛び降りる。

　最後に、散ざん切ぎりボブの少女は、

「想おもって、〝たいせつ〟なものを……」

　そう言った。




　　　　♪




　いつか、失なくしてしまったモノは、なんだっただろう。

　いつか、欲しかったモノは、なんだっただろう。

　思い出せるのに、

　思い出せない。

　いつか、忘れてしまう。

　そうやって、何事もなかったかのように日々を過ごしている。

　ふと、立ち止まって思い出すことがある。

　失くしてしまったもののたいせつさや、忘れてしまったことの大きさに。

　たくさん、想い出が増えていく。

　たくさん、たいせつは増えていく。

　それは、両腕に抱えきれずに、溢あふれてしまうくらいに。

　抱えきれなくなったものを、そこに捨てていくのか、

　それでも拾い集めて、抱えていくのか、

　決めるのは、自分だ。

　自分自身。

　いつか、向こうに置いてきた弱虫の自分が言う。

「ハローハロー、いつか逢あったね。ずっと、キミを見ていたよ」

　忘れていただけなんだ。

　強くても、弱くても、それは自分自身なのだと。

　いつか、失くしてしまったのは、自分だった。

　いつか、欲しかったのは、強い自分だった。

　思い出せるのに、思い出さなかった。

　忘れたかった。

　そうやって、手にした〝たいせつ〟に気づいて、愕がく然ぜんとする。

　だって、両腕に抱えきれなかったほどのたいせつは、いつか何もかも失くしていたんだから。

　今、生きている。

　実感。

　感覚。

　透明な感情。

〝たいせつ〟は、失なくしてから気づく。

「でも、忘れないで」

　弱虫の自分が言う。




　たいせつは、手を伸ばせば触れられるはずなんだ。いつだって。




　　　　♪




　病室のベッドの上、半身を起こした女の子は、窓の外に目を向けていた。

「何も変わらないんだね」

　ぽつり、ため息のようにこぼす。

　と、

「変わらないよ。そりゃ、そのためにいろいろとさ……」

　可愛かわいらしい男の子の声が、女の子に言った。

　言葉にできない喪そう失しつ感かんがそこにはあった。失くしたモノが大きすぎる。そのことを知ってか知らずか、世界は平へい穏おくで吞のん々のんとしている。もうずっと、その身を斜陽に染そめようとしていた。

「もうずっとぉ……？」

「どうしたの？」

　さっきまでずっと女の子のちいさな唇が吐き出すのは、ため息のような科白せりふばかりだった。けれど、いきなり口く調ちようが変わった。男の子の声は、自分が女の子の『不ふ機き嫌げんスイッチ』を押してしまったんではないだろうか、と焦あせる。

「おかしくない？」

　女の子は言う。

「な…なにが？」

　ちょいビクビクしながら男の子の声が訊きいた。

「気づかない？」

「え……っとぉ、アレかなぁ……きょ、今日きようもアレだねぇ……」

　まったく見当がつかない男の子の声はごまかして、窓の外を見た。

　で、外の様よう子すがなにかしらおかしいことにようやく気づいた。

「いくらなんでも、夕暮れ長すぎじゃね？」

　幼くも整ととのった容姿をした女の子の口から飛び出るには、少し荒い口く調ちよう。しかし、その言葉は確たしかだ。

「……なんで……さっきからずっと夕焼けのまま……」

　男の子の声が窓ガラスに張りつく。

　こんなおかしなことがずっとつづいていたとしたら、どうして気づけなかった？

　まさか、何か悪意の中に巻きこまれてしまっている？

　けど、そんな気け配はいもなかった。直接的な悪意はない。

「も、もう、全部終わったんじゃ……っ」

　男の子の声は、震ふるえていた。

　しかしすぐに、これが自分たちに向けられた悪意の結果じゃないと判わかった。

「──なに？」

　女の子が何かを感じ取った。

「ど、どうしたのっ」

「シぃッ！」

　伸ばした手のひらで女の子は、男の子の声をふさいだ。

「なんか言ってる？」

「もがもがもがもがもがもがっ!?（何が何を言ってるの!?）」

「だから、うっさいってば！」

「もがっ！（はいっ！）」

　最初、ただの耳鳴りだと思った。それは違う──声だ。

　誰だれかに、自分に呼びかける声。

　しかも、そのオトナびているのに子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイスは、自分の声によく似ている。

　そして、それに気づいて、女の子の困こん惑わくが音に鳴った。唇からこぼれ落ちる。

「……コレ……──あたしだ……」

　それは、自分自身だった。

　でも、違う。

　もうひとりのべつの自分。

　生まれてきたときからいっしょだった双ふた子ごの姉妹とは違う、もうひとりのべつの自分。

　それは、自分自身だ。

　でも、違っていた。







　──あなたは、誰？







　自分と自分が、自分に訊たずねた。




　　　　♪




　はぐれないように、みんなで手をつないだ。




　ドアを開くと、また、べつの場所に出た。

　用具入れの中だと思ったら、次は手術室。誰だれもいなかったからよかったけど、これが術中だったらどうなっていたことか。

　真まっ暗の手術室を手て探さぐりでドアを見つけて開くと、次は外科の診察室で、その次が小児科の診察室で、その次が、ただの廊下。でも、どうやら排気口のドアから出てきたらしく、そのときはさんざんだった。

　なにしろ、排気口のドアは天てん井じよう近くについていた。それはつまり、その高さから降りてきたということで、みんなバタバタと落下。怪け我がしなかったのは、先頭を行っていた唯ゆい一いつの男子の上にみんなが着地できたということで……怪我がなくてよかったよかった……。

　次は、トイレ。女子のトイレ。ひとり男子が混ざっていたので、きゃーきゃー、「息するなー」「目閉じろー」「耳ふさげー」「あーあーあーあー、って言っててー」とか騒さわぎながら、次へ。

　ドアを開けつづけて、どれだけ時間が経たったか判わからない。時間の感覚もなく。本当に時間が過ぎているのかも判らない。窓があるところで外を眺め見ても、雪が降っていたり雨が降っていたり、晴れていたり。晴れているのに雪が降っていたり、たまに、台風がやってきているときもあった。

　また、ドアを開ける。

　更衣室だった。幸い病院の関係者が誰もいなかったが、そこは更衣室。選せん択たく肢しが多すぎる。

　どういうことかといえば、普通に出入り口のドアはある。でもそのほかにもドアがたくさん。

　ロッカーのドア。看かん護ご師しと思われる名前の書かれたプレートが入ったロッカーには、それぞれドアがついている。出入り口のドアを含めて、このうちのどれかが──目的の場所につながっているかもしれない。と考えるだけで、少しためらってしまう。

　もう、どれだけドアを開けたんだっけ？

　それでも、また、ドアを開ける。

　開けつづける。

　そして、また、




　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。

　ドアを開ける。

　また、べつの場所。




　ドアを開けて、

　また、べつの場所へ。

　そんなことを繰くり返した。

　何度も何度も繰り返した。

　何度も何度も何度も何度も……繰り返した。

　どれだけドアを開いても、同じところへ出ることはない。

　それでも、ドアを開いて、また、ドアを開けた。

　病室に出ることも、たくさんあった。そのたびに、一いつ瞬しゆん期待して、次の瞬間には、ため息を喉のどの奥に押し戻すことになる。

〝彼女〟のいる病室じゃない。

　何ど処こだろう。

　何処にいるんだろう。

　本当に此こ処こにいるんだろうか。

　いると思う。信じたい。いてほしい。

　信じよう。だから、また、

　ドアを開く。




　そして、気づいたときには、ひとり、また、ひとり、といなくなっていた。

　しっかりと手をつないで、離はなれないように、離さないようにしてたのに。

　引き裂かれた。

　元気のいい明るい少女、穏おだやかな黒髪で黒縁眼鏡めがねの少女、カーリィなダークブロンドの小型犬のような少女、それから、さんざん助けてくれた不ふ思し議ぎな散ざん切ぎりボブの少女。

　残ったのは、

「……オレ、だけか」

　原はら上かみセイゴは、またドアを開けて、ため息を吞のみこんだ。

　どれくらいたった？

　時と計けいは持ってなかったし、ケータイは美術準備室に置きっぱだった。外の景け色しきで時間が判わかるワケでもない。

　なんでこんなことをしてんのか。忘れそうになる。

　何度も気が遠くなりそうだった。

「みんな、〝彼女〟のところへ行けたか、それとももうもとの場所へ戻ってるのかもな」

　ひとりだけ。

　でも、なんだか心細くもない。

　みんなと手をつないでいたときの感覚が手のひらにまだ残っている。

　想おもいがつながっている気がした。

　だから、ひとりぼっちじゃないんだ。

「フー……」

　浅く呼吸を吐いて、セイゴは、また、ドアに手をかけた。

　どうせ、また知らない何ど処こかへ飛ばされてしまうだろう。

　けど、

「もう、ちょっと楽らつ観かん的てきに考えてみればいいじゃん」

　そんな風ふうに言う〝カノジョ〟の笑う顔が思い浮かんできた。

「んじゃ、まあ、もういっちょいってみますか」

　やけくそみたいに笑って、セイゴはドアを開いた。







　───リン。







　そこは病室だった。

　もう何回目だろうか。

　見なれた、

「──知ってる……っ」

　この病室を知っている。足もとのほうから、震ふるえるように『懐なつかしさ』がわき上がってきた。

　そして、

「……──誰だれ？」

　声がした。

　何をどうしたらいいか判わからなくなった。言葉は喉のどの奥につまって、ぐぅ、と鳴るだけだった。

「セイゴ？　じゃないか、……って、やっぱセイゴ!?」

　驚おどろいたように言って、それから声は、

「アハハハッ、なにその顔っ！」

　大笑いしはじめた。

「……こんな顔で悪かったな」

　喉を嗄からしながら、精一杯強がる。

　本当は、泣いてしまいそうでしかたなかった。

　でも、いつだってそうだった。

　つよがってしまうんだ。

〝カノジョ〟の前では。

「怒って出てったと思ったら、すぐに戻ってきて、どうしたよ、セイちゃん？」

　あのときと同じで、カノジョはコロコロと笑う。

　病室のベッドの上、カノジョはたしかにそこにいた。

　懐なつかしい色と懐かしい温度と懐かしい匂におい。

　懐かしい声と懐かしい笑え顔がお。

　いつかのように、カノジョはクロッキー帳にらくがきをしているその手を止めて、こっちを見ていた。

　これは、幻まぼろしかもしれない。

　そうだ。何度か気が遠くなった。そのときに見た夢だろう。

　それでもいい。

　また、カノジョと逢あえたんだから。

　あのとき言えなかった言葉を──

「んな入り口に突っ立ってないで、ほら」

　そう言いながらカノジョは、ベッドの脇わきを、ぽんぽんっ、と叩たたいた。

　いつかのように。「こっちおいで」という意味。

　カノジョが居なくなって、もう十年近く経たつっていうのに、身体からだは素直に反応してしまう。まるで、飼い主に呼ばれた犬みたくセイゴは、ベッドの脇に置いてあったパイプ椅い子すに近づいていった。

　ここにくるといつも自分が座っていた場所。

　ここに座って、おたがいのスケッチをけなしたり、くだらないお喋しやべりをしたり、何もいわずにただ傍そばにいるだけだったり。

　カノジョとの想おもい出でがたくさんあった。

　こんなにも時間がたったのに、ついさっきもここにいたみたいだ。

「いきなり、老ふけたけど、どうした？　こんな美人にケンカ売っちゃったって、すっごい反省した？」

　カノジョが言う。

「老けたって、これでも学校じゃ一番若いほうなんだよ」

　セイゴは、パイプ椅子に腰を下ろして、カノジョを見た。

　やっぱり、カノジョがそこにいる。手を伸ばせば、すぐに触れられる距きよ離り。でも、セイゴはそれをしなかった。触れたら、全部消えてしまう幻のようで。

「学校？」

「そう、学校。オレとほとんど変わらない先生だって、もう、頭が薄うすら寒いことに……」

「マジでっ？」

「そう、マジで」

「違うって。セイゴ、もしかして先セン生セーなの？」

　カノジョの吸いこまれてしまいそうな瞳ひとみがじっとこっちを見ていた。

「…………うん」

　セイゴは目をそらした。

　恥はずかしさと、さみしさ。

　カノジョは変わらずあのときのまま。自分はあれから歳としを取った。

　夢でカノジョのことを見るときがあっても、自分も同じ高校生だ。

　歳を取っても高校生のまま。それはちょっと恥ずかしいが、夢だから。

　でも、今、セイゴは、今のセイゴ。

　高校を卒業して、美大に進学して、絵え描かきをあきらめた、非ひ常じよう勤きん講こう師しのひとりの男。

　このことをなんて言おう。

　カノジョに言えるんだろうか。

　もう一度、カノジョに逢あえるなら、話したいことがたくさんあった。話さなきゃいけないこともたくさんあったはずだった。なのに──

「アハハハハッ、マジでー。そっかー、先生かぁ」

　コロコロと笑うカノジョ。遠くを見るように、目を細める。そして、何な故ぜかうれしそうに、

「よかったっ」

　と、微笑ほほえんだ。

　やさしく、やわらかく、あったかく、おだやかに。

「あぁ……」

　セイゴが絵描きとして最後に描いた絵のカノジョがそこにいた。

　いつだって、この笑え顔がおに救われてきた。

　この笑顔に助けられた。

　思い出すのは、この笑顔。

　懐なつかしいな。

　そう、思ってセイゴは自分の中にあったひとつの気持ちに気がついた。

　薄うすいカーテンを透すき通って、斜陽が透けてくるカノジョの髪をオレンジに染そめた。

「ほんと、よかった」

　もう一度、カノジョが言った。

「──あたしがいなくなっても、大丈夫そうじゃん」

　カノジョは、今ここにいるセイゴが──カノジョの知っているセイゴの未来だと、どうしてか判わかっていた。

「ゴメンな……」

　セイゴは、つぶやいた。

「なんで、あやまってんの？」

　おかしそうにカノジョは笑う。

「だって、オレだけ……」

　今を生きている。でも、カノジョはあのときのまま。

「違うよ」

　カノジョは手を伸ばす。セイゴに触れようとして、でも、やめた。引っこめた手をベッドの中にもぐりこませた。ぎゅっとにぎりしめる。

「あたし、セイゴに頼ってばっかで、セイゴにムリばっか言ってるし……。もし、セイゴがあたしのこと引きずってたりしたら、どうしようかなって思ってた」

　カノジョは、ずっと自分がいなくなってからのことを考えていた。セイゴのことを。

　もしかすると、そんなカノジョの残された〝想おもい〟がセイゴを此こ処こに呼んだのかもしれない。

「引きずってばっかだよ」

　セイゴは、にこりと微笑ほほえんだ。手は膝ひざの上で、血が滲にじむくらいぎゅっとにぎって。

「いつもおまえのことばっか、思い出すんだ……情なさけなくて自分が嫌いやになる」

「そう……。でも、ちょっとうれしいかな」

　カノジョははにかんで言う。

「思い出してくれてるんだってさ。まあ、想い出の中だけってゆうのは、淋さみしいけど」

　セイゴは、さらに手を強くにぎった。痛みが麻ま痺ひして感覚が失なくなってくる。

　カノジョは自分が死んでしまうことを知っていた。

　それでも、セイゴに笑え顔がおをくれた。今も。

「でも、セイゴ。その──〝指ゆび輪わ〟はもう、外したほうがよくない？」

　カノジョがしている指輪は、セイゴが誕たん生じよう日びに贈おくったものだ。まだ、あたらしい。セイゴの指にもおそろいの指輪、もうずいぶんとくすんで古くなっている。

「指輪してくれてるのは、うれしい……けど、けどさ……もう、忘れてもいいんだよ」

　あたしのこと、忘れてもいいのに。

　そう言って微笑むカノジョの瞳ひとみが潤うるんでいるように見えた。

　いつかも、聴きいた科白せりふだった。

　あのとき、セイゴは「忘れるワケないだろ」と怒ど鳴なってしまった。結局、ケンカになって、セイゴは此処を出ていった。

　たぶん、今は、あのときのつづきだ。

「忘れるワケないだろ」

　また、セイゴは同じ科白を口にした。

　また、カノジョが哀かなしい顔をする。

　でも、今は違う。

　ちゃんと、言おう。

　伝えよう。

　あのとき言えなかった、ことば。

「忘れてない。今もずっと想おもってる」

　本当にそうなんだ。

　引きずってるのかもしれない。まだ、立ち止まってうしろを振り返ってるのかもしれない。

　だけど、

「ちゃんと、受け止められてるんだ……。自分でも驚おどろいてる」

　此こ処こへきたとき、カノジョの顔を見たとき。




　──懐なつかしい。




　と思った。

　カノジョはもう居なくて、セイゴは今を生きている。

　ちゃんと判わかっていたんだ。

　迷ってばかりだけど、うしろを振り返ってばかりだけど、一歩一歩、前へ進んでる。

　セイゴは変わった。

　セイゴは変わらない。

　全部、それは自分。弱いのも、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなのも、迷いまくりなのも。

　それでも、前を向ける。

　懐かしいな、と、うしろを振り返ることができる。

　これは、オレなんだ。

　オレの歩いてきた道なんだ。

「ありがとな」

　セイゴは言った。

　精一杯の笑え顔がおで。

「ううん。あたしのほうがありがと。たくさん想おもいをもらった。たいせつなものばっかだよ」

　カノジョは笑いながら、泣き顔だった。

「セイゴ、もう、指ゆび輪わは外して。うん。さびしいよ、さびしいけど。いいの。どうせ、あたしみたいなイイオンナはなかなかいないだろうしね」

　カノジョの声は、耳の奥に響ひびいて鳴った。

　心のはじっこに触れながら、やさしく、溶けてった。

「ちゃんと誰だれかを好きになって、セイゴ」

「ああ」

　うなずく。

　もう、言葉が出てこない。

　自分は強くない。だから、このままがいいと望んでしまうかもしれない。

　けど、

　もし、神さまがいるとしたら、

　気まぐれに目の前に現れて、

「過去と未来、どっちにいきたい？」

　と訊たずねてきたら。

「──どっちもいかない」

　そう、答えるよ。

　キミがいた〝今〟があるから、

　キミがいなくなった〝今〟でも、

〝今〟があるのは、キミがいた世界だから。

　──今を生きるよ。

「もう、いったほうがよくない？」

　カノジョが言った。

「そうだな」

　セイゴはうなずいた。

　もうすぐ、昔の自分が戻ってくるころだ。

　カノジョも判わかってる。いくらケンカしても、セイゴはすぐに反省して戻ってくるんだから。

　いつでもカノジョの笑え顔がおが欲しかった。

　今、カノジョの笑顔に見送られる。

　セイゴは、立ち上がった。

「バイバイ、セイゴ」

「バイバイ、七星ナナセ──」




　ありがとう。




　ドアを開けた。







　───リン。







　そして、また、




　　　　♪




「──あんたで、何人め？　……しかも、どんな顔よ」

　呆あきれた風ふうな明あっ軽い声が、耳に届いてきた。

　とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイスに、ゆっくりと目を開けた。

　そこは、また、病室だった。

　目の前に、女の子がひとり。

　ベッドの上で、半身を起こして黒目がちな瞳ひとみがこっちを見ていた。この子は、あの──

「──おっそーっ」

　そして、ベッドの脇わきからも声がする。

「……あ、あれ？」

　原はら上かみセイゴのぼんやりとする視界に見知った顔が飛びこんでくる。

「もう、みんなきてたよ」

　明るくて面めん倒どう見みのいい子、でもちょっと抜けている少女、宮みや崎ざきエコだ。

「ご無事でよかったです」

　ほっとした表情を見せるのは、長い黒髪と黒縁眼鏡めがねの印象でせっかくの整ととのった顔を隠かくしてしまっている少女、水者なぎさミツミ。それから、そのとなりには、

「とちゅうでいなくなるんだもん」

　心細そうな顔になっている。カーリィなダークブロンドをおでこの上で結んでアンテナみたくひょこひょこさせる、黒くろ崎さきクロエだった。変わらずちっこい。豆みたいだ。

　あと、もうひとりは？　と思いセイゴは、その真まっ白い部へ屋やの中を目で捜さがした。

　ベッドに女の子がいる。

　こっちを見てる。

　その顔は、

「──おおっ！　白いヤツ！」

　天使のようなイメージを抱かせる雰囲気と綺き麗れいな顔立ちの女の子。

　セイゴは興こう奮ふんして声を上げてしまった。

　そうだ。この子だ！

　いつか逢あったあの、真っ白い死神の女の子──

「そんな、似てる？」

　としかし、ベッドの上の女の子は困ったように笑う。

「『咲サヶカ本モトモモ』ちゃんって、いうんだって」

　惚ぼけっとしているセイゴに、ベッドの傍かたわらにいたエコが言った。

「咲サヶカ本モト……モモ？『モモ』って、たしか──」

　あの真まっ白い死神もそう呼ばれていた。

「そうです。けれど、わたしたちが知っている『百モ々モ』さんとは違う方なんですよ」

　ミツミが付け加える。でも何ど処こか寂さびしそうな表情に見えたのは気のせいだろうか。

「でも、似てるよねぇ」

　クロエは、ベッドの傍かたわらに立って女の子の顔をのぞきこむ。

「まあ、そりゃそうかもね。あたしもびっくりしたくらいだし」

　言って、女の子は苦にが笑わらいした。

「真っ白いやつのこと、キミも知ってるのか？」

　訊きいてみてから、セイゴはそれもそうかと思った。

　今回のこんな妙な状況を打破するキーパーソンかもしれないんだ。もうひとりの自分がどうのこうのぐらい認にん識しきしていて当然か。

「そんなとこかな」

　女の子は、思い出すように目を細めた。

　その表情には、ある種の特別な感情がちらりと見えたが、セイゴにはそのすべてが判わかるワケじゃない。表情だけで全部判ったら、学校での生徒の相手の苦労も少なくなりそうだ。セイゴには、「真っ白いやつと、この女の子の間あいだでもしかすると何かあったのかもな」と想像するくらいしかできなかった。

　ほかのみんなはどうなんだろう？　もう、女の子から話を聞いていたりしているんだろうか。

　エコが「遅い」と言っていたから、時間はけっこうあったはずだ。ただ、セイゴがここへ来るまでに必要だった時間と、みんながここに来てセイゴを待っていた時間がイコールだとは限らないだろうが。さすがにもう、此こ処こはそういう場所なんだと理解できている。

　みんなはすっかりうち解けたようにベッドの上の女の子とお喋しやべりをしていた。あまり人見知りのなさそうなエコが話を振ったりしている。おまえは、司会者か。人見知りが激はげしそうなミツミとクロエも、ベッドの上の女の子が『知っている顔』ということもあるのか、ふたりも会話の中に入っていっている。ＭＣエコが話を廻まわすのがうまいのかもだ。

　セイゴはそんな風ふうに自分が『教師のような目め線せん』で女の子たちを見ていることに気がついて、苦笑した。

　視点を変えよう。自分の。女の子に訊きたいこともある。みんながもう訊いていて二度手間かも知れないけど。

　エコ、ミツミ、クロエが女の子のベッドの周囲に椅い子すを並べて座っている。セイゴは、ちょっとあいだを開けて、入り口の近くにパイプ椅子を取って座ろうとした。すると、

「そんなトコじゃなくて、こっちくればいいじゃん」

　ベッドの上の女の子が言った。

　中学生か、ヘタしたら小学生のような無邪気な表情を見せながら女の子は、ぽんぽんっ、とベッドを叩たたく仕し草ぐさをした。まるで〝カノジョ〟みたいなうながされ方に、

「はいはい」

　また苦笑した。美大の友人たちに「おまえはオンナの尻しりに敷しかれるタイプだな」と言われたのを思い出す。

　冗じよう談だんじゃないよ。まったく。そう思いつつ、妙に当てはまったりするところがあって、困る。

　ベッドに近づくと、

「あ、どうぞ」

　とミツミが自分の椅い子すをズラしてスペースをあけてくれた。気づかいに感かん謝しやしつつそのスペースに椅子を置いて、腰を下ろす。

　近くで見るとやはり女の子は、記き憶おくの中にある『真まっ白い死神』にそっくりだった。

　それに、驚おどろくほど、綺き麗れいな顔をしている。真っ白い死神の印象もダブリ、幼いのにオトナっぽい神秘的な雰囲気の女の子だ。

　病院にいる。ということは、病気かなんかだろうか。

「べつに病気とかじゃないよ」

「え？」

　心の中を見み透すかされたみたいで、ドキッとした。じろじろ見つめてしまった視し線せんで判わかったのかもしれないが、つくづく女の子っていうのはなんて勘の鋭するどい生き物だろうかと思う。セイゴが判りやすいだけかもだが。

「ちょっとした怪け我がもありつつ。まあ、検査入院みたいなもんかな。たまには休めっていう上司の粋いきな計らい？」

「上司？　計らい？」

　首をかしげるセイゴに、「ま、あたしのことはあんま気にしないで」と女の子は笑うだけだった。いろいろ突っこんで訊きこうと意気ごんでいたセイゴだったが、牙きばか毒を抜かれたみたいになってしまう。そのまま、しばし、歳としごろの少女たちのきゃいきゃいした会話を傍かたわらで聞いているだけになった。

「……学校にいるのと何にも変わらないな……」

　今自分がおかしなことに巻きこまれていることも忘れそうになる。

　本当に、此こ処こにきたことに意味なんてあったんだろうか。

　窓の外を何気なく見た。病室の照明が反射して、間まの抜けた顔した自分セイゴの顔がガラス窓に映っていた。外が暗くなりはじめている。

「そと、くらくなってるねー」

　同じように、外に目を向けていたクロエが言った。

「──やべっ！」

　と、慌あわてたのは、ベッドの上の女の子。

「どうかしたの？」

　すっかり馴な染じんで、ベッドにぺたんと身をあずけていたエコが顔をあげる。

「のんびりしすぎてたーっ！」

　うっかりしてたとばかりに、女の子は自分の花きや車しやな指でひたいをぺしっと打った。

「みんな、もう行かなきゃ」

　そして、そんなことを言う。

「どういうこと？」

　クロエがおでこの上で結んだアンテナをひょこひょこさせる。

「さっきまで、窓の外は夕暮れがずっとつづいてたの。でも、今、陽ひが暮れようとしてる」

　ベッドの上の女の子は言う。

「そうなのか？」

　一番最後にきたセイゴはそんなところまで把は握あくしてなかった。みんなの顔を見て、訊たずねる。

「さあ……」

「気づかなかったです」

「わかんない」

　としかし、エコ、ミツミ、クロエもおんなじだった。

「とにかくっ！」

　女の子がベッドの上から飛び降りる。入院しているとは思えない。

「さっさとドアを開ける！　そんで、みんなさっさともとの世界へ帰る！」

　話が急すぎる。さっきまでののほほんとしたムードはなんだったんだ。

「それは、あたしがうっかりしてただけ！　今みんながいるこの世界はもう、正常になりはじめてんのっ」

「えーっ！」

　クロエが声を上げる。

「でも、どういうこと？」

　そして、首をかしげる。

「この世界は、みんなのいた世界じゃない。あたしのいた世界でもない。あたしともうひとりのあたしが作り出した夢みたいなもの」

　女の子は、やはり知っていたみたいだ。この世界のこと、もうひとりの自分のこと。

「それが正常になりはじめてるってことは、つまり──いつのまにか解決してたってことか!?」

　セイゴがひとり置いてけぼりなのかと思った。

　しかし、

「え、マジで！」

　エコもびっくりしているところを見ると、そうじゃないらしい。

「説明してる時間もあんまりないから、手短にいうと──ぶっちゃけ、そう。あたしと、もうひとりのあたしでちゃんと話し合ったの」

　女の子があっさりと言う。

　それは望んでいたことだ。歓迎すべきことだ。でも、

「うっわー、なんか今ものすごいことをさらりと言われた気がする……」

「あんだけさんざんあーだこーだやったのっていったい……」

　セイゴとエコだけじゃない、ミツミもクロエも呆あつ気けにとられている。

　ぽっかーん、だ。

「意味はあったよ。みんなが此こ処こにきたこと。ちゃんと、もうひとりのあたしに届いてたんだよ。〝想おもい〟の〝カケラ〟が──つながってるってね。ありがと。ほら、こうやって、あたしともつながったしさっ」

　としかし、女の子が微笑ほほえむ。

　みんな、それだけで、ほっとした。想いが救われた気がした。ここにいる意味も。

「とりあえず、あたしともうひとりのあたしであとはなんとかできるし、そうしなきゃなんないの。あたしの責任でもあるから。みんなは、もう行って。じゃないと、帰れなくなる」

　女の子は言って、セイゴの背中を押した。それにうながされて、みんなも立ち上がる。

「帰るっていっても、どうすればいいの!?　ドアあけたら、また、ひゃーって！」

　視し線せんをキョロキョロさせて、エコはあたふたする。

「エコちゃん、おもかわいっ」

　みんなずっと思っていたが、エコはテンパると、おもしろくてかわいい。けど、今いうことじゃない、クロエ……とも思った。

「どうするかは、簡かん単たん」

　女の子が言った。みんなの視線が集中する。

「〝たいせつ〟なひとのこと想って、ドアを開いて。きっと、戻れるから。その〝想い〟が世界を戻す〝カギ〟にもなる」

　想い。

　みんな想っていたはずだ、願ねがっていたはずだ。

　帰りたいと、けれど、さっきまでは、ダメだった。

「そうじゃない。〝たいせつ〟だけを想うの」

　ドアを開けるとき、不安があったり、ほかの考えがよぎったりしてなかっただろうか。

　もう一度、考えてみる。

　願ってみる。

　想おもってみる。

〝たいせつ〟なひとがいる〝たいせつ〟な場所へ戻りたい。

「ドアを開けて、そんときいっしょに心のドアを開けておくとなおよしっ！」

　冗じよう談だんみたく言って、女の子は微笑ほほえんだ。

　そして、

「ほら、もう行くの！」

　エコ、セイゴ、ミツミ、クロエの手を引っぱり、背中を押した。

　帰れる。でも……。

　みんなの顔に浮かぶ、期待と不安。

　それでも、ドアノブに手を伸ばす。

　帰りたい。

　ドアノブに手をかけた。

「ちょっと、待って」

　としかし、エコが振り向いた。

「そ、そうだよ。あいつは？」

　セイゴも同じ。ミツミも、クロエも。




　──あの、散ざん切ぎりボブの少女は？




「だいじょうぶ、安心して」

　女の子は笑え顔がおだった。

「もう、行ったから」

　と、微笑んでいた。

「も、もう行っちゃったの？」

　エコの表情が期待から不安に変わった。

　たくさん助けてもらったのに。

　散切りボブの少女がいなかったら、みんなここまでくることができなかった。

　不ふ思し議ぎな子だったけれど、それでも、なんとなく──友達になれるような気がした。

　まだ、言っていない言葉がある。

「──逢あえてよかった。ありがとう」

　みんな、はっとして顔を上げた。

　自分たちが心の中に想い描いた言葉。だけど、それを口にしたのは、目の前の女の子だった。

「そんな顔しないで。あの子がそう言ってたんだよ。あたしもそう思う」

「けど、わたしたち、助けてもらってばかりだったのに」

　ミツミも不安と寂さびしさを黒縁眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを滲にじませる。

「ううん」

　でも、女の子は首を振る。

「違う。あの子は〝想おもい出で〟をもらった。短い旅だったけど、楽しかったってさ」

　涙が出そうになる。

　本当に短い時間だった。でも、すごくたいせつな時間だ。

　ありがとう。

「もう、逢あえないのかな……」

　クロエの瞳からぽろぽろと涙がこぼれる。

　ここにいるみんなは、誰だれかと別れるつらさや哀かなしみを知っている。

　大好きなひとを失った。

「それでも、今を生きるなら。また──逢えるよ」

　にっこりと微笑ほほえんだ。そんな女の子の黒目がちな瞳にも、滲む光があった。

　気がした。

「あなたともまた、逢えますか」

　ミツミが訊たずねる。

　みんなにも、また、逢えますか？

　ここでドアを開けたら、もう、逢えないかもしれない。

　もとの場所は、それぞれの場所。

「逢える。信じよう」

　今度は、エコが言った。涙目で微笑んで。

　すぐには逢えないかもしれない。

　逢えるのは、自分じゃない〝もうひとり〟の違う自分かもしれない。

　ここじゃない何ど処こかで。

　世界はひとつじゃない。

　でも、想いは、今此こ処こにあるんだよ。

「行こう」

　クロエが、ドアに瞳を向けた。ぴょこんとアンテナが揺ゆれる。

「はい」

　ミツミが、

「うん」

　エコが、

「じゃあ、行くか」

　セイゴがうなずく。

「バイバイ、またね……いつか、何ど処こかで」

　女の子が手を振る。




　バイバイ。

　またね。

　いつか、

　何処かで逢あおう。







　それぞれが、それぞれのドアを開けようとしている。

〝たいせつ〟なひとのことを想おもう。

　たいせつな場所がある。

　帰ろう。

　あったかな笑え顔がお。

　やさしくなる、キミの声が聴ききたいから。




　ドアを開いた。

　光が満ちていく。

　映画が終わる余よ韻いんに浸ひたるように、やさしい音がリフレインする。

　何処かで聴きいたことのある音だ。

　ああ、そうだ。

　ぼんやり考える。

　散ざん切ぎりボブの少女。

　名前を訊きいてなかった。







　──知ってるよ。







　遠くで、耳の奥で、オトナっぽいのに子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイスが聴こえた気がした。







　那ナ由ユ多タソラ。




　って名前だった。

　でも、それは借り物の名前。

　だから、名前をあげたの。




　ひとつだけの名前。




　いつか、思い出して、




　あの子の名前は──




　　　　♪




　散ざん切ぎりボブの不ふ思し議ぎな少女の短い旅は、終わろうとしていた。




　ずっと夕暮れがつづく世界。

　さびれた遊園地の観かん覧らん車しやのゴンドラは今日きようも廻まわっていた。

「ひさしぶりだね、那ナ由ユ多タソラちゃん」

　ゴンドラの中、待ち人の少年はそう言っておどけた。それは、かつて自分がそう呼ばれていた名前だった。

　ずっと前に、ある少女に名前を貸した。

　それが今日、

「名前を返しにきた」

　対面の席に座る散切りボブの少女が、那由多ソラになった少女が言った。

「なるほどね。どうだった？　って訊きくのもアレかな」

「いえ、ありがとう。あなたの名前のおかげでわたしは存在できた」

「そっか。なんか、キミ変わったんじゃない？」

「そう……」

「うん、そうだよ」

　と、少年は微笑ほほえんだ。

　きっと、たくさんの時間と日々をすごしたんだろう。

　きっと、たくさんの想おもい出でができたんだろう。

　きっと、たくさんの〝たいせつ〟を手にしたんだろう。

　たのしいことがあって、つらいことがあって、やさしいことがあって、かなしいことがあって、さみしいことがあって、うれしいことがあって。

　人ひ間ととして存在するというのは、そういうことだ。

　今はもう自分にはできないことだ。だから、この少女に『名前』を貸した。自分の代わりに世界を見てきてほしくて。今は何ど処こにもない自分の名前を誰だれかに知ってほしくて。

「でも、もう名前は必要ないんだね」

　少年が訊たずねる。

「そう」

　向かいの席に座る散ざん切ぎりボブの少女がこくんとうなずいた。

「よかったね」

　少年が笑う。

「ありがとう」

　那ナ由ユ多タソラだった少女はちいさく礼を言った。

　名前は、存在を示す大きなものだ。名前は存在を象しよう徴ちようする。それがあればずっと存在できるということにもなる。どの世界でもその存在はその名前を持つ。それほど意味のあるもの。

　少女は、本当の自分の名前を手にした。

　また、べつの世界でも、存在できる。

　だから、此こ処こへきた。この永遠に夕暮れのつづくさびれた遊園地へ。

　名前は必要ない。本当の名前があるから。

「じゃあ、キミの名前を教えてくれる？」

　すると、少女はちいさな唇をゆっくりと開いた。




　少女はもういなかった。

　その世界にはもういない。

　けど、

　いつか、ドアを開けたんだ。

　世界が広がっていた。

　あたらしい世界。

　べつの世界で、また逢あおう。




　散切りボブの少女の短い旅は終わった。

　それは、はじまりだった。

　長い旅路へとつづくはじまりだった。







　そこは何もない場所だった。

　陽ひ射ざしが強く枯れた大地に忍耐強い木や草が申もうし訳わけ程度に生はえている。

　幼い少女がひとり。

　以前の自分じゃない気がした。




　──自分は誰だれなんだろう？




　姿はずっと幼くなった。記き憶おくも曖あい昧まいだ。

　存在しないはずの世界に存在しないはずの自分が長く居た影えい響きようかもしれない。そんなことを考えていたがいずれそれも忘れてしまうだろう。そんな気がした。

　白いワンピースに散ざん切ぎりボブの少女は、裸足はだしで枯れた地面の上を歩いていく。

　また、何もなくなった。

　いや、自分は何を持っていたんだっけ？

　忘れた。

　でも、覚えていることがある。

　たったひとつ、思い出せる。

〝たいせつ〟なひとにもらったモノ。〝たいせつ〟な自分だけのモノ。

　遠くのほうで、土煙が上がっている。やや遅れて乾いた音と豪ごう快かいな音が風に乗って聴きこえてきた。

　音が近づいてくる。

　それが、こんな場所でぽつんとひとり裸足で歩く散切りボブの少女を見つけた。

　大きな身体からだの四よん輪りん駆く動どう車しやだ。ドアが開いて中から若い男性が降りてきた。

「こんなとこで、どうした？」

　現地の言葉で話しかけてくる。

　少女の目はうつろで、このときにはもうほとんど何も思い出せなかった。それでもまだ覚えていた。それだけは。

「えーっと、俺おれは、ニホンって国。すっげー遠いところからきた医者な、医者。ミズタっていうんだけど。言葉、判わかるか？」

　男が訊きくが、少女から反応はなかった。

「ここらの子供じゃないのか……にしても、名前くらい判れば……」

　男がつぶやく。現地の言葉じゃなくて、男の母国語らしい。

　ああ、聴いたことがある。

　なまえ。

　名前だ。

　たったひとつ、たいせつなもの。

　たいせつなひとにもらった。

　それは、名前だった。




「──マシロ」




　少女は嗄かれた喉のどを鳴らして、それを音にした。

　それは、

　少女の、名前だった。







　いつか、ドアを開けた。

　さようならを言うために。

　オトナびているのに子供っぽい女の子へ。










「わたしには何もない」

　少女がそう言うと、

「想おもい出でがある」

　不思議なウイスパー響きの声ヴオイスが鳴った。

「……想い出」

「そうだよ。あたしたちといっしょにいたじゃん。あたしの中にもちゃんとある。あんたの中にもちゃんとあるよね」

「そうか……」

「それに、名前だってあるじゃん」

「違う。この名前は借り物だ」

「なら、名前をあげる」

「……？」

「あなたに似合う名前」




〝真まっ白しろ〟が綺き麗れいだって言ってくれた。

　雪の〝真っ白〟に見み惚とれてた。

　何にも染そまってないあなたのココロみたいな〝真っ白〟に触れた。

　この名前はあなたによく似合うと思う。

　べつの世界に行ってしまっても、また逢あえるよ。

　べつの世界のあたしが、あなたを見つけるから。

　ぜったい。

　この名前が、あたしをあなたのところへ連れていってくれる。




「ありがとう。あなたにたくさんの〝たいせつ〟をもらった」

　想おもい出でも、時間も、友達も、仲間も、気持ちも、想いも、そして、名前も。

　もう、十分だ。

　だから、




「バイバイ、モモ」

「バイバイ、──真マ白シロ」




　さようならと、手を振った。

　また逢えると、キミが笑った。




　　　　♪




　黒くろ崎さきクロエが気がつくと、そこは病院だった。

　カーリィなダークブロンドをおでこの上で結んだアンテナをひょこひょこさせる。

　青みがかった大きな瞳ひとみをくるくるしながら、何度も瞬まばたきした。

「はい、黒崎さんねー。どうですか、調ちよう子しはよくなりましたか？」

　ハゲ散らかした太っちょの町医者がにこやかな笑え顔がおでクロエに訊たずねてくる。

　診察室だ。先日、風か邪ぜを診みてもらったお医者さん。

　ぱちぱち瞬きをした。

　あれ？

「はい、座ってくださーい」

　と言われ、丸い椅い子すに腰をおろし、瞬きを繰くり返しているあいだに問診と診察を受け、

「じゃあ、またお薬出しておきますね」

　クロエは、診察室を出た。

　ドアを開けると、待合室。

　でも、あそこじゃない。

「診察終わったのか？　どうだった？」

　そこには、〝彼〟がやさしげな笑え顔がおを浮かべていた。

　ああ、そうか。

　アタシ、戻ってきたんだ。

「…………ん！」

「お、おい、どうしたんだよ？」

　ひどく戸と惑まどって困っていたけど、クロエは、〝彼〟に思いっきり抱きついていた。

　ぎゅっ、とした。

　そうしたくてしょうがなかったんだもん。

「ただいまっ、マコトくんっ」

　クロエは伸ばした手から、身体からだから、〝彼〟のあったかさを感じた。

「なんか判わかんないけど……、おかえり、クロエ」

　名前を呼んでくれる。

　その声と、ぬくもりだけで、いいんだ。

　それだけで、ここにいる理由になる。

　帰ってきたよ。

　こんなにもたいせつだと気づいた。

　ここにいること。

　誰だれかがいっしょにいてくれること。

　それが、全部、しあわせだってことに。

「ありがとう、マコトくん。いっしょにいてくれて」

「そんなことか、あたりまえだろ」

　言って、〝彼〟は微笑ほほえんでいた。




　　　　♪




　水者なざきミツミは、ケータイが鳴る音で気がついた。

　キョロキョロとあたりを見み廻まわして、鳴っているのが自分のケータイだったと思い出した。あわてて、受話ボタンを押す。

「先せん輩ぱい？　今、大丈夫ですか？　もしかして、お見み舞まいの最中でした？」

　声が聴きこえた。

〝カレ〟の声だ。

「はい」

　ミツミは、手が震ふるえるほどにうれしかった。

　身体からだが震ふるえるほどに、愛いとおしいと思えた。

　ココロがやさしい気持ちで満たされていく。

　ああ、ここに戻ってきたんだ。

　通話を終えて、ボタンを押す。

「今日きようはいつもより早く行ってますね」

　とそれだけの用事だった。メールでもよかったのにと思ったが、

「声が聴きけてうれしかった」

　本当は大きな声で、そう言いたかった。

「はぁ」

　ため息じゃなくて、呼吸だ。

　ここにいるよと、自分自身が教えてくれる合図だ。

　ミツミは振り返り、ドアを開けた。

　病室のベッドの上で、お手て伝つだいさんが笑っていた。

「お嬢じようさま、いってらっしゃいませ」

　そう言って。

「ありがとう。行ってきます」

　それから、ミツミは病院を出た。

〝カレ〟や友達のいるいつもの海岸だ。

　電話の通り、〝カレ〟がいて、友達、仲間がいて、いつものようにビデオカメラを廻まわし、いつもの撮さつ影えいをはじめていた。

　さわがしくて、やさしくて、おだやかで、たのしくて、しあわせな時間がそこにある。

　だいすきなひとや、たいせつな場所がこんなにたくさん。

　これが普通の毎日だ。

　ミツミのいる場所。

　でも、夕暮れになるとどうしようもなくさみしくなった。

　あの病院での不ふ思し議ぎな体たい験けんを思い出す。

　いつか、ひとりになってしまったとき、

「友達になってほしい」

　と、ミツミがお願ねがいをしてしまった、真まっ白い死神の女の子がいた。

　その願いを叶かなえて、真っ白い死神は、ミツミの前からいなくなった。

　ミツミには、カレやカレの友達に、親友がいてくれる。

　今日、いえ、あの病院で、真っ白い死神にそっくりな女の子に逢あった。

　夕暮れの病室で笑う女の子は、ぜんぜん別人の、でも同じひと。

　もう、逢えない。

　判わかってる。

「……さようなら……バイバイ……」

　ミツミはひとり、夕ゆう凪なぎに向かってつぶやいた。

　視し線せんの先に、風にたゆたうひとひらの花びらが空に舞まっていた。

　光をまといながら、真まっ白い花びら。

　舞っていた。

「先せん輩ぱいっ、どうしたんですか？」

〝カレ〟が心配そうな顔をして傍かたわらに立っていた。ミツミが向こうに置きっぱなしにしていた陽ひ傘がさを手にしている。夕暮れでもまだ強い陽ひ射ざしを避けるために持ってきてくれたみたいだ。

　女の子みたいな綺き麗れいな顔の〝カレ〟は、不安そうにミツミの顔をのぞきこんでくる。

　波なみ打うち際ぎわで、素す足あしを濡ぬらしぼんやりとしていたミツミを心配してくれたのかもしれない。

「見ていました」

　ミツミは言った。

「見ていた……って、なにをです？」

〝カレ〟が訊たずねる。

　ここにはたいせつなものがある。

　ここにはたいせつなひとがいる。

　やさしい〝カレ〟の顔を見ていたら、急に、涙が出そうになってきた。だから、ミツミは、ごまかすように、黒縁眼鏡めがねに手をやって、

「秘密ですっ」

　笑うことにした。

　ここは、笑え顔がおの場所だから。

〝カレ〟のいる場所だから。

　たいせつがいっぱいあるんだよ。

　ねえ、

　ここが帰る場所。




　　　　♪




「──セイゴくん？」

「あ、おう、入れ入れ」

　古い美術準備室のドアが開く、というより外れると、目の前に、歳としのわりにオトナびた雰囲気の──〝姫アイツ〟がセイゴを見上げていた。

「失礼します」

　一応、ここが聖せい職しよく者しやの詰め所だということを理解している風ふうに、姫はそう言ってから中へと入った。この姫さまがセイゴのことを教師だと思っているのかはべつだ。

　姫はするすると中に入ってきて、さっきペンタブやヘッドフォンのケーブルを引っかけてあたふたした椅い子すに腰をおろした。セイゴは、学校でおなじみのひんやりとした椅子に座る。まあ、いつものこと。

「なにかしら、コレ？」

　とケーブル類が絡からまったヘッドフォンペンタブに目をやる。それからデスクの重じゆう鎮ちん、液晶モニターの脇わきに置いたスノウドームに何気なく手をやった。

　くるり、とひっくり返し、また、もとに戻す。

　水の中のちいさな街に雪が降りはじめる。

　いつもとおんなじだ。

　帰ってきたのか。

「雪、降らないね、まだ……」

　姫が言う。

「そうだな。てか、雪好きだっけか？」

　セイゴが訊たずねると、

「ううん、好きじゃない」

　首を左右に振った。

　そうだった。姫の両親は大雪の日に事故で亡くなっていたんだ。

　うぉー、オレ、軽率！

「でも、好き」

　としかし、姫は微笑ほほえんだ。

「だって、たいせつな想おもい出でもあるもん」

　その視し線せんはセイゴのほうに向けられていた。

　オレの？　オレと？　オレも？　想い出？

「忘れてるでしょ」

　じとー、っと姫の視線が疑うたぐりに変わった。

「い、いや、忘れて……ない」

　ああ。

　そういや、そうだよな。

　セイゴと、お姫さまの本当の、出で逢あいの日。

　遊園地といびつなカタチの雪だるま。

　あの真まっ白い女の子に逢ったのもその日だった。

　世話になってたみたいだな、あの死神とかいうのに……。

「なんだかなぁ……」

　セイゴは、苦にが笑わらいした。

「コーヒーかお茶ちやでも淹いれる？」

　そう言って立ち上がると、すっかりなれている姫はお茶類がならんだ棚たなに近づいた。勝手に持ちこんだ古いストーブの上では、ヤカンがスタンバイ。ああ、便利。

「んじゃ、コーヒーでもお願ねがいするよ。悪いな」

「いえいえ」

　なんだか、いいな。

　と思った。

　こういう時間もすごくたいせつな気がする。

　生徒たちがいて、お姫さまのような少女がいる。

『先生』という職しよく業ぎようが向いてるのか、向いてないのかやっぱりまだ判わからない。自分では向いてないと思っているんだけど。

　もう少し、子供たちの成長を見届けてからでもいいような気がする。

　考えよう。

　迷ってみよう。

「──アズリ」

　セイゴは、お姫さまの名前を呼んだ。

「ん？　なに？」

　ひいたコーヒー豆をスプーンですくっていた姫が顔を上げる。

「なんかそうしてると、主婦みたいだな」

　そんな冗じよう談だんを言うと、姫は真まに受けてしまったのか、

「そ、そんな──ッ!?」

　めずらしく慌あわてて、吐いた息でスプーンに盛ったコーヒー豆をあたりにまき散らした。真ま面じ目めな子だ。からかうんじゃなかったかな、と反省するが、ちょっと背伸びをしたところのある姫が、等身大の女の子に見えて微笑ほほえましかった。

「なにやってんだよ、アズリ」

「せ、セイゴくんがいきなりへんなこというからでしょうっ」

　ぱたぱたと、ホウキを取りに行く姫。

　セイゴは、そんなちいさなうしろ姿にささやいた。

「ありがとう」




　そっと、右手の指ゆび輪わをはずしてみた。

　ありがとう。

〝キミ〟と出で逢あえて、よかった。




　　　　♪




　宮みや崎ざきエコは、気がつくと、病院の診察室にいた。

「あれ？」

　と首をかしげているあいだに、流れ作業のように「はいどうぞ」と生き真ま面じ目めそうな医者に椅い子すに座らされ、「骨には異常ないみたいですね。ただの打ち身ですよ」と言われ、

「あれ？」

　と首をかしげているあいだに、待合室に戻ってきていた。

「あれれ？」

　と首をかしげながら、待合室の背もたれのないソファにどかっと腰を下ろした。

「どうだった？」

　となりに座る彼が訊きいてきた。

「ああ……うん、たいしたことないって、しっぷもらった……笑われたよ……」

「なら、よかった」

　ぽんぽん、とまるで自分が歳とし上うえみたく彼はエコの頭を撫なでる。逢ったときはエコのほうが高かった身長もすっかり追い抜かれた。ちょっとくらい身長が高くなったからって、いい気になるなよぉ？　お医者さんのあの笑えみは「そんな怪け我がでうちにくんな」って意味だぞぉ？

　横目で見る彼の髪の毛が何な故ぜか、乱れている。何故……、じゃない。

　診察室に行く前に、ムシャクシャしたエコが彼にやった仕打ちの結果だ。

　あれから、エコはずいぶんと長い時間を〝向こう〟ですごした気になっていた。けど、時と計けいの針はほとんど進んでない。

　つまりは、エコはひとりで腹を立て彼に八つ当たりして、そんなに時間も経たってないのに、何食わぬ顔で戻ってきたことになる。

　うわっ！

　──気まずッ!!

　それを意い識しきすると、エコもさっきのことのように思い出されて、自然と口数が少なくなってしまった。

　病院を出る。

　ドアを開けるときさすがにためらわれたが、彼が先に歩いて、ドアを開けてくれた。

「……ありがと」

　聞こえるか聞こえないかくらいのヴォリュームでエコは言った。けど、うつむいたままで彼の顔をちゃんと見られなかった。

　今出てきた病院じゃなくて、おかしな体たい験けんをしたあの病院。アレは一体なんだろうか。こうやって彼といっしょに見なれた道を歩いていると判わからなくなる。ここにいるのはあっちにいるときに見ている夢かもでしょ？

　いつもの公園を通る。大きな公園。子供たちのはしゃぐ声が遠くに聞こえる。ここで彼といっしょに陽ひが暮れるまでたわいもない話をした。

　春でも夏でも秋でも冬でも。

　いつもの公園。

　彼は、エコの数歩先を歩いていた。いつかよりもずっと広くなった背中が彼の歩くリズムで上下する。歩幅はエコに合わせてくれているのか、ちいさくてゆっくり。ときどき、エコのことを振り返る。エコがうしろを付いてきているのが判ると何も言わずにまた前を向く。

　このまま……、

　いきなり抱きついたら彼はなんて思うだろう。

　おかしなことだって判ってる。

　でも、おもいっきり抱きついちゃって、気持ちを口にしたらすっきりするかもだ。

　彼が誰だれにだってやさしいって知ってる。

　今も振り返ってくれるのも、そこにいるのがあたしじゃなくても何度も振り向いてくれる。

　いつもふたりでいっしょで、でも、彼がずっと好きなのは、べつの子。

　なんでこんなこと考えてるの？

　こんなにつらくなるんだったら、気づかなきゃよかったのに。

　ココロの中で、何かがぐるぐるとうごめいていた。

　おかしなことに巻きこまれたけど、それはもしかすると自分自身のせいかもしれない。

　心が弱くって、自分の想おもいに気づいたら、逃げ出したくなってしまった。

　判っていたから。

　彼が本当に誰が好きなのか。

　それがあたしじゃないって。だから、あたしも好きじゃないって。

　思ってた。

　けど、想ってた。

　急に涙が溢あふれてきた。

　今度彼が振り返ったら驚おどろかせてしまう。泣いちゃダメ。

　だけど、涙は止まってくれないんだ。

　彼にずっと逢あえなくって、さみしくて。やっと逢えて、すごくうれしくて、ほっとして。

　それが口にできない自分に腹が立つ。

　涙は止まらない。

　不器用すぎるあたし。想いもへそ曲がりで、ひねくれ者。

　可愛かわいくない。

　素直じゃないのもずっと、そう。

　お姉ねえちゃんのときだって。

　……やだ。

　後悔はいや。

　あんな気持ちになるのは、もういや。

　でも、怖こわい。

　後悔はいや。

　怖い。

　いやだ。

　怖い。

　いやだ。

　でも──

　とくんとくん。

　とくんとくん。

　心しん臓ぞうが押し出す血液に乗って想おもいが全身を駆かけめぐる。

　とくんとくん。

　とくんとくん。

　両手を伸ばす。感情が大声で叫んでいる。

　とくんとくん。

　とくんとくん。

　革靴ローフアで地面を蹴ける。

　とくんとくん。

　とくんとくん。

「どわっ!?」

　彼がびっくりした声を上げる。

　そりゃそうだよ。だって、思いっきりうしろから抱きついてたんだ。

　ぎゅーって、自分が苦しくなるくらい腕にチカラを入れた。

　あと、叫ぶだけ。

　数年間ですっかりたまりにたまった想いをぶちまけてやる。

「ちょ、ちょっと、待てって！　おまえ、手は！　今、病院行ったばっかだろうが！」

　彼があわてて、自分に絡からむエコの腕を取った。

「怪け我がなんてほっとけばなおるよ！　腕なんて知るかーっ！」

　エコが言う。

　もうめちゃくちゃだった。

「知らないことないだろっ！　って、おいエコっ、なにがどう……っ」

　力強くてやさしい手がエコの手を取った。彼は身体からだを反転させ、エコに向いた。

　エコの涙目が彼を見る。ぼやけてはっきりしなかったけど、きっと彼は困った顔をしていたに違いない。

　それでも、

「──あたし、コータのこと好きなんだもん！　しょーがないじゃんっ！」

　叫んでいた。

　完全なイキオイだった。

　しかもイキオイのせいで、いろんなモノがカラ廻まわってちゃんと言えてたか疑問。

　力一杯、精一杯。いっぱいいっぱい。

　だけど、

　言ってしまったあとで、後悔が押し寄せてきた。

　これで、今までみたくコータといっしょにいれなくなる。

「わ、判わかってるよ。コータがまだ……あの子を……幼おさな馴な染じみの子のことが忘れられないって、判ってるよ。知ってるよ。でも……！」

　ずきんずきん、と痛む。

　怪け我がをした手じゃない。

　心しん臓ぞう、心の在あり処か。

　ずきんずきん。

「そりゃ、まあ、あいつのこと忘れられたかっていったら、忘れてないよ」

　静かに彼が言った。

「ごめん、でも……、やっぱ、あたし、コータのこと好きなんだもんっ」

　ワガママな子供のように彼の制服の袖そでを引っぱる。

　これが映画なんかのエンディングだったら、めちゃくちゃ締しまらなくてかっこ悪い。

　すると、彼は、

「うん」

　短くひと言。

「……うん？　って、なに？」

　まさかそのひと言に彼の全部の気持ちがこめられていたなんて気づくはずない。

「いや、だって、今さらじゃね？」

　エコの問いに彼は、苦にが笑わらいで頰ほおをかいた。

「い、今さら？　なにが!?」

　まだ、エコは判ってない。重大なこと。

「だから、今さらだって……」

「だから、何が……？」

「オレが言うのかよ……」

「そうだよっ！　コータが言わなきゃ誰だれが言うの!?　誰か、いる!?」

　挙きよ動どう不ふ審しんにあたりをキョロキョロするエコ。

　何な故ぜか彼が困っていた。

　あきらめたのか、エコってほんと、ど天然だな……と彼はちいさくつぶやく。キョドり中のエコの耳には届いてない。彼は、ふーっと大きく息を吐いた。

「判わかったから、判ったよ……あれだよ、ほら、エコが、その……オレの……」

「コータのなに？」

「オレのこと？」

「う、うん」

「好きだってゆうの」

「う、うん？」

　それは、アレかな。

　コータが、あたしがコータのことを好きだって、ずっと前から知ってた。

「って、こと!?」

「そう……だよ」

　そっぽを向く彼の顔が見る見る赤くなっていく。

　そして、エコの顔も赤くなって、火でも噴ふき出しそうだった。

「──なんで!?　いつから!?」

　あたしも気づいたの、さっきだったのに……!?

「いや、なんとなく……二、三年前くらいから……もしかして違ってた……？」

「だって、それ……っ、──あたしたちが出で逢あったときじゃん……!!」

　それだと、出逢ったときから、好きだったってことになる。

「そんな、ひ、ヒキョウ!!」

「ハァ？　なんで、そうなるんだよ」

　まったくその通りだけど、言わずにはいられない。だって、

「それじゃあたしばっか好きじゃん！　そんなのなんかくやしいじゃん！　歳とし下したのくせに、コータのくせにっ！」

「歳はカンケーないし、オレのくせにって……」

「でも、好きなの……っ。コータの中におっきくて、今も幼おさな馴な染じみの子のことが好きで……知ってるよ……あたしがその子に勝てないってことくらい……。永遠になってる子に勝てっこないって判ってる。過去には勝てないよ……」

　涙がこぼれて、膝ひざからくずれそうになった。

　それを抱きとめたのは、やっぱり、彼だった。

「あのなぁ、まったく……とりあえず、落ち着こう。なっ」

　呆あきれた風ふうに言って、彼が公園の中のベンチにエコの手を引いてつれていった。エコは、ふらふらとなすがまま。

「ほい、座れ」

　肩を抱かれるようにエコは彼といっしょに、ベンチに腰をおろした。

　冬間近の冷たい風が、真まっ赤かになったエコの頰ほおに今だけは気持ちがよかった。

　ただ、ずーん……っ、とお寺の鐘かねがのしかかってきたような重苦しい気持ちはどうにもならなかった。すっきりしたけど、その心の空いたスペースに違うモノが……。

　しばらく、風の通りすぎる音と子供たちが遊んでいる声が聞こえてくるだけだった。

　彼が、ふーっ、と息を吐いた。

　静かに、話をはじめる。

「たしかに、な。あいつは……マイはオレにとって特別だし、永遠になってる。忘れられるワケもない」

「やっぱ、そうなんだよね……」

　サラバ青春。

　とか、言葉がみずたま模様の『♡ハート』を透とおり抜けていく。

　気がした。

「ちっげーよ、、最後まで話を聞けって」

　としかし、彼はエコの髪の毛をぐしゃぐしゃやった。

「でもでもでも……っ！」

　聞き分けのない子。エコ。

　歳とし上うえだとか自分で言ってたくせに。お姉ねえさんぶってみても結局は、好きなんだ。青あお臭くさい春さ。

「あー、もう！　メンドクセーなーッ！」

　ぐしゃぐしゃしていた彼の手が止まる。ついでに、エコの頭をがっしりとつかんで、動けなくした。

　そしたら、彼の顔が近づいてきた。







　……ん。




　……ん？




　……んん？




　…………ん──ッ!?







　お、お、お、お、お、お、お、お、お、お、










　──お口を、お口で、ふさがれました……!!










　唇と唇が触れあっている。

　これはあれですか？

　噂うわさに名高い噂とか友達からはよく耳にする。
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　ファーストキス。




　じゃなくてよ!?

　何な故ぜかお嬢じよう言葉になった。

「……え、え、え？　ええええ？」

　目をおっ開ぴらいたまま、ワケも判わからずエコは目の前で顔をさっきよりも真まっ赤かにしている彼を見つめる。

「……おまえに対する今の気持ちと想おもいを判りやすく態度で表現してみたんだけど……？」

「なにしてんのっ!?」

「だから、態度を判りやすく……」

「じゃなくて、なんで、き、き、き……す的な、ことをすんの!?　あ、あたし、はじめてだったんですけどぉ!?」

「オレもだよ」

「うお、ますます、なんで!?」

「オレもだからだって」

「いや、そうじゃなくって、はじめてとか、はじめてじゃないとか？」

「オレも好きだっていってんだよ。……エコのこと」

「いやいやいやいやいやいや、そうじゃなくって、あたしのことが好きとかそういうんじゃ……そういう……話……そういう話!?」

「もしかして……やっぱそうか……。おまえ、気づいてなかったのかぁ……」

　彼はがっくりとうなだれて、ため息の代わりに、

「エコって天然だった……」

　大きく息を吐いた。

「え？　え？　え？　え？　え？」

　エコは気が遠のきそうだった。

「あのなぁ、好きでもないやつと、こんな毎日毎日いっしょにいるか？　今は、学校も違うし」

「いや！　そんな！　……あれ？」

　たしかに……。

「学校終わりも休みもだいたいおまえばっかと遊んでるし。あ、あと、斎さい木きもそうか。まあ、あいつはいいや。エコといっしょにいるほうが多いよな。だいたい、女子とふたりっきりで映画いったのも遊園地いったのも動物園いったのも、ぜんぶエコがはじめてだろ？」

「そ、そうなの!?　あたしでいいの!?」

「んなこといったって、もう遅いだろ……」

　た、たしかに……！

　いや、そうか。

　そうだったのか、あたし……！

　ハズイ！　だ、誰だれか今すぐおっきな穴を掘って、あたしを隠かくれさせて！

　むしろ、埋めて！

　で、でも！

　てことは、てゆうことは？

「じゃ、じゃあ……」

　そういうことですか？

「そう」

　彼がうなずく。

「そうなの？」

　エコが訊きく。

　今度は無言で彼はうなずいた。

　つまり、

「えーっと、じゃあ、コータもあたしのことが……」

「うん、好き」

「うぉい！　そんなあっさりいわないでよっ！　あたしは好きっていうのにどんだけ勇気とかいろんなものが必要だったか、それをそんなあっさり……！」

　といいつつ思い返してみると、自分はイキオイで言った気が……。

「わがままだな、おい」

　ごもっとも。でも、

「……ま、マイちゃんは……？」

「あいつは、特別だよ。けど、おまえも、特別なの」

「ぇえ？」

　あたしも？

　そんなこと思ってもなかった。

　たいせつなものがひとつだけなんて限らない。だけど、自分がまさかそうだなんて。

「あっちも好きで、こっちも好きでって、男としてどうなんですか……？」

　うれしいクセに、どうしてもイジワルなことを言ってしまうへそ曲がりな自分。

「いいじゃん。好きなんだし……じゃなかったら、しないだろ……あんなこと」

　彼は困ったように横を向いた。また赤くなる。

　あんなことって、さっきの……、

「ちょ！　今さらはずかしがらないでよ！　あたしのはじめて返せっ！」

「うおっ！　さわぐなよ、しかも意味違って聞こえるだろうがっ！」

「うっさい、バカっ！」

　うれしくって、恥はずかしくって、いろんな気持ちがぐちゃぐちゃだった。

　笑ったり、泣いたり、たいへんだった。

　彼が笑ってる。

　一番近くに、自分が居る。

　たいせつなものがここにあって。

　呼吸は苦しくなっていく。でも、生きてるって気がした。




　今ごろ、気づいたんだ。




　　　　♪




　病院のベッドの上。

　オトナびているのに子供っぽい不ふ思し議ぎな雰囲気の女の子が、天てん井じようを見上げている。

「よかったの？」

　かわいらしい男の子の声が鳴る。〝みんな〟がいたからずっとベッドの下に隠かくれていた。

「いいんだよ」

　女の子はこたえる。

「モモのこととか、ほかのこととかいろいろ話してなかった？」

「いいの。きっと、忘れちゃうから。世界が元通りになったら、忘れちゃうよ」

　言って、女の子は布ふ団とんの中にもぐりこんだ。

「モモ……」

　ベッドの下から出てきたのは、真まっ黒の猫だった。

　女の子が泣いているんだと判わかって、迷った。それでもいいたい言葉があった。

「──また、逢あえるよ」

　黒猫は、ぴょこんとベッドの上に飛び乗った。

「何ど処こかの世界の、べつのボクらかもしれないけどさ。きっと逢える」

「そっか……。だから、あたしも生きなきゃなんだよね……」

　涙声が布団の中から聴きこえてくる。

「あたしはこっちで生きることを選えらんだ……。みんなと生きるほうを選んだ。ソラが……ううん、マシロが守ってくれた世界だから。キョウカも判ってくれた……」

「そうだね」

　生きることは、死ぬことだ。

　でも、死ぬために生きるんじゃない。

　精一杯、生きるために、生きるんだ。

「あたしももう、目覚めなきゃ。ひとは過去には生きられないからさ……」

　女の子と黒猫は、それ以上何も言わなくなった。




　もう、目を閉じよう。

　目覚めるために。

　誰だれかの夢の中で、女の子は夢を見ていた。

　目覚めたら、もと通り。

　だから、もう少しだけ、眠らせて。

　想おもい出での中で。

　あと、ちょっとだけだから。







　たとえば、

　未来は何ど処こにでもつながっているし、誰もが何処へでも行ける。

　ドアを開ければ、何処かへつながっていく。

　たとえば、

　過去は、心の中にいつもある。

　誰かがドアを開けば、いつも「ハローハロー」なんて言って迎えてくれる。

　そのカギは、誰もが持っている。




　カギは、誰の手の中にもあって、ひとつじゃない。

　ただ、そのドアを開けるカギがあわないときがある。

　そのときは、誰かを頼って。

　自分じゃない誰かがそのドアのカギを持っている。

　いつか、誰かのドアが開かないときは、自分のカギなら開けられるかもしれない。




　ほら、──今、




　また、誰かがドアを開いたよ。




　そこには、光があって。




　真まっ白い女の子が立っていたんだ。











Love Forever - fin.
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終奏「黒猫の輪舞曲ロンド。〜しっぽのうた。〜」

finale - Daniel said / momo extra.12 / searching for my girl






　　　　♪




　いつか、

　真まっ黒の猫が、世界を旅していた。

　それは、永ながくて、儚はかなくて、いつ終わるとも知れない旅だった。




　いつか、

　世界の果てに、

　真っ白に染そまる世界で、真っ白い花が咲いていた。




　そこに、ぽつんと、

　黒猫がいっぴき。




　赫あかい首くび輪わについた大おお袈げ裟さな鈴を、りんりんと鳴らし、風の中にいた。




　夜空に輝かがやく月のような黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをきらきらさせながら、帰りを待っていた。

　ずっと、待っていた。







　いつか、

　真っ白に染まる世界で、真っ白い花を見つけた。




　真っ白い扉の向こうに咲いていた。

　扉には、『一〇〇じゆうまん一〇〇とんでひやく』という番号の入ったプレートが貼はりつけてあった。







　開く扉。




　その向こうに、




「おかえりなさい」




　ダニエルが言う。







「ただいま」




　モモは笑った。







　綺き麗れいに笑った。







　　　　♪







「光あれ」
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　と、誰だれかがうたった。











Daniel said / momo extra.12 - fin.







momo the girl god of death 3rd movement "daniel" - all over.
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らくがき。Afterword of Graffiti for "daniel"






　　　　♪




　はじめまして、おひさしぶりです。ハセガワケイスケと申します。

　というワケでして。




　むかしむかし、夕暮れを追いかけた少年と少女がいました。

「夕暮れの向こう側には何があるんだろう？」

　どうして、空が紅あかくなるんだろう。燃もえているんだったら、いつも夕暮れは火事になっているところがあるんだろうか。もしかすると、太陽が海に沈むときに海を焼いてしまっているのかもしれない。想像を膨ふくらませます。少年少女は、その向こうが見たくなりました。気になって仕方がありません。いてもたってもいられなくなり、少年と少女は、自転車にまたがって、夕暮れの向こう側を目め指ざすことにしました。友達にも、先生にも、家族にも、ナイショです。少年と少女、ふたりだけの冒険です。夕暮れの向こう側は、どんな風ふうになっているのか。見つけたら、みんなに教えてあげよう。

「そんなことできるはずないじゃん。だって、夕暮れの向こう側には何もないから」

　そう思われたかもしれません。ですが、そのときの少年と少女は、本気で夕暮れの向こう側に行けると信じていました。だって、夕暮れの向こうに行ったことがないから、それがあるのかないのか、知らなかったからです。知らないということは、可能性を知らないということなのかもしれません。『夕暮れの向こう側に行ったことがある』という話を聞いたことがありません。少年と少女は、それを「誰だれも行ったことがないから知らないんだ」と、思いました。そして、「誰も行ったことがないんだったら、ボクらがはじめて行ってみよう」と、思ってしまったんです。少年と少女は、誰にも『夕暮れの向こう側』について、訊たずねませんでした。自分たちがそれを捜していることを知られると、先に見つけられてしまうかもしれない。誰かに訊きいて簡かん単たんに答えを知るのがつまらないと思ったのかもしれません。

　空が茜あかね色いろに染まります。少年と少女はペダルをこぎ出します。おっきな声で「さあ行こう」と叫んで、顔は空の色か興こう奮ふんか赤く、心は羽根が生はえたように軽やかでした。それが、沈んだ表情とペダルがずしりと重く感じられるようになったのは、間もなくのことです。

　自転車のペダルをこいでもこいでも、空は遠くにあります。夕暮れがどんどん紫になり、真っ黒の夜の空に吞みこまれていきました。夕暮れは、追いつけないまま、いつのまにかいなくなっていたんです。けどまだ、少年と少女はあきらめていませんでした。「今度はもっと早く出かけよう」今回は、夕暮れを待っていたのが悪かったから、今度はきっと大丈夫。でも──

　そう、結果は同じです。夕暮れは待ってくれませんでした。少年少女は追いつけない悔くやしさで、たくさんたくさん、泣いてしまいました。冒険心は満たされないまま、痛く、なるだけでした。痛みだけが残ったんです。それから、少年と少女は夕暮れを追いかけるのをやめました。また、哀かなしくなるだけだから。でも、あきらめたワケではありません。いつかオトナになったら、また、追いかけてみるんだ。今は、子供だから。そして、あのときの少年はオトナになりました。いつか、少女は転校してしまい離はなれ離ばなれになってしまいました。今はもう、少年は、少女の名前も顔も忘れそうになっています。それでも思い出すことがあります。少女のこと、夕暮れの向こう側のこと。オトナになった少年は今も、夕暮れの向こう側を知りません。今も、夕暮れを見ると少しだけ、泣きそうになるときがあります。ちくりと胸が痛みます。

「痛みもいつか忘れてしまう。痛みを感じているときだけが、痛いんだよ」

　と誰だれかが言いました。

　痛みはいつか消えてしまう。だから、忘れればいい。

　本当にそうなのでしょうか。ふと考えてみました。今でも痛みを感じます。記き憶おくは薄れても、少女のことが思い出せなくなってしまっても、痛みだけが消えないで残っています。

　これは、記憶と想おもいのカケラの物語りです。いつか失なくしても、失くさないで抱えている痛みです。夕暮れの向こう側には何があるのかなんて、今も〝想い〟のカケラを見つけようとしています。そうです。この物語りは、想いのカケラでできているんです。

　いつか、あなたが〝痛み〟を忘れることがあれば、思い出してくれるとうれしいなあと想います。だって、これは、あなたの──想いや痛みや声や傷や記憶やたくさんの〝カケラ〟を集めた、あなたのための物語りなのですから。

　この物語りが、あなたの〝カケラ〟になりますよう。

　だから──




　どうか、おもしろければ笑ってください。

　どうか、つまらなければ笑ってやってください。




　そして、この本を、物語りをめぐる、

　すべてのひとに、こころから感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。











二〇〇九年某月某日　春のやさしさに夢を見ながら




ハセガワケイスケ




[image: ]



















──人は、愛から生まれてくるんだ。









ハセガワケイスケ

12月26日。地球生まれ。

小学生のときに流行った遊びといえば

パルプンテごっこ

ですよね！　え？　何かって？

それは、やってみないと──判らない!!
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
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